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　それは、俺が『増ます井いさん増殖中！』を連載していたときだった。

　例によってネタに詰まった俺は、担当の萌も絵えさんと一緒にネタ出しを行っていた。

「……やっぱりここはヒロインを増やしましょう」

　困ったときには、新しいヒロインを追加するに限る。そうやって、俺はこれまでの苦境を乗り越えてきたのである。

「前回のヒロインを出したのは十話くらい前でしたから、そろそろ新キャラが増えてもおかしくないタイミングだと思いますし」

「そうね。やりすぎは困るけど、適度に新しい血を入れていかないとマンネリしちゃうし」

　どんなキャラを出すかというときには、生い立ちよりもまずに属性を考える。例えば、ツンデレとか妹キャラとか。そういった属性を、これまでのヒロインと被かぶらないようにするのが何よりも大切なのだ。

　だが、俺がそのときに思いついたヒロインは、生い立ちこそが属性になる特殊なキャラだった。

「こういうのはどうです？　『運命のあの子』型のヒロイン」

「『運命のあの子』型？」

　俺の言葉を聞き、萌絵さんは怪け訝げんそうに眉をひそめた。

「ほら、ラブコメでよくあるじゃないですか。主人公と過去に会っていて、将来を誓い合っているヒロイン、みたいなやつ。基本的にその子が勝ちヒロインになるから、その正体を探るのがストーリーの主軸になってる作品もあるじゃないですか」

「ああ、なるほど。あるわね」

「今回は、そういう過去がある子を出すんですよ。なんだったら、これまでのヒロインにそういう属性を付与するのもありかなって。そしたら、ヒロインレース感も増すような気がしません？」

　個人的には、すごくいいアイデアだと思った。

　しかし、萌絵さんは渋い顔をする。

「ダメよ」

「……え？　どうしてです？」

「それって、絶対的な勝ちフラグになるでしょ？　ヒロインレースのパワーバランスが崩れるような設定を出すのはやめておいた方がいいわ」

　絶対的勝ちフラグ。

　その言葉が、俺の中で何度も繰り返し響いた。

「……そうですかね？」

「そうよ。そういうことをしても、作品の寿命を縮めるだけよ。その場のノリで手を出していいネタじゃないと思うわ」

　萌絵さんに却下され、俺はそのネタを諦めた。

　だが、心の中で何かが引っかかった。

　しばらくその正体がわからずにいたものの、あるとき、答えが過去の記憶とともに蘇よみがえった。

　そうだ、俺も昔とある女の子と、似たような約束をしたことがあったのだ。

　当時の俺は小学校の低学年とかでずいぶんと子どもだったし、いまとなっては相手の顔も名前も覚えていない。けれども確かに、旅行先で出会った子と仲良くなり、その場の勢いで将来を誓い合ったことがあった。

　それは、俺がまだ漫画にのめり込んでいない時期だったはず。なぜなら、俺は漫画の面白さを知ってから、それ以外のことにまったく興味を抱かなくなってしまったから。

　あんなもの、もうほとんど時効になっている約束だろうが、自分にも一応『運命のあの子』なる存在がいたんだよなあ、と俺はぼんやり考えた。

　あの子はいまごろ、どうしているだろう？　まさか、俺との約束を覚えているなんてことはないだろうけど……。




　そのときの新ヒロインは、結局、萌絵さんが提案した半ケモノ女子の茂も歩ふ奈なが採用された。
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　長かった梅雨が明け、もうすぐ夏を迎えようとしている。

　夏といえば、もちろん出会いの季節。

　開放的になった男女が、パートナーを求めて街や海に繰りだし、手と手を取り合ってアバンチュールに決め込む季節である。俺の勝手なイメージだけど。

　そりゃあ、俺はこれまでの高校生活でいわゆる理想的ムーブと言われるようなキャッキャウフフな青春を送ってこなかったわけだし、誰かから「そんなもん陰キャの妄想だろ」とでも突っ込まれたら、それで終わりかもしれない。なにぶん、世間の青春謳おう歌か組がどの程度までの青春を送っているかわからないのだから。

　しかし──

「──少なくとも、こんな閉鎖的な生活を送っていい季節じゃないんだ！」

　俺は液晶画面にスカートの皺しわを書き込みながら、思わず叫んだ。

『あれ？　薬やく師しくん、どうかした？』

「どうもこうもない！　俺はなんでこんなことをしているんだ！」

『なんでって、薬師くんが私のアシスタントだからだよ。まさかストライキでもしたいっていうの？　でも残念ながら、漫画家に労働組合とかないんだよねえ』

　会話の相手は、茶さ菓か上がみむつきという漫画家。同じ高校に通っていることから始まった腐れ縁みたいな関係だが、同じ漫画雑誌に入賞したのが同時だったということもあってか、俺のことを一方的にライバル視しているやつである。

「……なあ、茶菓上。俺たちはもう高校三年生だろ」

『そうだね』

「つまり、高校生活最後の一年なわけだ」

『最後の一年……』

「そう、青春真っただ中にいるべき高校生活の、最後の一年、だ。ちなみに高校一年のときの夏、俺たちは何をしていた？」

『漫画描いてたかなあ』

「そのとおり。俺はもう『増ます井いさん増殖中！』の連載持ってたな。茶菓上はアシスタントしてたんだっけ？」

『……ちっ』

　舌打ちが聞こえた。しかし気にせず続けることにする。

「そして高校二年生のときはどうだった？」

『やっぱり漫画描いてたかなあ』

「俺は『増井さん増殖中！』がアニメ化してるくらいだったよな。茶菓上はアシスタントをやってたんだっけ？」

『……おい』

　苛いら立だち交じりの声が返ってくる。

『ひょっとして喧けん嘩か売ってる？』

「聞け、茶菓上！　俺たちはいま争っている場合ではない！」

『そっちが争いの火種を持ち込んでるんでしょーが！　なんだよ、ちょっとデビューが早かったくらいで！』

「デビュー時期の差だけならよかったんだけどな。いまや俺は超人気漫画家、対する茶菓上はようやくデビューにこぎつけたレベル」

『ヒロインレースの結果で炎上して、半泣きになってたのは誰だったっけ？　ネットのみんなはもう薬師くんの漫画は読まないって言ってるよ～？　これからはアシスタントとして細々とやっていった方がいいんじゃない？』

　茶菓上の言葉が俺の古傷をえぐる。

　悲しい過去だ。『増井さん増殖中！』という俺のラブコメ作品は、確かにヒロインレースの結果、炎上の憂うき目めを見た。

　十六人も出したヒロインの中で、主人公とくっついた勝ちヒロインは一人だけ。つまり、十五人の負けヒロインと、彼女たちを応援していたファンたちの強いヘイトを生みだすことになってしまった、ということである。そのヘイトが炎上に繫つながったのは、自然な成り行きと言えるかもしれない。

　最近では負けヒロインのｉｆルートとして、他のヒロインのスピンオフ作品を描こうという話になっていて、ひとまず海み凪なぎという一人のヒロインを救済したところだ。計四回の本誌掲載で、海凪と主人公の増ま澄すみはきちんと結ばれ、海凪ファンの無念は浄化された……と信じたい。ひとまず区切りのいいところでスピンオフ企画自体は小休止しているものの、求められるのならば、俺はヒロイン全員分のスピンオフを描くつもりだ。

　もっとも、こうしていま俺が茶菓上のアシスタントをこなしているのも、担当編集から次のスピンオフにゴーサインが出ず、漫画家として暇ができたからに他ならないわけだが。

　やっぱり担当としては、俺に新作を描かせたいらしい。

『ま、私は優しいから。薬師くんが将来困らないように、連載続けてあげるよ。そうすれば、ずっと私の下でアシスタントできるもんね』

「調子に乗るなよ！　俺は生きていくのに他の漫画家の手なんか借りない！　すぐにコミックノアで新しい連載をスタートしてみせる！　俺にヘイトを向けている元ファンの人たちにも認めてもらえるような、すばらしい漫画をひっさげてなあ！」

『すばらしい漫画ねえ』

「誰もが納得する可か愛わいいヒロイン！　ヒロインレースを排除した一強ヒロインラブコメものだあ！」

『──でもそれには、担当さんに出された条件をクリアしないといけないわけでしょ？』

　茶菓上の雰囲気が変わる。口調から、どこか熱っぽさを感じた。

　この条件に関しては、俺が常日頃言っていることなので、彼女にもその熱意が伝でん播ぱしているのかもしれない。

「そのとおり！」

　俺は茶菓上の言葉に、うむと頷うなずく。

　担当の漫画編集──巡めぐり川かわ萌も絵え──通称、萌もえ暴君から出された条件とは、恋人を作ること。

　ろくな青春を送ってこなかった俺では、一人のキャラの可か愛わいいところを描き続けなければならない一強ヒロインもののラブコメなど、描き続けることはできないだろうと判断されたのだ。そうなりたくなければ、恋人を作って、実地で萌もえの経験を積めと。

　萌絵さんとて鬼ではない。本当に面白いネームを持っていけば、普通に連載会議にかけてくれるはずだ。なので、出された過酷な条件にかかわらず、実はあれからも新作のネームは何回か出してはいる。とはいえ、やはりしっくりくる作品がない。

　彼女にも、俺にも。やはり萌もえを理解し、吸収するには、その体験をすることが一番だという彼女の提案は理に適かなっていると感じる。

　ゆえに俺はいま人生初となる恋人ゲットのため、ない知恵と勇気を振り絞って日々を生きているというわけである。

「そしてそこに、さっきの俺の沈痛な叫びがつながるわけだ！　俺たちは出会いの季語ともいうべきこの夏に、なんで毎日閉じこもって作画作業をしているんだ!?　ひと夏のめくるめくアバンチュールは!?　ほら、浜辺でバーベキューとかさ!?」

『な、なあんだ、薬師くん。アウトドアなことがやりたかったの……？』

　茶菓上の声は、どことなくもごもごしていた。

「やりたくないと言ったら噓うそになっちゃうよお！　だって、漫画の中で俺はキャラたちに色々なことをさせてきたんだぞ！　なのに、それを描いている俺が同じようなことを経験できないのは理不尽じゃないか！」

『現実と空想を一緒にしちゃダメだと思うけどな』

「そんな正論はいま聞きたくない！　茶菓上はいいよな、描いてるのがＳＦバトル漫画だからさ。絶対に体験するのが無理な世界観なわけだ」

『はあ』

「一方の俺は、現実にいつ起きてもおかしくないラブコメ漫画なんだぞ。手が届きそうで届かないこのもどかしさ！　貴様には決してわかるまい！」

『でも、「増井さん」には宇宙人とかいたじゃん』

「現実にだっているかもしれないだろ！　俺を好きになってくれるなら、この際宇宙人でも構わないね！」

『や、薬師くんを好きに……？』

　それからしばらく、茶菓上は無言だった。

　なんだこいつ、俺を好きになる女の子なんていないってのか。ふざけやがって。

　そりゃあ、俺はこの歳としまで漫画しか描いてこなかったけどさ……。体育祭とか、クラスのみんなが応援で盛り上がる中、グラウンドの端の方で土をいじってるだけだったけどさ……。

　俺が一人でトラウマを思いだして卑屈になっていると、茶菓上がようやく口を開く。

『……ふ、ふ～ん？　そしたらさ、私とどこか遊びに行く？』

「なんですと」

『ほ、ほほら！　取材もしたいしさ!?　息抜きがてら、海とか！』

　茶菓上の漫画には海とか出てくる要素ないじゃん、と言いそうになってすぐに自重した。せっかくこちらの思惑どおりにことが進みそうになっているのに、自分で自分の首を絞める必要はあるまい。

　ここは下手にでて、彼女が心変わりしないように努めるべきだろう。

　しかし、ちょろいな～。ここまで簡単にことが進むなんて、茶菓上さん、あんたちょろいにもほどがありますよ。

『ど、どうかな……？』

「流石、茶菓上先生っすね。へへへ、話がわかる……」

『急にキモくなってどうしたの？』

　イラっとするが、ここは我慢。

「やっぱ夏は海ですよねえ、先生。そこに出没する水着ギャルの中には、ナンパ待ちの子も多いと聞く！　待ってろよビーチビッチどもめえ！」

『そんな漫画脳で大丈夫？　ってか薬師くん、海でナンパする気なの？』

「出会いを求めて海に行くのに、ナンパをしないでどうするんだ」

　その後、茶菓上はまたしばらく無言だった。

「もしもし？　おーい、聞いてる？」

『……薬師くん、ナンパなんてしたことないでしょ？』

「そりゃあるわけないだろ。だいたい俺は、クラスに男の友達だっていないんだぞ。ここ数年、知らない人に声をかけたことさえほとんどない」

『そんな人がいきなりナンパなんて難しいこと、できるわけないと思うんだよねえ』

　煽あおるような茶菓上の口調から、いまの彼女の表情が容易に想像できた。きっとドヤ顔を浮かべているに違いない。

「……何が言いたい？」

『だ、だからさ、私が練習台になってあげよっかなって』

「練習台？　何の？」

『ナンパの』

　ナンパの練習台とは……。

「それってあれ？　ロールプレイで、茶菓上が見知らぬ水着ギャルの役をやってくれるってこと？　で、俺が話しかけるとか？」

『そうそう。海に行く前に、練習しとくんだよ。こう、口説き文句とかをさ！』

「練習なんていらないだろ。思うに、俺はライブ感を大事にする漫画家だった──夕日がきれいだね。でも、君の方がきれいだよ──これでいける。間違いない」

『そこに至る過程は？　いきなりそんなこと言いながら近づいてくる男がいたら、監視員呼ばれてソッコー終了だよ』

　確かに。改めて情景を想像してみて、俺は首を傾かしげた。

「……ひょっとして、ナンパって難しいのかな？」

『うむ、連載をとるよりも難しいと思っといた方がいいね』

「そ、そんなにか……」

　さっと血の気が引くのを感じる。危ないところだった。それだったら練習しといたほうがいいかもしれない。

『じゃあ薬師くん、今度ちょっと時間できたときにさ、薬師くんの仕事場で打ち合わせしようね。そのとき、練習につき合ってあげるから』

「恩に着ます、先生」

　俺は通話口の向こうに向かってぺこぺこと頭を下げた。

『うむ、苦しゅうない』

　恩着せがましい茶菓上の声が返ってきて、俺はまたイラっとした。
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　ちょろい。実にちょろい。

　私はその日の薬師くんとの作業が終わってから、にやりとほくそ笑んだ。

　こんなにも簡単に海デート＋その日にいたるまでのいちゃつき権を手に入れられるとは。

　彼が他の女の子をナンパしようとしていて、私には一切食指を動かそうとしないのは気にいらないけれども、そんなことはこれから次第でどうにでもなる。

　ここだけの話、私は薬師くんのことが好きだ。そして彼を狙うライバルたちと、数か月前から、熾し烈れつな戦いを繰り広げている。

　文学少女の眼鏡っ子系後輩キャラ、都と喜き村むらしおりちゃん。

　萌もえ暴君の異名を持つ不良漫画編集、巡川萌絵ちゃん。

　みなそれぞれの立場を活いかして彼にアプローチしているものの、いまだに決定打を出せない状況が続いている──が、海デートともなれば、この戦いを有利な方向へと動かせるに違いない！

　私ははやる気持ちを抑えて部屋を飛びだし、キッチンへと向かった。

　私の最大の味方であり、最大の理解者──お母さんがそこにいる。

「ねえ、お母さん！」

「あら、むーちゃん。もうお電話は終わったの？」

　のほほんとした声とともに、お母さんが振り向く。

「終わったけど、すごいことになっちゃったんだよ！　水着！　水着が必要なの！」

「水着？　どうして？」

「彼と海に行くことになっちゃって」

「まあ！」

　嬉うれしそうにパンと手を叩たたくお母さん。それを見て、私はこれみよがしに胸を張った。

　ちなみに薬師くんのことを、お母さんは私の彼氏だと思っている。

　私も訂正したことはない。だって、そのうち本当のことになるわけだし。

「すごいわ！　お母さんはお父さんと海に行ったのなんて、つき合って五年も経たってからよ。思いだすわね。バーベキューのお肉が傷んでて、お父さん三日も寝込んだのよ……」

　あんまり楽しそうな思い出じゃなかった。

「と、とにかく、私スクール水着しか持ってないから、新しい水着が必要なの！　お母さん、可か愛わいいやつ作って！」

　お母さんは昔、衣服関係の専門学校に通っていて、服を自作できるという異能の持ち主。

　自分の小さかった頃のアルバムを見ると、私は物心がつくずっと前から、お母さんが作る服のファッションモデルをやり続けている。いまでも漫画の資料作りのため、コスプレ衣装を作ってもらったりしているくらいだ。ゆえに私は、それがどのようなものであれ、身に着けるものが必要になったときには、お母さんに頼むことが多かった。

「お母さんが作るのはいいけど、もっといい方法があると思うなあ」

「もっといい方法？」

「彼氏くんと一緒に買いに行ったら？」

　頭をガンと殴られたように感じた。

「一緒に……薬師くんと……」

「彼好みのやつを選んでもらったらいいじゃない」

「そ、それいいかも！　さっすがお母さん！」

　私は思わずお母さんをハグした。

「えへへ～、お母さん、むーちゃんの役に立てて嬉うれしいなあ」

「えへへ～、私、お母さんの子どもでよかったあ」

「ねえ、むーちゃん。今度、彼氏くんを家に連れてきてね。お母さんも会ってみたいわ」

「いいよ」

「ねえ、彼のどんなとこが好きなの？　教えといて」

「好きなものに一生懸命なところとか、人の痛みがわかるところとか、あとは一緒にいて面白いとことか！」

　夢中になって答えてから、お母さんがニコニコと笑っているのを見て、私は顔に血が上ってくるのを感じた。ヤバ、はずい……。おずおずと、お母さんをハグから解放する。

「お、お父さんにはまだ言わないでね……？」

「もちろんよ。むーちゃんとお母さんだけの秘密ね？」

　やっぱり、お母さんは最高のお母さんなのだ。私はまたぎゅっと彼女を抱きしめた。

「ご飯できるまで、テレビでも見ててね」

「はーい」

　ルンルンでテレビを点つけ、ソファに座る。適当にチャンネルを替えていると、ＣＭにこの間二人目の子どもを出産した女優さんが出ていた。

「この人ってほんと歳としとらないよね～。今度、ドラマでヒロイン役やるみたいだし」

「誰？」

「○○さん。あ、でもお母さんも負けてないよ！　ずっときれいだもんね！」

「もう、むーちゃんったら～」

　相変わらずのほほんと言いながら、お母さんはちょっと頰を染めている。お世辞抜きで、娘の私が見てもお母さんは若くてきれいだと思う。一緒に歩いていると、姉妹に間違われることもあるくらいだし。

　と、そこまで考えて、私はもやもやっと心に暗雲が広がるのを感じた。

　さっきお母さんは薬師くんを家に連れて来いと言ったけれども、彼とお母さんが会ったとき、何か間違いが起こったりしないだろうか……？

　昨今のエンタメ業界を見渡すと、年の差を売りにしたラブコメ作品が散見される。そういった若干、特殊なラブコメではない作品だったとしても、ヒロインの母親が一番人気になり、コンテンツ展開がその母親中心になっている作品もある。

　私はさっと青ざめて、それとなくキッチンの方を見つめた。

　嬉うれしそうに「ふんふーん」と鼻歌を歌うお母さんがそこにいる。

　不覚にも可か愛わいいと思ってしまった。いや不覚というか、普通にお母さんは年齢不相応に若く見えるし、目鼻立ちも整っているし、スタイルだっていい。

　料理も上手で、気立てもよく、性格も穏やか。

　さらに、いまこそ満を持して紹介させてもらうが、実家は地主の大金持ちなのである。

　おまけに服を作れるという異能の持ち主！　衣食住そろった三位一体さは、まさに友情努力勝利の黄金律を備えた少年漫画的ヒロインといっても過言ではないではないか！

「か、勝ち目がない！」

「どうしたの、むーちゃん？」

　突然大声を出した私を、お母さんは不思議そうに見つめてくる。

　この大いなる存在を、ヒロインレースに参加させてはいけない！

　生唾をゴクリと飲み込んで、私はすいっと目を逸そらした。

「お、お母さん？　さっきの話だけどさ……」

「さっきの話って？　ドラマのこと？」

「いや、いや、彼を家に連れてくるってこと……」

「ああ、そっち？　お母さん、とっても楽しみ！」

　こっちの気も知らず、可か愛わいらしく微ほほ笑えむお母さん。

「彼氏くんの漫画も、むーちゃんに借りて全部読んでるもんね。サインもらう色紙も用意しておかなくっちゃ」

「よく考えたら、彼って照れ屋だからさ……その……」

「うん？」

「あんまり来たがらないかなあって……ほら、青春真っただ中の高校生活でも漫画しか描いてこなかったような陰キャだし。コミュニケーション能力にも難があってさ」

　どうして必死に薬師くん下げをしているのかわからない。おまけに、そのディスりの内容は全部自分にも返ってきているから笑えない。

「お話を合わせてあげればいいのね。大丈夫、居心地が悪くならないようにするから」

「そもそも、薬師くんって性格が悪いんだよね。すぐ調子に乗るし。自慢だってウザいんだよ」

「年頃の男の子のそういうのって、全部照れくささの裏返しじゃないかしら？」

「お母さんには合わないっていうか！」

「大丈夫よ。だって、むーちゃんが選んだ相手ですもの」

　母は偉大であった。そして、その偉大さがいまの私にはとても痛かった。

「ま、まあ、一応相談してみるね……」

　そう言いながらも、私は決して薬師くんをお母さんと会わせてはいけないと心に誓った。

　そしてそれは、お母さんだけではない！

　私たちの戦いに、新たな勢力を加えてはいけない。

　ラブコメ漫画では、回を追うごとに新キャラが登場し、ヒロインとして加わることがままある。薬師くんの描いていた『増井さん増殖中！』にも、どんどん新キャラがつけ加わっていった結果、最終的には十六人ものヒロインが主人公をめぐるレースを繰り広げる事態になった。

　あの壮絶な戦いを、私たちも味わうようなことがあってはならない。

　私は一時休戦とばかりに、ライバルたちとやっているＳＮＳのグループルームに、こう提案した。

『みんなで一度話し合った方がいいことが発生。【薬師周辺危機対策会合】を開きたし』
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　茶菓上先輩から受け取ったメッセージを見て、わたしはなんてタイミングがいいのだろうと思いました。

　みんなで一度話し合った方がいいこと。

　茶菓上先輩に何があったのかは知りませんが、実はわたしもつい先ほど、みんなで共有した方がいいのではないか、と思う悩みをしょい込んでしまったのです。

　それは海外で暮らす父と、電話で話していたときのことでした。

『……しおり。そういえばこないだ、お父さんの同僚に日本好きな娘さんがいるっていう話をしただろう？』

　そう言う父は、少し歯切れの悪い口調でした。

「うん、覚えてるよ。リタさんだったっけ」

『その子が、日本に旅行したいと言ってるんだ。同僚は最初、反対していたんだけど、どうにも抑えが利きかなくなったらしくてね。ただ本物の日本を見れば、娘の中にある日本への幻想も冷めるかもしれないとも思って、ついに許可を出したそうなんだよ』

「確かリタさんって、高校生なんだったっけ？」

『そうだよ。しおりと同い年か、一つ上だったかな。で、せっかく知り合いに年の近い娘がいるならと、日本への滞在中、ウチに泊めてもらえないかって相談されてね。日本人の友だちを作りたいそうだ』

「でもわたし、英語とかしゃべれないけど……」

『いや、彼女の方がある程度、日本語をしゃべれるらしい。アニメや漫画から得た知識のようだから、偏ってはいるそうだけど』

「そうなんだ。すごいね」

『もちろん、しおりが嫌なら断るよ』

「ううん、お父さんと一緒に仕事してる人の娘さんなんでしょ？　断るのは悪いよ」

　すると、お父さんはしばらく黙ってしまいました。

　多分、わたしが無理を言っているのではないかと、いらぬ心配をしているのだろうと思いました。昔から、お父さんは心配性です。

「それに、わたしも英語を教えてもらえるし。お父さんが海外に出張になったときから、漠然とわたしも、海外の友だちができたらいいなあって思ってたの」

『そ、そうか！』

「そうそう。だから、グッドタイミングってやつかも」

『ありがとう、そう言ってくれると嬉うれしいな』

「うん、だからわたしは大丈夫って言ってるって伝えてあげて」

『それじゃ、同僚にはそう伝えておくことにするよ。きっと喜ばれるだろうな。ああ、あとしおり？』

「なに？」

『彼女はどうも薬やく師し寺じ先生の大ファンらしくてね』

　その言葉を聞いた途端、私はなぜか一瞬で総毛立つのを感じました。

「せ、先生の大ファン……」

『ああ。お父さんがぽろっと、彼の知り合いだと言ってしまったのがマズかったかもしれない。知っているアニメが同僚の家のテレビに映っていたものだから、ついね。それからというもの、同僚の家に行くたび、薬師寺先生を紹介してほしいの一点張りになってしまったんだ。実のところ、彼女が日本に行きたがっているのも、そんな裏事情があってのことで……って、しおり、聞いてる？』

「え？　き、聞いてるよ？　もちろん聞いてる……」

『薬師寺先生は物もの怖おじしないし、頭の回転も速い。彼女をがっかりさせるようなこともないだろう』

　もちろんそうでしょう。

　がっかりさせるどころか、より夢中にさせてしまうに違いありません。

　先生は漫画が上手なだけではなく、一人の人間としても、とても素敵な方なのですから。

　誰かのために、一生懸命になれる人。そして、一緒にいて温かな気持ちになれる人。わたしのために貴重な時間を使って漫画を描いてくださったり、わたしが危機に陥ったとき、必死になって助けてくださいました。普段の生活でも常にこちらを気にかけてくださり、場の雰囲気が暗くならないようにと、わざとおどけてみせられることもあります。

　そういった人柄というものは、ちょっと接しただけでわかってしまうものです。

　素敵な漫画を描いている憧れの漫画家が、中身まで素敵だと知ってしまったら……。

　わたしは、自分がぐっと奥歯を嚙かみしめていることに気づきました。

　増井さんにも、外国から来た転校生ヒロインがいました。金髪碧へき眼がんの派手なルックスと、もはや外国人キャラのテンプレートと化している陽気さ、ハイテンションさで暴れ回り、一時はそれまで不動の一番人気だった『増井鏡きよう花か』の地位すら脅おびやかしたヒロインが……。

　会わせてはいけません！　絶対に先生とは！

　わたしたちの戦いに、新たな勢力を加えてはいけないのです！

『おーい、しおり？　……うーん、さっきから電波が悪いのかな？』

「そ、そんなことない！　聞こえてるよ！」

　お父さんとの電話が終わってから、わたしは改めて強い焦燥感を覚えました。

　とにかく、一人で抱えるには大きすぎる問題です。それに、これはわたしだけの問題ではありません。

　だから茶菓上先輩の会合の提案を聞いたとき、わたしはほっとしてしまいました。

　彼女たちと協力すれば、この脅威を退けるための方法を得られると思ったから……。





※






「……拝見いたしました」

　アタシは持ち込み原稿をトントンと整理してから、テーブルを挟んで向かいにいる少女を見つめた。

　ボーイッシュな外見の彼女は、キラキラと目を輝かせていた。事前に記入してもらった訪問シートによると、サメコのペンネームでネット漫画家として活動しているらしい。職業欄には、大学の二回生と書かれていた。つまり、まだまだ子どもだ。

「どうでしょうか!?」

「単刀直入に言うと、面白いです。ですが、コミックノア本誌のカラーとは違いすぎているので、別の編集部にお見せした方がよかったのではないでしょうか」

「面白いですか！　やった！」

　大声を出してガッツポーズするサメコ。

「いえ、重要なのは後半の方です」

「後半って？」

　こいつ、都合のいいところしか聞いてないの？

　きょとんとした表情のサメコを見て、思わずイラっとしてしまう。正直、アタシは我慢強い方ではない。

「ですから、コミックノア向けではありません。これはＢＬですよね？　ノアは少年漫画誌ですから」

「少年漫画誌でＢＬをやっちゃいけないんですか？」

「やってはいけないという決まりはありませんが、適材適所という言葉があります。弊社ではコミックノア・ビーという雑誌も発行していますから、ＢＬならそちらの編集部に持ち込みを──」

「やっちゃいけない決まりがないってことは、やってもいいんですね！」

　だから後半を聞けっての！

「……ビーの担当者を呼びますね」

　らちが明かないと思って、強引に話を進めることにする。こういう輩やからにかかずらっていても時間の無駄だし。

　まあ絵は上う手まいし？　設定やシチュエーションも、腐女子のアタシを惹ひきつけるものがあったわけだから、単に厄介ごとを回したわけではないと、ビーの編集部にも正当性を主張できるだろう。

　しかしアタシが携帯を取りだすと、目に見えてサメコは狼ろう狽ばいし始めた。

「ま、待ってください！　お姉さん！」

「お姉さんではなく、巡川です。名刺は先ほどお渡ししましたよね？」

「じゃあ巡川！」

　さんをつけろよ、デコ助野郎！　若い漫画描きの中には、こんな感じで常識がなっていないやつがたまにいる。

「ボクだって、そりゃあコミックノア・ビーのことは知ってますよ！　でも、やるならコミックノアでって決めてきたんです！」

　ボクってなに？　こいつボクっ子なわけ？　リアルで見ると、痛々しいことこの上ないんだけど。

「……どうしてコミックノアにこだわるんです？」

「えっと、高校の部活の後輩がコミックノアの作家にいるんで」

「はあ。部活の後輩……ですか。漫研とか？」

「うん。ほとんど絡からんだことないんですけどね。彼が連載してるって知ったときには、ボクはもう卒業しちゃってたから、それから会いに行くのも気が引けちゃいまして！　でもここで活動してたらまた会えるかもしれないでしょ？」

「何という漫画を描いている方ですか？」

「描いてるっていうか、描いてた、ですけど。『増井さん増殖中！』ってラブコメ」

　それを聞いて、心臓が止まりそうになった。

　──はあ!?　『増井さん増殖中！』って、あの『増井さん増殖中！』!?

「や、薬師寺先生と同じ部活でしたか……」

「アハハ、それペンネームですよ。本名は薬師錬れん太た郎ろうっていうんです」

　知ってるわよ！　こちとらそいつを下の名前で呼んどるわい！

「ボク、ほとんど幽霊部員だったからな～。ちゃんと部室行ってたら、薬師さんともっと仲良くなれてたのに～」

　いや、そっちには「さん」をつけるんかい。この子の常識はどうなってんのよ。

「……つまり、ミーハーな考えでコミックノアに持ち込みされたということですか？」

　アタシは私情を悟られないようにと、努めて冷静に声を絞りだした。

　内心、アラートが鳴り響いている。

　この女は──危険だ。

　ここだけの話、アタシは錬太郎のことが好きだ。

　調子乗りなくせに、すぐに失敗してへこたれてしまうところとか、それでいてしっかりと決めるとこは決めるところとか、ギャップがあってすごく可か愛わいいと思う。いつからあのバカが好きになっていたかはわからないけれど、気づけば放っておけない存在になっていた。

　ああいうやつには、きちんとそばで手綱を握っていてやるパートナーが必要なのだ。そしてそれができるのは、ずっと彼の人生と漫画のマネジメントをしていたアタシだけ。

　そのアタシの直感が告げている。この女を錬太郎と会わせてはいけない、と。

　部活の先輩、ボーイッシュなボクっ子、世間知らず系アホっ子。

　属性に溢あふれすぎている！

　アタシは、自分たちの置かれた状況がラブコメ的な発展を遂げるのを恐れていた。

　アタシたちの戦いに、新たな勢力が加わるようなことがあってはならないのである。

「我々は企業として利益を出すために、漫画家の先生方に漫画を描いていただいています。不純な動機で持ち込みに来られても困りますね」

「漫画そのものが面白ければ、持ち込みの意図なんてどうでもよくないですか？」

　しかしサメコは、アタシの私情満載な言葉を容易たやすく切り捨てた。

「ＢＬが気にいらなければ、ボクのプクシブのページ見てください。プクシブ、知ってますよね？」

「もちろん」

　絵や漫画を投稿できるサイトの中で、日本最大手。それがプクシブ。漫画編集でそこを知らなければ、モグリと疑われてもおかしくない。

「そこでボク、いろんな漫画描いてますから。こう見えてボク、ネットでは結構……というか、かなり人気あるんで」

　ふふんと鼻を鳴らして、腕組みするサメコ。

　ネットで人気と聞き、アタシは途端にうっと詰まった。

　というのも、最近、ネットからの拾い上げで連載を開始した漫画が、なかなかの数字を叩たたいていることが、編集部で大きな話題になっているからだ。編集員の中にはすでに、ネットで活動している漫画家への声掛けノルマを課されている者もいるほど。

　そんな中、持ち込みに来た有名ネット漫画家を取り逃がすようなことがあったら……。

　アタシの編集部での立場が、悪化してしまうこと請け合いではないか！

　しかし、こいつを抱え込めば、いつかこいつは錬太郎と接触しようとするはず。

　なんというジレンマ！

　そのとき、携帯が震えた。メッセージの主はむつきだった。

『みんなで一度話し合った方がいいことが発生。【薬師周辺危機対策会合】を開きたし』

　なんてこと、これは実にタイミングのいい提案だわ！

　この危機は、アタシだけの危機ではない。そう、条約を結んでいるみんなの危機なのだ。

「……お時間をいただけますか？　また再度、こちらからご連絡を差し上げますので」

「はーい、いい返事待ってまーす」

　嬉うれしそうに笑うサメコを見て、アタシは内心で「こんにゃろ」と呟つぶやいた。

　見てなさいよ。こっちは一人じゃないんだから。
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　会合は次の日の夜、わたしの家で行われました。わたしの家というか、お父さんの家ですが。

「……しおりちゃん、ちょっと得意になってるんじゃない？　これみよがしに女子力の高さをアピールして、私たちにマウントを取ろうとしてるとか」

　茶菓上先輩は、わたしが作った料理の数々を見て、そんなことを言いだしました。せっかく家に集まるという話だったので、夕ご飯を食べてもらおうとしたらこれです。

　むっとしたわたしが言い返そうとする前に、巡川さんが口を挟みました。

「むつき、それって自分のコンプレックスを自白してるようなものよ？　まったく、実家暮らしで、親になんでもやってもらってるお子さまは困るわね」

「だって、お母さんがなんでもできるんだからしょうがないじゃん！」

「……あなたのお母さんって、そんなに完璧なわけ？」

　わたしたちは、すでにそれぞれ一とおり自分たちの話をし終えていました。まさか全員が、新勢力の乱入に危機感を覚えていたとは。偶然とは重なるものです。

「うむ。世が世なら、魔女に間違われてもおかしくないね。年取らないし、可か愛わいいし、優しいし、プロポーション抜群だし」

「ふ～ん、じゃあ、むつきって父親に似たのね」

「──どういう意味だあ！」
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「ま、まあまあ。とりあえず、夕食をいただきましょう……」

　巡川さんに嚙かみつこうとする茶菓上先輩をなだめてから、わたしたちは夕食を食べながら作戦会議を始めました。

「いつかこういう事態になるんじゃないかって思ってたのよ、アタシは」

　おかずの唐揚げを口に入れてから、巡川さんはそう切りだしました。

「どういうことです？」

「以前、アタシたちのやってることをラブコメのヒロインレースにたとえたことがあったでしょ？　だいたい、そういうことをするラブコメっていうのは、新キャラがどんどんでてくるものなのよ。話を繫つなぐためにね」

「メタっぽいこと言うね。まあでも、薬師くんの漫画がそうだったもんね……」

「ただ、一度に三人なんてどうかしてるわ。アタシだったらそんな乱暴なこと、絶対に許さないんだけど」

「三人だけとは限らないよ」

　不穏なことを言う茶菓上先輩を、わたしたちはさっと見つめます。

「ど、どういうことです？」

「今回のことを踏まえてよくよく考えると、危険になりうる存在がまだ潜んでる気がするんだよね。この際だから、みんなで洗いださない？」

「そうね。新キャラフラグになりそうなものは、先にへし折っておいた方がいいわ」

「じゃあ、身近なところで……お姉ちゃんとか妹がいる人ー？」

　茶菓上先輩はわたしを見つめました。

「御覧のとおり、わたしは一人っ子です」

「私も。萌絵ちゃんは？」

「姉妹はいないわ。弟ならいるけど」

「弟……男性でしたら、大丈夫ですね」

「──甘い！　その弟くんは女の子みたいに可か愛わいいんじゃないかね!?　いわゆる男の娘というやつ！　それは立派なヒロインになりうる！」

　茶菓上先輩は、テーブルを拳で叩たたいて叫びます。

「大丈夫、ノンケのクソガキよ。女癖は悪いけどね。大学で劇団員の真ま似ね事ごとみたいなことをしてるわ」

「へえ、劇団員を。すごいですね」

「だから、学生のお遊びに過ぎないわよ。そっちの道で食っていくとか言いだしたら止めるけど、いまは放置してるわ」

「脇道に逸それないこと！　じゃあお母さんが、うちのお母さんみたいに可か愛わいい人──い、いや、萌絵ちゃんのお母さんは!?」

　茶菓上先輩は言葉の途中で、急にあたふたして支離滅裂になりました。多分、父しかいないわたしのことを思いだして、失言だと思ったのでしょう。

「年相応よ。それに、私の仕事にあんまり理解ある感じじゃないから、率先して錬太郎に絡からんでくるようなことはないはずよ」

「そっか、それなら安心だねえ」

「あなたたちの学校はどうなの？　高校なんて、いくらでも出会いがありそうだけど」

　そう訊きかれ、わたしと茶菓上先輩は目を合わせました。

「うーん、薬師くんってクラスで浮いてるらしいし、その辺は大丈夫じゃないかな」

「あ、でもうちの学校って、若くてきれいな先生いますよね。英語の──」

「ストップ、しおりちゃん！　固有名詞は口にしちゃダメ！」

　茶菓上先輩は、よくわからないことを言いました。

「……どうしてです？」

「読者にキャラとして認識されちゃうでしょうが！　『あの女教師』なら、まだモブで済む！」

　本当によくわからないことでした。

「読者って何ですか。わたしたちは本当に漫画の中でヒロインレースをしているわけじゃないんですよ」

「私たちの置かれてる状況が漫画的な展開をしてるんだから、現実であっても、念を入れるに越したことはないの！」

「そ、そしたら『名前を言ってはいけないあの人』とでも言いましょうか」

「悪い魔法使いみたいね」

　巡川さんはニヤニヤしています。案外、こういうおふざけが好きなのかもしれません。

「『あの人』、三年生は受け持ってないはずだよ。私たちとは接点がないから、そこまで気にしなくていいと思うけど」

「そういえば、こないだ彼氏がいるって話もされていました。あ、でも生徒除よけで言ってる可能性もありますね……」

「生徒除よけで言ってるなら、錬太郎も恋愛対象外ってことでしょ？　その人は大丈夫よ」

　こんな感じで、それからわたしたちは思いつく限りの『名前を言ってはいけないあの人』を探しました。

　茶菓上先輩の身近では、他に進路担当の女性教師がピックアップされました。年は二十代の中頃で、容姿も端麗。変なドラマに影響されたかのような熱血が売り。進路面談の際、「漫画家としてやっていく」と宣言した茶菓上先輩に、しつこくヒアリングをしてきたそうです。

　夏休みになる前に、三年生全員と面談するそうなので、その際に薬師先生（色々な先生が登場してややこしいです）にも茶々をいれるかも、とのこと。その際、あらぬ関係性が生まれてしまう可能性は否定できません。女教師と生徒……背徳的な響きは、その恋を燃え上がらせてしまうかもしれないのです！

「……どうやって対策する気ですか？」

「漫画家について、私が先に『あの人』の理解を深めとくよ！　そうすれば、薬師くんのときには目くじらを立てないでしょ」

「なるほど、それはいいわね。しおり、漫画家がいかにすばらしい仕事か啓けい蒙もうするための資料を作ってあげて」

「いや、なんでいきなりしおりちゃんに振るの？　私がやるって言ってるじゃん」

「あなたじゃ不安なのよ。適材適所って言葉があるでしょ」

「ぐぬぬ……人を馬鹿だと思って」

　また二人が揉もめそうだったので、わたしは慌ててフォローに入りました。

「ま、まあまあ。結局、説明するのは茶菓上先輩になるわけですし……」

「決まりね。ただ、あまり稼げる職業だと教えちゃダメよ。錬太郎の貯金額なんて、もう平均的なサラリーマンの生涯収入をゆうに超えてるだろうから」

「え、そうなの？」

　きょとんと目を瞬しばたたかせる茶菓上先輩。

「当たり前でしょ。あれだけ大ヒットした作品なんだから」

「そ、そんなに私と差がついていたのか……うおお……」

　巡川さんの近くでは、やはり若い女性漫画家や女性編集員が挙がりました。あとは、一度先生にお会いしたことがあるという、バーテンダーの女性がいるとか。

「みんな極力、錬太郎に会わせないようにするしかないわね。あいつとの打ち合わせで編集部は使わない。これだけで、自然発生的な出会いはほぼ防げるはずよ。自分から会いたいとか言う輩やからには、錬太郎のスケジュールが合わないの一点張りで行くわ」

「さっき萌絵ちゃんが言ってた『サメ的なあの人』っていう私たちの先輩にも？」

「そうよ。……ってかその口ぶりじゃ、むつきは彼女に会ったことないの？」

「覚えてないんだよねえ、それが。要するに、それくらいにしか接点がなかったってことなんだろうけど……」

「先生からその人への印象はどうなんでしょう？」

「今度、薬師くんに聞いてみる？」

「やめといたほうがいいわ。いまのあいつにとっては、どんな出会いも運命的なものに感じるでしょうから。存在を思いださせるだけでアウトよ」

　巡川さんは徹底しています。多分これはサメコさんに実際に接してみて、危機感を覚えたからでしょうが。

「あの子には厳しい担当がつくように、編集長に掛け合ってみるわ。ま、ネットでちやほやされてるだけの漫画家なんて、すぐに弱音を吐いて逃げだすでしょ」

「うわ、えっぐ」

「アタシたちの平穏なヒロインレースを守るためよ」

　わたしの身近には、リタさん以外に思い当たる人はいませんでした。

　しかし、やはり海外からのファンという黒船の存在には、大きな警戒を持って当たるべきだとみな意見を一致させました。

「……やばいよねえ、海外の生き物は。ほら、ブラックバスとかブルーギルって一瞬で池の生態系変えちゃうらしいし」

「なによそのたとえ」

「え、結構芯を捉えたたとえだと思ったんだけど」

「適当なこと言ってるんじゃないわよ。ちゃんと考えなさい、ちゃんと」

「……なるほど、外来種ですか」

　わたしには、茶菓上先輩のたとえでひらめくことがありました。

「ほーら、ちゃんとしおりちゃんには伝わってるじゃん！　しおりちゃん、なにか思いついた？」

「外来種駆除の方法として、こんなやり方があると聞いたことがあります。不妊化した雌の個体を環境にばらまいて、外来種の雄にあてがうんです。そうすると、交尾した雄の種は次の世代に残らず、個体数を減らしていく──と」

「え、なんか急に難しい話をしだしたね……？」

「つまり、求愛行動を空振りさせるわけです。偽にせ物ものを用意することで。もっとも、今回の件といまのたとえだと雄雌が逆になりそうですが」

「なるほど」

　うなずいたのは巡川さんでした。

「旅行中だけっていう条件なら、それで誤魔化せるかもしれないわね。短期間だし、それから顔を合わすこともない」

「そうです」

「う、うん……なるほど、ほう……」

　茶菓上先輩は、まだよくわかっていない様子でした。

「つまり、先生の替え玉を用意するってことです」

「替え玉……？」

「はい。その人に先生を演じてもらって、リタさんと接触してもらいます。結果、好意を向けられるようなことになったとしても、それは本物の先生ではないのでセーフということです」

「ええ……よく急にそんなえぐいこと思いつくね」

「そうよね、しおりってわりと腹黒いわよね」

　二人が引き気味な様子でこちらを見てきて、わたしは慌てました。

「ちょ、ちょっと待ってください！　巡川さんはいま理解を示してくれていたじゃないですか！」

「……でも、ねえ？」

「うん。……ちょっと、ねえ？」

「わ、わたしたちの平穏なヒロインレースを守るためです！」

　思わず大声を出してしまったわたしを見て、茶菓上先輩がニヤリと笑います。それで、からかわれているとわかりました。途端に恥ずかしくなってきます。

「まあ、いいや……でも、それだと薬師くん役を演じる人が必要になるわけでしょ？　どうやって探すの？」

「それは……その……」

「アタシに当てがあるわ。大丈夫、その作戦で行きましょ」

　何でもないとばかりに、話を引き取る巡川さん。

「萌絵ちゃん、こないだその年になるまで男の人とつき合ったことないとか言ってたじゃん。なのに当てがあるの？」

「……う、うるさいわね。年は関係ないでしょ！」

「あ、わかりました！　劇団員だっていう弟さんですね！」

　わたしがぽんと手を叩たたくと、巡川さんは不機嫌そうにうなずきました。

「そうよ。取り引きってこと。劇団のチケットノルマをいくらか肩代わりしてやるから、こっちにも手を貸せってね」

「なーんだ、弟かあ」

「なんだったら、むつきに紹介してあげましょうか？　あの子、頭空っぽのちょろい女ってわりと好きだから」

「誰が頭空っぽのちょろい女だと言うのだ！」

　それからしばらく、茶菓上先輩と巡川さんはあーだこーだと言い争いをしていました。そんんな二人を見て、わたしは思わず微ほほ笑えみそうになるのを我慢しなければなりませんでした。なんというか、一人で考えていても答えが出ないことでも、みんなで協力すれば光明を見み出いだせるんだなあと思ったからです。仲間、というと少し違う気がしますが、本来ライバルであるはずの彼女たちと手を組むのも、ときにはアリなのかもしれません。
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「──ほう、希望進路は漫画家か」

　進路面談というやつは、いつでも憂鬱な気分になる。

　大学に行かないのか。就職しないのか。つぶしが利きかないぞ。将来のことなんだから、もっとよく考えろ……など。

　ノータイムで繰りだされるそういった言葉を、二年生の中頃から始まった進路面談のたび、何度聞かされたことか。

　いい加減うっとうしいから何とかならないかな、と父さんに相談したら、そっと俺の預金通帳を渡してきた。

「大概の人間は、これを見せれば納得する」

　どんな親だよと思った。でも、やってみる価値はあるかもしれない。

　俺は、目の前に鎮座する進路担当の女性教師をちらりと一いち瞥べつした。

「いや、希望進路っていうか、もうすでに漫画家として活動を──」

「──いいじゃないか、漫画家。先生はすごくいいと思うぞ」

　通帳を出そうと思っていた俺は、思いがけない言葉にピタリと身を止めた。

「……はい？」

「多くの人に夢を与えるすばらしい仕事だ。君は学力も壊滅的だしな。大学に進まないというのは賢い選択かもしれない」

　この人、正気か？　こんな教師見たことないぞ。

「あ、あの……冗談言ってます？」

「冗談？　生徒に対して冗談を言う教師がいると思うか」

「いや、普通止めるでしょ！　漫画家になりたいとかほざく生徒がいたら！」

「まあ、待て。確かに私は少し前まで、そんな浅せん狭きような考え方の教師だったかもしれない。だけど、聞くに漫画家というのはリスクの少ない仕事らしいじゃないか」

「……え、そうなんですか」

　初耳だった。漫画家なんて、ハイリスクハイリターンの権ごん化げみたいな気がするけど。

「なんだ、いけないぞ。自分のなりたい職業のことをよく調べていないなんて」

「はあ」

「ちょうどよく、ここに資料があるから」

　女性教師は、テーブルの上にドンと分厚い紙の束を置いた。

「持っていきなさい。幸運を祈る」

「……え、終わりですか？」

「うむ。君に関してはなんの心配もしていない」

　いや、こっちがあんたの将来を心配したくなるんだけど。そんなんじゃ進路担当とかやっていけないんじゃない？

　釈然としないまま、俺は「ありがとうございました～……」と頭を下げ、満面の笑顔を浮かべて手を振る女性教師のいる部屋から退室した。

「──先生！」

　出るや否いなや、聞き知った声が響く。

「あれ、都喜村さん。どうしたの？」

「いえ、先生にご相談したいことがあって、待っていたんです。今日は進路面談だとおっしゃっていたので……」

　そう言って、にこりとほほ笑む彼女を見て、ふいにきゅんとしてしまう。

　いやいや、落ち着け、俺！　元漫画家とそのアシスタントという関係から、彼女は尊敬の念をもって俺に接しているだけにすぎないのだ。勘違いしてはいけない。

「……そうか。ごめんね、待たせちゃって」

「いいえ、わたしが勝手に待っていただけですから」

　またにこりとほほ笑む都喜村さん。

　……天使のような彼女を前にして、ますます落ち着かない気分になる。

「……そ、それで、都喜村さん。用ってなに？」

「い、いえ、その……本当に大したことないんですけど……」

　都喜村さんは、途端にもじもじして、髪をくるくるといじり始めた。

　一瞬、告白か!?　っと身構えたが、同じようなシチュエーションで空振りして、勝手に精神的ダメージを受けた覚えがある。俺は学習する漫画家なのだ。

「漫画のための取材につき合っていただけないかなあと……」

　ほおらな、やっぱそうくるだろ！　俺が何度も引っかかると思ったら大間違いだからな！

「いいけど？　今日はフリーだし」

「あ、そうなんですね。いい日にお誘いできました！」

　今日は、本当にたまたま茶菓上の漫画のアシスタントをしない日だった。ちょうど空いている日をぴったりとあててくるなんて、都喜村さんはなかなか運がいい。

「でもさ、取材って言っても、学校帰りのいまからじゃ大したことできないんじゃない？」

「大したことをしたいわけじゃないんです。その……喫茶店に、デートの取材を……」

　頰を赤くしながら、目を逸そらす都喜村さん。

　ふーん、可か愛わいいじゃん。

　──などとイキる暇もなく、俺は全身からぶわりと汗が吹きだしてくるのを感じた。

「デ、デートお!?」

「ラブコメです！　いまわたし、ラブコメ漫画を描こうとしていてですね!?」

「あ、そのための取材ね!?　なるほど、ラブコメの取材と!?」

「そ、そそうです！　先生のようなラブコメのプロフェッショナルとご一緒すれば、色々な観点をアドバイスいただけるのではないかと！」

　早口で言ってから、都喜村さんは上目遣いでおずおずと俺を見つめた。

「ダ、ダメでしょうか……？」

「ダメじゃないよ、もちろん！　そ、そうかあ、確かに俺はプロのラブコマー！　ラブコメの取材に同伴させるのに、俺ほどの適任者はいないだろうからな！」

　あたふたしながら、俺は何かこの妙な空気を誤魔化せるものがないか、と必死に頭を回転させた。

　そして見つけた。

「そ、そういえば、都喜村さんって将来の選択肢に漫画家も入れてるんだっけ!?　いま新しい漫画を描こうとしているってことは、やっぱりそういうこと!?」

「え……はい、もちろんです。父には見聞を広めるため、大学には行きなさいと言われていますけど」

「じゃあ、この資料は君にあげよう」

　俺は先ほど進路面談に教師からもらった資料を、そっと都喜村さんの手に握らせた。

「あ、これは……」

「漫画家がどのような職業なのか、よくわかる資料らしい。なんかさっき進路面談のときにもらったんだけど、俺はそんな資料見るまでもないからさ」

「な、なるほど。ありがとうございます」

「なんか漫画家がリスクの少ない仕事とか書いてるらしい。多分、都合のいいデータを抜きだして作られてるんだと思うから、あんまり信用できないけど」

「わたしもそう思います」

「まあ、気休め程度に」

　いいながら、もう一度、都喜村さんの顔をちらっと一いち瞥べつする。

「……そしたら、とりあえず行こうか」

　思えば、女の子とどこかに行くなんて、初めての経験かもしれない。まあ萌絵さんとは取材名目でいろいろなところに行ったし、都喜村さんからすればそれと似たような感覚なんだろうけど。

　ドギマギしながら都喜村さんと廊下を歩いていると、奥の階段から茶菓上が猛烈なスピードで降りてくるのがわかった。

「──あ、薬師くん！　……と、なんでここにしおりちゃんが!?」

「いえ、いまから先生と喫茶店に行くところなので」

「き、喫茶店!?　どどどどういうこと!?」

　目を白黒させて、俺と都喜村さんの顔を見比べる茶菓上。

「どうもこうも、そのままの意味です。わ、わたしはこれから先生とデートに行くんですっ」

　そう言って──これは俺もめちゃくちゃびっくりしたのだが──都喜村さんはおずおずと腕を組んできた。

「な、なあ!?」

「さあ、先生、行きましょう。今日はフリーの日ですもんね？」

「──待てえい！　私が今日薬師くんをフリーにしたのは、薬師くんが進路面談だと知っていたから！　こんなに早く面談が終わると知っていたら、自由になどしなかった！」

　茶菓上は、空いている方の俺の腕に自分の腕を巻きつけてくる。

「さあ、行こう薬師くん！　今日も楽しいアシスタント作業が君を待ってる！　面談が早く終わったのは、私のおかげなんだよ！　その恩恵をしおりちゃんが受けるなんておかしい話なんだぜい！」

「な、何を言っているんです！　頼りにならない茶菓上先輩のために頑張ったのはわたしなんですよ!?」

「聞いて、薬師くん！　進路面談のあの先生、漫画家にやたら理解が深かったでしょ!?」

　腕をぐいぐいと引っ張りながら、必死の形相で言いつのってくる茶菓上。

「そういえば、そうだったな……」

「それ全部、私の手柄！　あの人に私が根気強く説明したからなんだよ！」

「え、そうなの」

「卑ひ怯きようですよ、茶菓上先輩！　そういうことならこっちだって！」

　珍しく熱くなりながら、先ほど俺が渡した資料を掲げて見せる都喜村さん。

「──げえ!?　なぜそれをしおりちゃんが!?」

「実は、これを作ったのはわたしなんですよ、先生！　進路面談で教師を説得するのを手伝ってほしいって頼まれまして！」

「そ、そうだったのか」

　よくわからんが、俺はこの二人のおかげで進路面談が早く済んだのか。まあ、どっちも俺のためにしてくれたってわけじゃないんだろうけど、巡り巡っておこぼれが回ってきたということらしい。ついてたな。

「ほら、茶菓上先輩、他に何か言いたいことはありますか？」

「ぐ、く……秘技、大岡裁き拳！　うおおおおお！」

　茶菓上は意味不明なことを叫びながら、俺たちのそばから飛びのいた。

「あ、先生から手を放しましたね！　自身の非を認めたということです！」

「違うね！　これは薬師くんを思ってのこと！　大岡裁きを知らないのかね、しおりちゃん!?」

　都喜村さんはハッと息を吞のみ、気まずそうに俺の顔を見つめた。

「両方から腕を引っ張られて痛がる薬師くんを思いやり、放した私こそこの戦いにおける真の勝者ということ！　わはは、思い知ったか！」

「劣勢になったから、それっぽいことを言って誤魔化そうとしているだけでしょう！」

　感情的になった都喜村さんは、俺の腕にぐいぐいと身体からだを押しつけてくる。

　むむ、こいつは……。実は都喜村さんって、結構着やせするタイプだったりするのか……？

「先生、約束しましたよね……？　今日はわたしにおつき合いいただけるって……」

　可か愛わいい後輩からすがるように言われ、思わず鼻の下が伸びそうになる。

　アシスタントが必要な茶菓上。

　新作のために取材が必要な都喜村さん。

　これが男としてモテているわけではないというのが悲しいところだけれども、俺はちょっとだけラブコメ主人公の気持ちがわかったような気がした。

「まあ、待てよ茶菓上。アシスタント作業なら、いますぐじゃなくてもいいだろ？　今晩つき合うからさ」

「な、なあ!?」

「だって約束しちゃったし」

「ほおら、先生もこうおっしゃってることですし。ではこれで失礼しますね、茶菓上先輩」

　都喜村さんはにこりと笑うと、俺の腕をぐいと引っ張って歩きだした。

「──あ、そうだ、薬師くん！　あのこと、しおりちゃんにはしゃべっちゃダメだよ？　恥ずかしい話なんだからさ！」

　背後から、茶菓上の慌てた声が追いかけてくる。

　……あのこと？　と一瞬、不可解に思ったものの、すぐに俺がナンパの練習なるものを茶菓上に頼んでいることを言っているのだと合点する。でも、別に恥ずかしい話じゃないよな。できないことを練習するなんて、むしろ胸を張っていいことではないか。

「……何のことです？」

　都喜村さんはピタリと止まり、後ろを振り返った。

「んー、別にー？　私と薬師くんだけの秘密の話。じゃあ、薬師くんあとでねえ」

　そう言うと、茶菓上は俺たちの方にひらひらと手を振ってきた。
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　茶菓上先輩の気配を感じなくなってから、わたしは先生に訊たずねました。

「あの、先生……茶菓上先輩との秘密って何ですか？」

「え？　ああ、秘密っていうのは大げさだよ。あいつと今度、海に行こうって話になっててさ」

「ううう海い!?」

　ガンと頭を殴られたように感じました。

　二人っきりで海とは！　まさか茶菓上先輩が、そこまでの攻撃を繰りだしているとは思いませんでした……。

「そう、海だ！　そこで俺は彼女を作るべく、浜辺にいるギャルたちに無差別ナンパテロをしかけるつもりでいる！」

「ナンパテロ……」

「うん。だけど、ナンパなんてやったことないからな。海に行く前に、ちょっとその練習につき合ってもらおうっていう話だよ。秘密なんて、大げさだろ？」

　朗らかに笑う先生の様子を見て、わたしは茶菓上先輩が先ほどあんな言い方をした意図を理解しました。

　茶菓上先輩はこの話を本当に秘密にしたかったわけではなく、これみよがしな言い方をしてわたしの興味を引き、先生の口からその事実を説明させたかったのでしょう。

　要するに自慢です。わたしが今日一日先生を自由にできたからといって、いい気になるなというメッセージも含まれているのかもしれません。

「……くっ、こういうときだけ悪知恵の回る……」

「なにか言った、都喜村さん？」

「いいえ、何も！」

　わたしはブンブンと頭を振りました。

　してやられた格好になりましたが、それも悪いことばかりではありません。話を聞く限り、茶菓上先輩もまだまだわたしたちの繰り広げるレースを決定的に支配できるほどの一手を打ってはいない、ということがわかったからです。お二人は海にデートに行くわけではなく、ナンパとその付き添いに行くだけなのですから。

「そういえばさ」

　そのとき、先生がまた口を開きました。

「はい、なんでしょう？」

「その……いつまで腕組んでるの、俺たち？」

　先生に言われ、わたしは改めて自分の状況を顧みる機会を得ました。

　大好きな人に身体からだを寄せ、あろうことかその方の腕を抱きかかえるようにして持っているのです。

「──ひゃわあ!?」
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　わたしは驚きで頭が真っ白になりながら、先生の腕を解放しました。次いで、顔にものすごい勢いで血が上ってくるのを感じます。

「ち、ちち違うんです！　……ああ、そう！　ヒロインの目線！　ヒロインの目線を取材したくってですね!?」

「ど、どういうこと？」

「腕を組んで歩いているとき、ヒロインの見える風景ってあるじゃないですか！　それを知りたかっただけで……その……」

　自分がめちゃくちゃな言い訳を口走っているとわかって、わたしは最後の方ほとんど消え入りそうな声になっていました。

「……ご、ごめんなさい」

　顔から火が出るかと思うほどの恥ずかしさで、自分がどうにかなりそうでした。

「どうして謝るわけ？　すごい着眼点じゃん！」

「……へ？」

　おずおずと顔を上げると、先生は瞳を輝かせていました。

「そうか、一人称視点だとそういう見せ方もできるんだなあ！　俺は二人を並んで描くことが多かったけど、それは第三者視点だからね！　ヒロインの見たままの風景を描写するってやり方だと、物語の流れをまた新しい切り口で表現できるかもしれない」

「は、はあ」

　先生は漫画のこととなると、いつでも真剣になります。以前巡川さんと話していたとき、彼女は先生のそれを「ゾーンに入った」状態と表現していました。

「たとえばだ」

　そう言うなり、先生はわたしの手を握りました。

「──っ!?」

「文章では、こういうとき『手を繫つないで歩いている』って表現するだろ？」

「は、はい」

　初めて握った先生の手は思っていたよりも大きく、わたしはドキドキしてしまいました。先生の手が特別大きいのでしょうか？　それとも、男性はみんなこれくらい大きいもの……？

「俺はさ、こういう情景を表現するとき、普通に手を繫つないで並んでるカップルを描くわけ。もしくは、握り合った手をアップで抜くとかさ」

「……」

「それってつまり、コマを抜いてるカメラをいくらでも動かせるってことなんだよな。とにかく伝えたいことは『手を握ってる』ってことだから、それを重視したカメラワークになるんだ。でも、ヒロインの一人称視点だとそうじゃない。ほら、こうやって……」

　言いながら先生は腕を下げ、肩をわたしの肩に当たるくらいまで寄せてきました。

　正直、先生の言葉なんてほとんど耳に入ってきていません。ただただ近くに先生がいて、わたしの手を握っているという事実で、頭の中がいっぱいになっていました。

「ヒロインの視界から、繫つながってる手を隠すことだってできる。そういう風に描写するのも、一つの表現方法だよね。ほら、身を寄せていても下で手は繫つながってるのか、読者の想像力にゆだねることだってできるわけじゃん。そうやってからシーンを進めた後で、あえて答え合わせのコマを見せても面白いかもしれない」

　そこで先生は言葉を止めました。

　わたしの反応を待っているようです。会話はキャッチボールだとよく言いますが、いまは明確にわたしが先生にボールを投げ返す番だとわかりました。

　しかし先ほども述べたように、わたしは先生にドキドキしてほとんど会話の内容がわかりません。

　いったいどうすれば……？

　興奮と焦あせりがないまぜになり、すでに頭が沸騰してしまっていたわたしは、すぐそこにある先生の顔を見つめたまま、真っ赤になることしかできませんでした。

「せ、先生……」

　先生も間近でわたしを見つめます。吐息すら聞こえてきそうな距離で、じっと見つめ合う先生とわたし……。

　ああ、本当に何が起こっているんでしょう？　いっそ、このまま時間が止まればいいのに。そんなことを考えていたとき──

「──どわああああああ!?」

　と、叫んだ先生がわたしの手を離し、猛烈な勢いで後ろへ飛び退すさりました。

「……ふえ？」

「ち、違うんだ、都喜村さん！　これは単なる漫画議論であって！　変な下心があって君の手を握ってたわけじゃないんだ！」

　急にあたふたして、油汗をぬぐう先生。

　どうやら、ゾーンから出てきてしまったようです。ほっとした半面、わたしは少し物足りなさも感じてしまいました。

　せっかく、先生との距離が縮まったような気がしたのに……。もっと手を繫つないでいられたら……。

「ま、漫画議論ですよね……？　わかります……」

　気づくと、わたしは大胆にも、もう一度先生の手を握っていました。

「──なあ!?」

「わたしも漫画の取材がしたいですから……勉強になります、先生」

　真っ赤になった顔を見られないようにと、顔を背け気味で視点を下げました。ですがちらりと一瞬だけ見えた先生の顔も真っ赤でした。

　ひょっとすると、先生はいまわたしのことを異性として見てくれているのかもしれません。

　わざわざ先生が海にナンパなんて、行く必要なんてないんです。好きでもない女の子を恋人にするくらいなら、わたしがいつだって先生の恋人になります。

　ひょっとするとひょっとするかも、とわたしはずっとドキドキしていましたが、それから先生はしばらくの間、何も言いませんでした。

　流石に諦めかけた、そのときです──。

「──都喜村さん！」

　意を決したように、先生が叫びました。
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　女の子の手ってこんなに柔らかいのかよ……。

　俺は内心、幸福感と焦燥感でいっぱいになりながら、どうにか冷静になろうと努めた。

　正直、隣を歩く都喜村さんはめっちゃ可か愛わいかった。

　しかし、俺は自分が彼女のことを可か愛わいいと思えば思うほど、自分の心がなんと汚れているのか！　と自己嫌けん悪おに陥ってしまうのだった。

　都喜村さんは漫画のことを考えているというのに！　自分の漫画をよりよくするため、ラブコメヒロインになりきり、視点の研究をしている。にもかかわらず、俺はどうだ？

　そんな彼女を可か愛わいいとか、手が柔らかいとか、シャンプーのいい匂いがするとか考えているだけじゃないか！　恥を知れ、恥を！

　俺は自分を諫いさめ、邪念を抱いてしまった罪滅ぼしに、少しでも彼女の役に立てるようにと、こんな話題を持ち掛けることにした。

「──都喜村さん！」

「ひゃ!?　ひゃい！」

　都喜村さんは、ぱっと顔を上げた。

　どこか期待に満ちたようなその顔を見て、俺はやはり彼女が真面目な勉強家だと悟った。ならばこの話題はうってつけだろう！

「次描く漫画の設定を教えてくれないか!?」

「……え？」

「描こうと思ってるラブコメの設定だよ！　プロのラブコマーとして、俺なら何かアドバイスができるかもしれない！」

　なんだか急に都喜村さんの瞳から光が消えた気がするけど、気のせいだろう。

「あ、漫画のお話ですか……」

「そうとも。いますべきはそれ以外にない」

　すると、しばらく彼女は押し黙っていた。

　なぜ？　と思ってのぞき込むと、彼女の顔がやや不機嫌そうに見えて、慌てる羽目になった。流石に描こうとしている作品のネタを聞くのはマズかったか……？　まだデビューしていないとはいえ、都喜村さんだって一応同業者だからな。盗作とか疑われているのかもしれない。

　そのとき、依然として繫つないでいる手に、一瞬ぎゅっと力が加えられたのに気づいた。

　やっぱ怒ってるじゃん！

「あ、えと、都喜村さん……ごめんね？」

「ごめん？　どういう意味です？」

「いや、盗作するつもりはないんだけどね……？」

　すると都喜村さんは一瞬きょとんとした顔になって、それからすぐにクスクスと笑いだした。

　……え、なんで笑うわけ？

「……ごめんなさい、先生が勘違いされてるみたいだったから」

　ひとしきり笑ってから、都喜村さんはにこりとほほ笑んでそう言った。

「勘違い？」

「いえ、わたしも勘違いしてたんですけどね。でも、もういいです」

　よくわからないけど、都喜村さんがいいって言ってくれてるならいいか。なんかさっきより空気が改善されてる気がするし。ここで変なこと言ったらまた藪やぶ蛇へびになるかもしれないもんな。

　そんなことを考えながら、俺は都喜村さんの言葉を待った。

「えっとですね……実は最近、古文の授業で素敵な和歌を習ったので、それを活いかしたラブコメを描けないかなって思ってるんです」

「古文」

　流石は文学少女。思いもよらぬところからネタを仕入れている。少なくとも、俺は授業中寝ているだけだ。

「仏教って、転生の存在を信じるじゃないですか。その和歌も、そういう仏教観ありきの詩だったんですけど」

「な、なるほど」

「現世で結ばれない男女が、来世では一緒になろうねって約束する詩なんです。そういう詩を引用しながら、ラブコメにつなげていけたらいいなって。主人公とヒロインは、前世で一緒になろうって約束した『運命の相手』同士なんです」

「『運命のあの子』タイプか。いいね、ラブコメの鉄板の一つだ」

「はい。主人公にはぼんやりですが、前世の記憶があるんです。だから、自分が前世で一緒になると約束したヒロインを見つけだそうとする。その最中、どうもその『運命の相手』らしきヒロインが、何人か登場するんです。彼女たちにも様々な思惑があるので、ときに邪魔されたり、ときにはぐらかされたりしつつ、本物の『運命の相手』を探すっていう設定なんですが」

「面白そうじゃん！　俺も以前、似たようなやつを異世界転生もので考えてたことあるよ！　でもそういう古文的なやつの方が、設定がしっとりしてていいかもしれない！」

　知識を漫画からしか得られないと、こうなるという見本だろう。やはり教養は偉大だ。

「じゃあさ、小物の設定っていうか、その本命のヒロインには何か本物の印みたいなものは持たす予定でいる？」

「どういうことですか？」

「読者が物語を理解しやすくするアイテムだよ。『運命のあの子』タイプのラブコメに、使われるテンプレートの一つっていうかな。約束した二人しか持っていないアイテムを持たせて、それを持ってるからこのキャラが本物だな、とか。もちろん、他のヒロインにも似て非なるものを持たせないと成立しなくなっちゃうけど」

「たとえば、鍵と錠とかですか」

「うん、そういう作品もあるよね」

「一応、前世の記憶がそういうものになればいいかなと思っています。でも、ちょっと漠然としすぎているでしょうか……？」

「前世からの因縁も絡からめた方が面白くなると思うから、ヒロインの何人かは転生者ってことにした方がいいんじゃない？　そしたら、前世の二人のことを知ってるやつもいるわけだから、言葉は悪いけど、記憶を騙かたったりするヒロインとかも出てくるかもしれない。そういうヒロイン対策として、確固たるアイテムがあるとわかりやすいはわかりやすいと思う」

「な、なるほど。あとでメモします！」

　こういうとき、都喜村さんはすぐメモするんだけどな、と思ったのもつかの間、彼女の片手は俺によってふさがれていることを思いだす。ちょうどそのとき、また彼女の手がぎゅっと強く握られたので、俺は不覚にもドキッとしてしまった。

「と、とりあえずさ！　アイテムの採用はともかくとして、ラブコメに『運命のあの子』を取り入れるのはすごくいいと思うよ。主人公とヒロインとの特別感を出せるし、関係性も明確になる。普通に始まったラブコメでも、途中で急に『実は主人公とこのヒロインは昔会ったことあります』みたいな設定をねじこんでくることがあるけど、それもそういう効果を狙ってのことだと思うし」

「『運命のあの子』効果ですね」

「そうそう。実は俺も昔、『増井さん』でも『運命のあの子』的なヒロインを登場させようかと思ったことがあってさ」

「そうなんですか！　……知りませんでした」

　都喜村さんは目を丸くしてから、少しすねるような表情をした。ずっとアシスタントをしていたのに、このことを話されるのが初めてだったからだろう。

「都喜村さんにアシスタントをしてもらうよりも前の話だよ。最初の半年くらい、俺は一人で描いてたじゃん？　一人って言っても、話は萌絵さんと考えてたけど」

　萌絵さんの名前を出した瞬間、都喜村さんはピクリと反応したけれども、俺はそれを特に気にすることなく続けた。

　例によってネタにつまった俺が、新ヒロインを登場させて話を繫つなごうとしていたときだ。強力なヒロインの一人として、昔将来を約束し合った『運命のあの子』タイプのヒロインを出そうか、と萌絵さんと議論になった。

　ちなみに俺が出したい派で、萌絵さんは出したくない派だった。

「それで、どうなったんですか？　……あ、そんなヒロインが登場していないことから、結果はわかりますね」

「うん。萌絵さんが萌もえ暴君っぷりを発揮して、一瞬でご破算になっちゃったんだよね。あの人曰いわく、『ヒロインレースのパワーバランスを崩す』ってことらしい」

「それくらい『運命のあの子』は強いヒロインなんですね……」

「やっぱり初志貫徹っていうのが、日本人には受けるんじゃないかな。幼いころとはいえ、一度はその子と将来を誓い合ったんだから、きちんと添い遂げるべきだって。ほら、現実はやれ不倫だとか浮うわ気きだとか、不実に溢あふれてるだろ？　創作の中でくらい、人間の美しい関係性を見たいんだと思う」

「それは……そうでしょうね」

「にしても、やっぱりある程度思いどおりにできる創作はいいよな。実は俺にも『運命のあの子』がいるんだよね～。でも、そんなの現実ではまったく効果を発しないじゃん。ラブコメ漫画みたいに、簡単にそんな子とひっつけるなら、いま俺はこんなに苦労してないってのに」

　それからしばらく、俺たちは無言で道を歩いた。

　俺としては相あい槌づち的なものを期待していたのだが、都喜村さんはすぐには何も言わず、しばらくしてからバッと俺の顔を見た。

「……え？」

「ん？」

「……先生、いま何ておっしゃいました……？」

「いや、俺にも『運命のあの子』がいるって話。小学校入りたてくらいだったかな？　旅行先ですごく仲良くなった子がいてさ。もう帰らないといけないってときに、離れ離れになるのがあんまり嫌だったもんだから、『僕はずっと君のこと好きだから、いつか結婚しよう』って約束したんだ」

「……」

「でも、やっぱり子どものときの話なんだろうな。その子とはそれっきりで、もう顔も名前も思いだせない。だいたい、大昔に会ったことがある人の顔なんて、漫画みたいに鮮明に覚えてるわけないし。世知辛いけど、現実ってそんなものだよね」

　話している俺ですら懐なつかしいな～くらいの感覚で、その子のことをいまも好きだとか、そういう気持ちはまったくない。当時、本当に好きだったのかすらわからないくらいだ。

　もう一度言う。

　現実ってそんなものだ。





※






　……なんということでしょうか。

　せっかく先んじて、先生の周りにポップしそうな新ヒロインフラグを折ろうとしていたというのに、まさか先生の口からフラグが飛びだしてしまうなんて！

　これは、わたしたちが先日の会合で挙げていた他の女性たちのそれとは比べ物にならないほど、強大な危機です。

　巡川さん曰いわく『ヒロインレースのパワーバランスを崩す』可能性のあるヒロインが、おそらくいまもこの世界のどこかに存在している、ということになるのですから。

「せ、先生。それってとても漫画のネタになりそうなお話じゃありませんか……？　ほら、実体験なわけですし」

　わたしは冷静を装よそおって、先生に話しかけました。

「ですから……そのお話、もう少し詳しく聞かせてほしいんですけど」







[image: 第二章　それぞれの戦い]
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「巡めぐり川かわさん、ちょっといいかな」

　写植作業をしていたときだった。編集長に声をかけられ、アタシは顔を上げた。

　各シマから少し離れたデスクの向こうで、編集長が手招きしている。

　眼鏡越しにこちらを見つめるその目は、明らかに遠慮気味な様子だった。どうも、アタシは周りの空気をピリッとさせてしまうところがあるらしい。一人で仕事をしたいタイプなので、普段はありがたくその状況を受け入れているけれども。

　作業を邪魔され、内心で舌打ちしながら立ち上がると、アタシは仕方なく編集長のもとへと向かった。

「……何でしょうか？」

「うん、こないだ報告してもらったネット漫画家さんの件なんだけどな。ほら、ちゃんと話し合いの時間が取れてなかっただろ」

　サメコのことか、と思った瞬間、写植作業のことがどうでもよくなる。現金な話になるけれど、アタシにとっていまもっとも力を入れるべき問題なのだから。

「サメコさんですね」

「そう、その人だ。ちょっと待ってくれ……っと」

　編集長は、デスクのパソコンを叩たたいた。サメコの情報を検索しているようだ。アタシの下調べでは、確かにサメコのやつはネットで有名といっていいレベルの漫画家だった。

　ＳＮＳのアカウントのフォロー数は十万を超え、プクシブに挙がっているどの漫画の閲覧数もすさまじい。本人が言っていたように、ＢＬ中心ではあるものの、他の題材で描かれた漫画も一定の閲覧数を誇っている。

「なるほど、こりゃすごい。ネットの数字だけなら三み輪わくんと遜色ないんじゃないか」

　三輪というのはネット上がりの漫画家で、いまコミックノアで始まった連載が、いい調子で伸びつつある期待のホープだ。第二第三の三輪を求め、いま編集部ではちょっとしたネット漫画漁あさりのブームがきている。

「問題はどれくらい手が早いかですね。ネットで自由にやっていたときに比べて、連載を持つとなると様々な制約があります。彼女が三輪先生のように適応できるかどうか……」

「人となりに問題がありそうか？」

「はい、わりと。常識知らずだなとは感じました。社会に出ていないから、という理由とは少し違ったずれ方をしている気がします。担当をつけるなら、そのあたりを教育、管理できる者が適任かなと」

　アタシの言葉を聞き、編集長は不可解そうな目をした。

「……君が担当するつもりじゃないのか？」

「いえ、できれば遠慮したいですね。アタシだと、取り逃がして終わりになりそうです」

「というと？」

「彼女とは上う手まくやっていけない自信があります。この反応から、どのような相手だったか察していただけるとありがたいです」

　基本的に、みな有力な漫画家の担当はしたがるものだ。ヒット作がそのまま出世につながる業界なので、当然といえば当然だけれど。

　そんな中、限りなく有力そうに見える漫画家を編集が担当したくないと言いだせば、その原因は推して知るべしというもの。

「そんなにか」

　難しい顔をしてあごをさする編集長。

　少し間をおいてから、彼はそばに立つアタシを目だけですっと見上げた。

「……誰が適任だと思う？」

　ひそひそと、密談するような声。実際、密談のようなものだけれど。編集長からすれば部下へ、アタシから見れば同僚へ、問題児を押しつけようとしているわけだから。

「誰とは言いませんが、ダメなものはダメときっぱり言える人がいいでしょうね。適切な距離を保って厳しく接することができて、それでときに人を痛めつけるようなことになっても、良心が傷まないような人間」

「だったら君、適任じゃないか？」

　うるさいわね。真顔で冗談を言うんじゃないわよ。

「まさか。アタシは作家に入れ込んじゃいますから」

「……うーん、そしたら──」

　編集長の目が、一つの方向でピタリと止まる。

「──彼女はどうだろう？」

　その声は、さらにひそやかになっていた。アタシも身をかがめ、編集長に調子を合わせる。

「……誰です？」

「……絶対、あとで本人に言うなよ。ほら、楽らく山やまさん」

　楽山か。

　アタシと同期で入った編集員。もっとわかりやすく言えば、むつきの担当である。

　むつきと話しているとき、あまりいい噂うわさを聞かない女だ。漫画家から見るととにかく厳しいらしく、特にむつきは楽山のことを「否定の擬人化」だの「深夜作業メイカー」だのと、ボロクソに言っていたことがある。

　思えばサメコは、見ようによっては天然娘と言えなくはない。同じ天然娘のむつきとの相性が最悪ということになれば、アタシたちにとっては最高の担当ともいえる。

　編集長は一つ咳せきばらいをして続ける。

「……ほら、彼女は芯が強いところがあるだろ。絶対に自分を曲げないというか」

　ものは言いようよね。

「……そうですねえ。彼女は適任かもしれませんねえ」

　アタシはニヤつきそうになるのを必死に抑え、デスクで黙々と作業を続ける楽山の姿を観察した。なんでもそつなくこなす楽山は、漫画編集として優秀な部類に入るだろう。周りに気を配れるし、上からの人望も厚い。ただ、それを本心からやっているのではなく、ロボットがこういうことをすれば人間が喜ぶ、とインプットされてやっているだけのような……どんな行動においても、そんな冷めた印象を受ける。

　──と、そのとき、その楽山が突然アタシたちの方にすっと目を向け、アタシと編集長は思わずビクリと身体からだを縮ませる羽目になった。

　こちらの会話は絶対に聞こえない距離。では、気配を悟られたのか。

「あ、楽山さん！　ちょうどよかった！」

　目が合ったのをさも幸運な出来事とばかりに──明らかに密談がバレたのを誤魔化そうとしていただけだったけれども──編集長が楽山を手招きした。

「……はい、なんでしょうか」

　楽山はアタシたちの近くにくるや、じろじろと半眼をアタシに向けてくる。

　編集長と他のシマの編集員が絡からんだ要件に、自分がなぜ呼ばれるのかわからない様子だった。

　いつもながらの眠そうな半眼。感情のわからない顔つき。こいつが表情を変えたところを、アタシはまだ見たことがない。

「実は一人、楽山さんに作家を担当してもらいたくてね」

「担当の変更ですか？」

「いや、ネットの漫画家さんが持ち込みに来てくれて。だから、新規扱いになる」

「……」

　楽山に無言で見つめられ、アタシは弁解するように言った。

「アタシが持ち込みを対応したの。で、編集長と誰が担当するかって話をしてて」

「どうして巡川さんがやらないんですか？」

　淡々とした口調。これもいつものことだ。本当にこの女は、感情をどこかに忘れてきたんじゃなかろうかと思う。

「アタシの手に負えない作家なのよ。多分ね」

「巡川さんの手の負えない……そうですか、わかりました」

　即答されて、少しむっとする。まるで自分の方が、アタシよりも仕事ができると言いたげではないか。

「よかった！　そしたら、巡川さんから引き継ぎを受けて、ご本人に連絡を入れてあげてほしい。じゃあそういう方向で頼んだよ」

　編集長は芝居がかった笑顔で話を切り上げた。波風が立たなくてほっとしている様子だ。

　アタシは楽山を連れて自分のデスクに戻ると、サメコに記入してもらった訪問シートを渡した。

「はい、これ」

「ありがとうございます。ちなみに、どんな漫画家ですか？」

　同期入社にもかかわらず、楽山はアタシに敬語で接する。さらに言えば、彼女は四年生の大学を出ているということもあって、短大出のアタシもよりも年上であるにもかかわらず、だ。多分、上下関係なく相手が誰であろうとこういう態度なのだろうと思う。

　とはいえ、敬われている気はまったくしない。言葉に、しおりのそれのような温かみがまったくないからだ。

「上う手まくやればエース級になれると思うわ。上う手まくやればね」

「もったいないですね。巡川さんも、せっかくもう一つヒット作を立ち上げられたかもしれないのに」

「ああ、皮肉で言ってるんじゃないのよ。本当に、かじ取りが難しそうなやつってだけ。がんばって」

「このあと、お食事でもどうです？　もう少しお話を聞いてみたいので」

　いきなり変なことを言われ、アタシはびっくりしてしまった。楽山から食事に誘われることなど、これまで一度もなかったからだ。

　……何が狙いなの、こいつ？

　アタシは人づきあいが嫌いで、入社して以来ずっと一いつ匹ぴき狼おおかみでとおっている。三年ほどかけて、そういう空気をつくるのに成功したと言うべきか。

　にもかかわらず、なぜいまさら……？

　どう答えていいかわからずにいると、ちょうどよく電話が震えた。

　こういう仕事なので、電話はしょっちゅうかかってくる。アタシはジェスチャーで楽山に謝ってから、通話の相手が誰かも確認せず、携帯のディスプレイをタップした。

「……もしもし、巡川です」

『あ、巡川さん！　大変なんです！』

　通話の相手はしおりだった。彼女の必死そうな声から、アタシはすぐに何か差し迫った事態を感じ取った。

「……どうしたの？」

『ああ、電話ではどうお伝えしたらいいのか……と、とにかく、会合です！　会合を開かないといけません！　緊急事態なんですよ！』

「わ、わかったわ。その口調だと、例の件がらみってことね？」

『そうなんです！　ああ、フラグが……「運命のあの子」が……』

　しおりには珍しく、言葉が支離滅裂だった。運命のあの子……？　何よそれ？

「とにかく、今日仕事が終わったら向かうわ。むつきにも連絡しといてくれる？」

『わ、わかりました……』

　何てこと……まさか遂行中の計画に、何か支障でも起きたのかしら？

　通話を切り、頭を押さえて振り返った──と、そこにまだ楽山がいるのに気づいて、ぎょっとしてしまう。

「ひいっ……!?」

「残念です。予定が入ったようですね」

「………え……ああ、聞いてた？　そ、そうなのよ、ごめんね……」

　心臓が早鐘を打っていた。びっくりさせるんじゃないわよ、もう……。

「では、またお誘いします」

　そう言うと、眠そうな半眼をついっと動かして、楽山は自分のシマへと帰っていった。





２






　アタシがしおりの家に到着したとき、すでにむつきはやってきていた。

　二人の間には険悪な雰囲気が漂っている。しおりが言っていた緊急事態とやらが、何か関係しているのだろうか。

「いらっしゃい、萌も絵えちゃん」

「ここは茶さ菓か上がみ先輩の家じゃありませんよね」

　しおりが言い、二人は睨にらみ合あう。

「ちょ、ちょっとどうしたの？」

「よく聞いてくれたね、萌絵ちゃん！　今日、しおりちゃんが抜け駆けしたんだよ！　せっかくみんなで危機を乗り越えようと団結してるってときに！」

「抜け駆けとはなんですか！　だいたい、それだったら茶菓上先輩だって抜け駆けしているじゃないですか！　なんですか、海って！」

「あれは前の会合よりも前に決まったことだから、仕方ないことなんだよ！　それに薬やく師しくんが私と一緒に海に行きたいって言いだしたんだから、別にいいでしょ!?」

「またそんな噓うそを！　先生が海に行くのに便乗して、自分もついていくって言っただけでしょう！」

「何を！」

「何ですか！」

　火花を散らす二人の間に、アタシは慌てて入った。

「ちょっと落ち着きなさい、二人とも！　二人でわめいていても時間の無駄だわ。何があったのか説明しなさい」

　ぶすっとむくれた顔で、二人はそれぞれの立場から今日何があったのか説明した。要約すると、錬れん太た郎ろうの気を引こうとしてどちらも気を揉もんでいると。

「別にむつきもしおりも責められる謂いわれはないんじゃない？」

　二人が順調に手札を切っていると知って内心では焦あせったものの、アタシは余裕のある女を演じて見せた。こうして器の大きさでマウントを取っていれば、彼女たちにも焦あせりが生じるだろう。その焦あせりが致命的な失敗につながってくれるかもしれない。

「だって、アタシたちの条約は錬太郎にこっちから好きって伝えるのを禁止してるだけでしょ？　それ以外のいかなる方法も、禁じ手にはしていないはずよ」

「む……」

　むつきは腕を組み、考え込むように指をトントンと動かした。

　話を聞く限り、二人の衝突を紐ひも解といてみれば、むつきがしおりのやり方に難癖をつけたところから始まった。どちらも悪くないとなれば、今回の一件の責任はむつきの方にあることになる。

　ただ、それを素直に認められるほど彼女はまだ大人ではないだろう。誰かが仲裁してやらないと、延々と意地を張っていそうだ。

「この件は終わりよ。もしかして、しおり。あなたが言ってた緊急事態っていうのは、このことなの？」

「え、あ、違うんですけど……」

　しおりはおろおろしてアタシとむつきの顔を見比べた。それから、ぺこりと頭を下げた。

「茶菓上先輩、ごめんなさい。わたしのやったことは確かによくなかったかもしれません」

「……ううん、私の方が謝らないと。ごめんね、しおりちゃん」

　あーあ、こいつらが百ゆ合りの波動にでも目覚めて、手と手を取り合ってどこか別次元の花園にでも行ってくれないかしら？

　ぎくしゃくとほほ笑み合う二人を見て、アタシは自分が性根まで腐りきった腐女子であることを再確認した。

「ま、アタシはあなたたちに仲直りしろとまで言ってないけどね。とにかく、しおり。今日の要件は何？　三人で共有すべきことなんでしょ？」

「あ、はい！　それが大変なんです！」

　しおりはいま思いだしたとばかりに、目を白黒させた。

「先生に『運命のあの子』がいたんですよ！」

「『運命のあの子』……？」

「ラブコメの勝ちフラグ！　主人公と昔、将来を約束し合ったヒロインのことです！」

　必死そうなしおりの言葉を聞き、アタシとむつきは顔を見合わせた。

「……大丈夫、しおりちゃん？　ひょっとして、また変な恋愛漫画読んだ？」

「……あのね、しおり。あなたがラブコメ漫画を描きたいっていうのは知ってるけど……」

「創作の話じゃありません！　リアルです！　先生は昔とある女性と、将来を誓い合ったことがあるということです！」

　しおりは顔を真っ赤にして、ぶんぶんと手を振り回した。噓うそを疑われるのは心外だと言わんばかりに……え、じゃあ本当に？

　アタシとむつきはまた顔を見合わせ、お互いにさっと顔面蒼そう白はくになった。

「な、なんですって……？」

「あの漫画バカ……リアルでもそんな漫画っぽいことやってたの……？」

「これって、そのヒロインが登場するフラグなんじゃないですか!?　そんなフラグは、絶対にへし折らないといけません！　わたしたちのヒロインレースを守るために！」

　いつになく熱くなっているしおり。

　まあ、気持ちはわかる。

「運命のあの子」と言えば、以前に錬太郎が自分の『増ます井いさん増殖中！』にそのタイプのヒロインを登場させようとしたことがあった。アタシが反対してうやむやにしたけれども、そんなヒロインが登場していては、その後のストーリーが消化試合のようになっていたことだろう。

「やばいじゃん！　私は昔、薬師くんに会ってないし！　私が『運命のあの子』じゃないのは確定的だよ！」

　ちょっと……というか、かなりずれたことを言って、頭を抱えるむつき。

「……情報は？　錬太郎はその子とどこで会って、どういうシチュエーションで将来の約束をしたの？」

「は、はい。ちゃんと先生に聞いておきました」

　しおりはノートを取りだして開く。

「だいたい、先生が小学生の一年生か二年生くらいのときだったらしいです。ご家族で沖縄旅行に行って離島めぐりをしていたそうなんですが、とある島の民宿に宿泊していたとき、その民宿の手伝いに来ていた女の子が、島の案内をしてくれたそうなんですね」

「その子が、錬太郎の『運命の子』？」

「そうです」

「南国幼女だね──むむ、褐色元気娘と見た！」

　この際、むつきの考察はどうでもいい。アタシは仕草でしおりに先を促した。

「先生よりちょっと年上だったらしいんですけど、とにかく息が合ったらしくて。気づいたとき、先生はずっとその子のことを目で追っていたそうです。民宿に帰ってからもずっと彼女と遊んでいて、本当はその翌々日に別の島に行く予定だったらしいんですが、先生がその島から離れたくないと駄々をこねたせいで、予定していたその先の離島めぐりを急きゆう遽きよ取りやめることになるほどだったとか」

「子どもの我がままで予定を変更するって、よっぽどのことね。まあ錬太郎のご両親も、あいつには甘いところがあるから、仕方なくって感じだったんでしょうけど」

「まさに先生がそうおっしゃってました。いまから考えると、ご両親には迷惑をかけてしまったって。でもそのときは、それくらいその子に夢中になっていたということらしいです」

「……なるほど。その子と錬太郎は、まだ連絡を取り合ってるわけ？」

「いいえ、それっきりだということらしいです。いまでは、彼女の名前も顔も覚えていないとかおっしゃっていました。あと、本当に好きだったのかどうかも……。ただの子どもの頃の話だって」

　しおりは複雑そうな顔でそう言った。

「でもそれって、あんまり薬師くんらしくないよね。薬師くんってゾーンに入ると、ほんと周りのことがまったくと言っていいほど見えなくなるじゃん。なのに、それくらい熱中した相手のことをそれっきりにしておくなんて」

「いえ、実はちょうどそのころ、先生はもう一つ運命的な出会いを果たすんです。その出会いで、どうも彼女への熱意が上書きされてしまったとか……」

「ええ、まだ他に『運命のあの子』がいるの!?」

「違います」

　しおりは真剣な表情になって続ける。

「──漫画です」

「……あ」

　むつきは納得したような顔になって、ちらりとアタシの方を見た。どう反応していいかわからず、とりあえず肩をすくめて返す。

「漫画に魅せられてしまった先生は、それからひたすら漫画の世界に没頭していくようになります。その『運命のあの子』すら脇に置いて。なので、わたしたちは漫画によって救われたとも言えます」

「でもそれってさ。見ようによってはクズじゃない？　相手は本気なのかもしれないのにさ」

「じゃあむつきは、そんなクズの錬太郎から手を引いたら？」

「そ、それとこれとは話が別だから！」

　むつきは慌てて先の言葉を誤魔化した。

「先生が漫画に人生をかけているのは承知しています。しかし離島で出会ったその少女は、先生が人生の中で漫画以外に熱中させられた唯一の存在ということになるわけです。わたしたちの誰も成し遂げていない快挙を、わたしたちが先生と出会う前に成し遂げた人……警戒してしかるべきです」

　──警戒。

　なるほど。

　しおりは、その見知らぬ少女を警戒対象として認識するってわけ。

　アタシは違った。話を聞けば聞くほど、興味が搔かき立たてられる。

「……むつきもそう思う？」

「そりゃ、もちろんそうでしょ！　まあ、私はポジティブシンキングができる女だから。薬師くんがちゃんと女の子を好きになれるってことが知れたから、よかった面もあるけどね」

　やはり、むつきは常に物の見方が独特だ。しかしそれでもしおりと大差ない。

　が、やはりアタシは違った。

「……アタシも右に同じよ。その子について、最大限警戒しましょう。しおり、他に錬太郎が話してたことはない？」

「あ、はい。実は先生はその子と、とあるものを誓いの証あかしとして、ペアでそれぞれ所有しているそうなんです。それは──」

　しおりの言葉を聞き、アタシの方針は完全に定まった。
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　一学期の終業式前の週末、俺は浮かれ気分で茶菓上から指定された待ち合わせ場所へと向かった。

　なんといっても、もうすぐ夏休み。面倒な授業はないし、クラスに会いたい友だちもいないしで、メリットしかないわけである。さらにこの夏の間に恋人をつくって萌もえ暴君の条件をクリアしてしまえば、二学期が始まるころには新たな連載をスタートできるかもしれない。

　まったく、夢が膨らむぜ！

　そのとき、視線の先にいる茶菓上が、俺の方に向かって手を振っているのを見つけた。

「やっほー、薬師くん！」

　──待たせたな、茶菓上！

　意気揚々と大声を上げようとしたけれども、周りに人が多くてやめておいた。俺など、所詮はか弱い文科系男子にすぎないので、あまり公衆の面前でイキった態度をとることができないのが悲しいところ。

「……お待たせ」

「どうしたの？　元気ないじゃーん」

「人混みが苦手なんだよ。ていうか、なんでこんなところに呼びだされたわけ？　メールじゃ何も教えてくれなかったけどさ」

「まあまあ、そんなに焦あせんないでよ。今日は私が薬師くんをエスコートしてやるぜ！」

　そう言って、突然茶菓上が俺の腕に自分の腕を絡からめてきたので、血圧が一気に上昇するのを感じた。

　なんかやわっこいものが腕に当たってるし！

　こいつ、ほんとに何かと距離が近いんだよな。そういえば、以前はパンチラの写真撮れとか言われたこともあったな。まあ、異性として見られてないからなんだろうけどさ……。

　と、ドギマギしながら、俺はパンツ、と考えて大事なものを忘れていることに気がついた。

「──ああ、しまったああ！」

「どうしたの？」

「俺、学校で使ってるやつしか海パン持ってない！　海に行くまでにポチらなきゃ！　アマズンでポチらなきゃ！」

「……その必要はない」

　なぜかドヤ顔を浮かべる茶菓上が、静かに言った。

「な、なぜ……？」

「今日は水着を買いにきたから！　薬師くんも買えばいいよ」

　……あー、今日ってそういう。

「なーんだ、安心した。そっか、茶菓上も水着持ってないのか。ま、お互い陰キャだもんな」

「し、失礼なあ！　一緒にしないで！　水着くらい持っとるわい！」

　噓うそだと思った。

　見み栄えを張りやがって。高校生漫画家がプライベート水着を持ってる方がおかしいんだ。

「でも、ほら？　私って成長期じゃん？」

「『じゃん？』とか言われても、いま初めて開示された情報なんだけど」

「胸がきついんだよねえ。はー、ナイスバディ因子に恵まれた者は困りますわ」

　噓うそだと思った。

　けれども男の悲しい性か、俺は自分の腕に神経を集中してしまっていた。そこには、先ほどから押しつけられる茶菓上のやわっこいものがあるのである。

「噓うそだと思ってるでしょ？　言っとくけど私のお母さん、マジでプロポーションすごいからね。となれば、その娘である私も──ああ!?」

「な、なんだよ。耳元でいきなり大声出して！」

「い、いまのなしにして！　お母さんの話は聞かなかったことに！」

　茶菓上は必死の形相で言いつのってくる。ぐいぐいと迫られ、余計にやわっこくなった。

「お、落ち着けって、茶菓上！」

「お母さんは別に可か愛わいくないよ!?　ほら、薬師くんには役不足っていうか！」

「その役不足って、誤用の方の意味？　それによってこっちの対応も変わってくるんだけど」

「わけわかんないこと言ってないでさ！　とにかく、人のお母さんにちょっかい出すのはやめてよね！」

　わけわかんないこと言ってるのは君だよ。なんで自分のお母さんの情報で、そこまで必死になってんだ。

　……でもまあ、茶菓上だからなあ。天然猛たけ々だけしいにもほどがあるぜ、まったく。

　俺は茶菓上に引きずられるようにして、百貨店の入ったビルに連れてこられた。エスカレーターで三階まで上がると、セクシーな女性用水着を装着されたマネキンが目に入る。

「やっぱビキニがいいよね」

　茶菓上はふんすと鼻息を荒くして、水着売り場へと突撃していく。

「ちょ、ちょっと待った！　俺って女性用水着の売り場にいてもいいわけ？」

「え、ダメなの？」

　だからそれを聞いてるんだってば。

　茶菓上はきょろきょろと周りを見回し、店員さんを見つけて声をかけた。

「すみませーん」

「はい、なんでしょう？」

「男の人ってここにいてもいいんですか？」

「はあ？」

　そりゃそうなるよね！　この天然娘、いい加減にしろよ！

　しかし茶菓上は止まらない。

「ほら、ここって女性専用車両的な扱いなんですか？　男性がいたら白い目で見られるとか」

「いえ、別にそういったことはありませんが……カップルで買いに来られる方もいますので」

「カップル」

　店員さんの言葉をオウム返しに呟つぶやいてから、茶菓上は丸い目をして俺を見つめてくる。

　俺と目が合うと、ぼんっと音が鳴りそうな勢いで頰を真っ赤に染めた。なんだろう、こいつといると、俺まで恥ずかしくなってくるんだけど……。

「そ、それってどういう意味です？」

「いえ、彼氏さんに水着を選んでもらう方もいらっしゃいますので」

「も、もういいです！　ありがとうございました！」

　俺は慌てて彼女らの会話を打ち切った。茶菓上に任せていると、きっと話題がまたおかしな方向に移っていきそうだったからだ。

「わ、私たちってカップルに見えたのかなあ……？」

「見られたくなきゃこの腕組みを外せってば」

「あれ～、薬師くん、ひょっとして照れてるの？」

　顔を真っ赤にしたやつが何を言っとるんじゃ！

　俺はバツが悪くなって、茶菓上からすっと目を逸そらした。

「まあ、私の彼氏でいる限り、この場所にいてもいいってことだね。こんな場所、一人では来られないんだから満喫していきなよ」

「た、確かにこの場所は、彼女と水着を買いに来るシチュの参考資料になるな……」

「そうそう。だから今日一日、薬師くんを私の彼氏にしてあげるから」

　マジかよ！

　もちろん茶菓上は本気じゃないんだろうけど、なんか昂たかぶる。

「なあ、こういうのって試着とかしてもいいわけ？」

「下着の上からならいいっぽいよ。水着って基本、返却不可らしいからサイズ合わせないとダメでしょ」

「ぽいとか、らしいとか、水着持ってるって設定はもういいわけ？」

「うるせー！」

　茶菓上は近くに置かれていた水着のハンガーを手に取り、身体からだの前にさっと合わせた。

「ほら薬師くん。これ、どう思う？」

「いいんじゃない？」

「こっちの方がいいかも！」

「いいんじゃない？」

　俺の生返事を聞き、茶菓上は不平っぽく口を尖とがらせた。

「薬師くんって、アレでしょ？　お母さんに晩御飯何食べたいって訊きかれて、何でもいいって答えるタイプでしょ？」

「俺は母さんの自由を尊重したいから」

「無制限の自由はむしろ人間を縛ると知らないのか！　もっと勉強しなさい！」

「茶菓上にだけは言われたくない！」

　期末テストの成績だってどっこいどっこいだったし！

「じゃあこうしようよ。私に似合うな～って水着を、薬師くんが選んで」

「え」

「まさかハイセンスを自称する天才漫画家先生が、水着の一つも選べないってことないですよねえ」

　茶菓上は「プークスクス」と、漫画のオトマトペでしか見ないような台詞せりふを口にしている。

　挑発しているつもりか？　そんな安い煽あおりに俺が乗ると思ったら大間違いだ。

　──でもめっちゃ腹立つ！　挑発に乗るわけではない……が、ここはわからせを執行する！

　俺はかつて『増井さん』の中で、密ひそかに茶菓上をモデルにしたキャラを登場させたことがある。増井ピピロンチーノという宇宙人の天然娘だ。いわゆる水着回の中で、そのキャラに水着を着せたこともあるし、イメージはバッチリある。

　宇宙的な印象（ボディスーツとかああいうの）にしたかったので、ビキニなどのセパレートタイプではなく、競泳水着に近いワンピースタイプの水着を選んだ。

　色は白と青。ピピの髪色が赤系統だったので、トリコロールカラーになってバランスがよかったのだ。

　俺は茶菓上を連れて水着売り場を徘はい徊かいし、イメージに似た水着を探した。

「──これだ！　この水着こそ茶菓上にふさわしい！」

「やだ、ビキニがいい」

　即答だった。

「は……？」

「ビキニがいい。フリフリのフリルがついたやつ」

　いや君、俺に選べっていいましたやん……？

「だったらせめて最初から、ビキニの中から選ぶように言うとかさ……」

「私は薬師くんの自由を尊重したかったから」

「結果、踏みにじられたじゃないか！」

　茶菓上はクスクス笑っている。

「買い物って楽しいね～」

　こっちはちっとも楽しくない。とはいえこういうことが、日ごろから連載に追われている茶菓上のストレス解消になってるならいいか。これも有能アシスタントの務めというやつだ。

　結果、俺は茶菓上と一緒に三つほどビキニタイプの水着を選んだ。

「試着してから、どの水着を買うか決めようかな。ねえ、賭けしない？」

「賭け？」

「私が買う水着を当てられたら、一つだけ何でも言うことを聞いてあげます。でも外れたら、私の言うことを聞いてもらう。どう？」

「三分の一か……よし、いいぜ！」

　俺は軽い気持ちで茶菓上の提案を了承した。

「決まりね。結果は海で発表するから」

「そんなに先延ばしにするわけ？」

「当日までに、正解だと思う水着を着た私の絵を描いてきて。それがぴったりだったら薬師くんの勝ち」

「絵を描くとなると、確かに今日発表じゃ間に合わないな……面白い、乗ってやる！」

「決まりだね。じゃあ悪いけど、ちょっと売り場の外で待っといてもらってもいい？」

「わかった」

　そうして待ち時間の間、俺は頭の中で何度も茶菓上と三つの水着を組み合わせて、彼女がどれを選びそうかシミュレートしてみた。しかし布面積の少ない同級生の身体からだをずっと想像していると、悲しい男の性か、ちょっと悶もん々もんとしてしまうのだった。
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　その日、休日ということもあって、わたしは巡川さんに誘われて、とある劇団の演劇を見に行きました。そう、彼女の弟さんが所属しているという劇団です。

　わたしはこういう本格的な演劇を見るのが初めてだったので、劇団員の方の迫力ある演技に圧倒されっぱなしで、気づくと夢中になって彼ら彼女らの紡つむぐ物語を追っていました。

　演劇が閉幕すると、わたしは周りの観客さんと一緒になって拍手を送りましたが、隣の巡川さんに手を押さえられてびっくりしてしまいました。

「な、なんですか？」

「……そういう義理の拍手なんて必要ないの。こっちは金を払っているんだから、それ以上の価値があったと思ったときだけ拍手してやればいいのよ」

「ええ……？」

「要するに、甘やかすなってこと。だいたいあいつらだって、こんなつまらない演劇を本気でやっているわけないんだから」

「わ、わたしは結構面白いと思いましたけど」

「見慣れないものを見たからそう思うだけよ。何よこの物語？　そうだ、しおり。今度の演劇はあなたが脚本書いてあげたら？　そっちの方がよっぽどマシな作品になると思うわ」

　巡川さんは終始辛辣でした。身内の所属している劇団ということですので、照れ隠しの一環かとも思いましたが、どうもそうではないようです。

　その後、わたしたちは演劇の上演されたホールを出て、近くの喫茶店に入りました。弟さんと待ち合わせをしているそうなので、ここで時間をつぶそうというのでしょう。

「ねえ、しおり。ちょっと話は変わるけど、今度アタシ、夏季休暇取って沖縄に行ってこようと思うの」

　注文した飲み物が届いてから、巡川さんがそう切りだしました。

「沖縄……と、いうことはまさか」

「ええ。あなたも言ったわよね。厄介なフラグはへし折っておかないと」

「そんな、わざわざわたしたちのために悪いですよ……」

「もちろん、それだけのために行くんじゃないわ。休暇も兼ねてよ。友だちも誘うつもり」

「そ、そうですか。できれば、わたしもご協力したいんですけど……」

「あなたはやることがあるでしょ？　海外からくる黒船を追い返さなきゃ。今日だって、そのためにあのバカに会いにきたんだし」

　替え玉作戦。無関係な弟さんをこの件に巻き込めば、わたしたちの作戦はもう後戻りできないところまで行ってしまいます。

　わたしがゴクリと喉を鳴らすのを見て、巡川さんは肩をすくめました。

「そんな深刻そうな顔しなくていいわよ。今日のことも『運命のあの子』のことも、アタシに任せておけばいいわ」

「巡川さんは大人ですね。決断力も行動力もあって、羨ましいです……」

「あなたはちょっと真剣すぎるわ。任せろとは言ったけど、アタシは別に起こったことの責任を負う気なんてさらさらないんだから。世の中、適当なことを言って、その帳尻合わせのために行動するくらいでちょうどいいのよ」

「べ、勉強になります」

　そんなことを言っていると、お店の入り口に一人の若い男性が現れて、巡川さんがさっと手を挙げました。

「あ、来た。テル、こっちよ」

「──おお、姉ちゃん！」

　テル、と呼ばれた男性は、巡川さんを見て嬉うれしそうに笑いました。

　先ほどの演劇でも見た方です。主役でこそありませんでしたが、そのライバルとしての重要な役を演じていました。

　事前に教えてもらった情報によると、お名前は巡川輝てる樹きさん。大学の二回生。

「なあ、今日のやつはよかっただろ!?　かなりの自信作だぜ！」

「そう思うなら、あなたに物語を作る才能はないわ」

「ええ、つまんなかった？　脚本見たとき、痺しびれたけどな……」

「あんなプロットを漫画家が提出してきたら、アタシは即シュレッダーにかけて三日は連絡しないけれど」

「はは、相変わらず厳しいな、姉ちゃんは……」

　目に見えて、弟さんは勢いをなくしていきます。

「そこで誤魔化し笑いするようだからダメなのよ。ま、あなたにとって演劇なんてその程度のものなんでしょうけど」

　巡川さんは空いている席を指で差しました。「座れ」とでも言いたげです。

　こういう表現は失礼でしょうが、弟さんはしつけられた子犬のような態度で席につきました。

　巡川さんはぞんざいな態度で彼の方をあごでしゃくってから、

「しおり、こいつが話していた弟よ。テルって呼べばいいわ」

「テ、テルさん……ですね？」

「テル、この子が言っていた子よ。都と喜き村むらさんと呼びなさい」

「ええ!?　なんでオレは名字で呼ばないといけないわけ!?　下の名前は!?」

「いいから、都喜村さんと呼びなさい」

「……はい」

　巡川さんに睨にらまれ、すぐに椅子の中で小さくなるテルさん。

　なんだか、早くもこの二人の間にある力関係がわかってきた気がします。

「それで姉ちゃん……この子が何なわけ？」

　伺いを立てるかのように、おずおずと訊たずねるテルさん。

「アタシの仕事仲間っていえばいいかしら？　担当している漫画家のアシスタントをしてくれてるわ」

「へえ、その年でアシスタントかあ。高校生って言ってなかった？　すごいな……」

「どこかの誰かみたいに、物事を適当にやってないからね。責任感が違うのよ」

　あてこするように言われ、テルさんはバツの悪そうな顔をしました。

　しかし、巡川さんは先ほど「自分は無責任だ」と宣言したばかりです。これが言動に責任を持たないということの見本なのでしょうか。

「学生はもうすぐ夏休みじゃない？」

　と、巡川さん。

「そ、そうだな」

「その休みを利用して、海外からしおりの友だちが来るの。で、ミーハー気分丸だしで、この子がアシスタントをしている先生に会いたいとか言ってるわけ。名前は薬やく師し寺じ先生。でも、薬師寺先生も薬師寺先生で忙しいでしょ？　そんなわけもわからない相手と会う道理なんてないの。とはいえ、優しいしおりは友だちに先生を会わせてあげたい。そこで誰も傷つかない素敵な案として、あなたに白羽の矢が立ったってわけよ、テル」

　巡川さんは、ところどころ詳細を隠しながら、そう説明しました。あまりにも堂々としていて、その中にちょっとした噓うそがあるなどとは思わないでしょう。こういう大胆な態度は、本当に見習わないといけません……。

「オレに白羽の矢？　どういうこと？」

「あなた、その日一日、薬師寺先生になり切りなさい」

「……はあ？」

「つまり、あなたが薬師寺先生としてしおりの友だちと会うってことよ」

　テルさんはぽかんと口を開けたまま、しばらく固まっていました。しかし──

「──いや、無理無理！　無理だって！　なんだよそれ!?」

「無理じゃないわ。相手は薬師寺先生に会うのが初めてなのよ？　だったら本人が会おうが、あなたが会おうがわかるはずがないじゃない」

「いや、オレはその何とか先生の漫画を描いてないんだ！　突っ込まれたらバレるだろ！」

「知識をつければいいでしょ？　コミックス全十四巻を渡すわ」

「無茶苦茶だ、そんなもん！　そんなことで誤魔化せるわけないだろ！」

「あなた、何のために演劇をやってるの？」

「少なくとも、他人に成りすますためじゃねえよ！」

　これが普通の反応だと思います。しかし、巡川さんはそれをあたかも心外と言わんばかりの表情で、「ちっ」と舌打ちしました。

「……じゃあもう、アタシもあなたに協力しない。たいして興味もない演劇のチケットを買い込んで、知り合いに押しつけるのも心苦しくなっていたところだもの。ちょうどよかったわ」

「ま、待ってくれ、姉ちゃん！　それは……」

「用は済んだし、帰りましょ、しおり。じゃあね、テル」

「──待ったあ！　やります、やらせてください！」

　テルさんは、立ち上がった巡川さんの腕を摑つかみ、やんわりと座るよう促しました。

「あら、そう？　やる気になってくれたらありがたいわ。こんなこと、わざわざ他の人に当頼むのも気が引けるしね」

「そ、そうそう、オレと姉ちゃんの仲だろ？　ドンと任せてくれよ……」

「そういえばテル、まだ何も注文してないでしょ？　何か頼んだら？」

「あ、うん……」

　急ににこやかな笑顔を浮かべて席につく巡川さんを前にして、テルさんは完全に歯向かう気力を失ってしまったようでした。

　ほとんど力ずくだったとはいえ、一応、これで作戦を実行に移すことができます。

「……で、薬師寺先生ってのは、どんな人なわけ？」

「年はあなたよりも二つ下、性格はお調子者かつ自信家、一人称は俺。ここにアタシが作った彼の資料があるから、目を通しなさい」

　巡川さんはバッグの中から数枚の紙を取りだし、テルさんの前にすっと置きます。

　テルさんがそれに目を通してから、わたしと巡川さんは、テルさんに先生役をするためのコツを色々と話しました。もっと詳しい性格、口調、興味のある出来事から、いま置かれた状況まで。

　すぐに先生らしさを習得できるわけがないので、巡川さんが期日まで定期的にレッスンに行くというと、どういうわけかテルさんは嬉うれしそうな顔をしたのが印象的でした。ぞんざいに扱われているように見えて、なんだかんだテルさんには自身のお姉さんに対する信頼感があるのかもしれません。

「オッケー、オッケー。そういうことなら、まあ、任せといてくれよ！」

「一応言っておくけどね、手を出すのはナシよ」

「手を出す？　オレが会うっていうその子に？」

「そうよ。長期のつき合いに繫つながるようなことは絶対にダメ。連絡先の交換も、当然ＮＧ。何か頼まれても、適当なことを言って躱かわしなさい」

「いちいち、そんなこと言われなくてもわかってるよ」

「へえ、よくそんなことが言えるわね？　昔からあなた、恋人をとっかえひっかえしてるじゃない。信用がないのよ」

「いや、それは姉ちゃんが……」

　もごもごと口ごもってから、テルさんは巡川さんからさっと目を逸そらしました。

「……ちょっとトイレ行ってくる」

　どこか拗すねるような態度でトイレへと向かうテルさんの後姿を見送っていると、いきなり巡川さんが身を乗りだして訊たずねてきました。

「どう、しおり？　テルって、わりと顔は整ってる方だと思わないかしら？」

「──え？　ああ、そうかもですね……」

「錬太郎から乗り換えたら？　アタシ、あなたみたいな義妹だったら大歓迎よ」

　巡川さんを無言で見つめていると、彼女は大きなため息を吐きました。

「……冗談よ。そんな人を殺しそうな目で見ないでよ」

「巡川さんと違って、テルさんは異性経験が豊富なんですね」

「……あなた最近、毒吐くことに抵抗なくなってきてない？」

　そう言うと、巡川さんはジトッとした目でわたしを睨にらんできました。
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　テルとしおりを会わせた次の日、アタシは日曜日であるにもかかわらず出勤した。

　休日出勤は好きだ。うちの会社の場合、休みに出勤したら次の月までにその振替休日を取らないといけないルールがあるため、休日の人が少ない職場でストレスなく働くだけで、他の平日をオフにできるという悪魔的錬金術がある。

　休日にしか対応できない漫画家を抱えているとこの手法を取りまくれるため、錬太郎のような学生漫画家や、社会人との兼業漫画家にはいつもお世話になっていた。

「……巡川さんも出勤ですか」

　編集部に入ろうとカードキーを探していたとき、背後から突然声が聞こえてアタシは飛び上がりそうになった。

「ひゃあ!?　え……ら、楽山!?」

「おはようございます」

　相変わらず感情のこもっていない声。

　楽山は眠そうな半眼でアタシの横を通り過ぎると、自分のカードキーで編集部前のドアのロックを解いた。それから開いたドアを手で押さえ、アタシを通るように促してくる。

　こういう気づかいはできるのよね……なのに、なんでこんなに愛あい想そがないのかしら？

「ありがと……」

「そういえば、巡川さん。少しお話ししたいことがありまして」

「話？　ああ、サメコのこと？」

「いいえ、違います」

　それから楽山は何も言わず、こちらにじっと半眼を向けているだけだった。

　要件をいいなさいよ、要件を。

「あー……いまから打ち合わせの準備をしないといけないから。午後会いに行かないといけない作家がいて」

「では仕事終わりはどうです？　お食事でも」

　そういえば、こいつ前にも食事に誘ってきてたわよね。いったい何のつもり……？

「悪いけど、プライベートに仕事を持ち込みたくないの。仕事の話なら、勤務時間にしてもらえるかしら？　明日は出てくるでしょ？　明日どこか時間ができたら、そのタイミングで……」

「他の方がいるとしにくい話なんです。巡川さんにとって、昼休憩はプライベートの時間に含まれますか？」

　しつこいわね、こいつ！

「今日のお昼休み、お時間をいただけませんか？」

「……わかったわよ。でもアタシ、昼は外に食べに行くわよ？」

「ご一緒します。ありがとうございます、無理を聞いてもらって」

　ぺこりと一度頭を下げると、楽山は何事もなかったかのような態度で、自分のデスクに向かった。

　改めて編集部を見渡すと、アタシと楽山の他に出勤している編集部員は二人だけだった。

　どちらも平部員。

　管理職組は得てして家庭を持っているため、よほどのことがない限り、休日には出勤してこない。

　上のやつらがいないだけで、いつもは天国だというのに。

　昼に変な予定が入ったことが余計なストレスを引き起こしてくる。くそっ、こんなことなら今日出勤しなければよかったわ……。

　アタシは毒づきながらデスクに向かい、午後の打ち合わせのための準備を始めた。

　メールで提出してもらっているネームに赤入れし、あらかじめ決めている物語の方向性とのズレを訂正する。

　あとは次回の話に使えそうないくつかのネタをまとめた提案資料の作成。これはもう昨晩寝る前に考えている。プライベートに仕事を持ち込みたくないなどとかいうのは全部建前で、要するにアタシは会社の人間とのつき合いを極力減らしたいだけなのだった。

　時計が正午を示し、アタシと楽山はどちらからと言わず立ち上がった。

「……じゃあ行きましょうか」

「はい、お店は巡川さんにお任せします」

　アタシは、昼によく行くベジタリアン向けの軽食店に楽山を連れて行った。気取っているわけでなく、ここには職場の人間が来ないので落ち着くのだ。

「で、話って？」

「茶菓上先生のことなんですが」

　水を向けたアタシに、楽山はそう答えた。

「どうして茶菓上先生の話をアタシにするのかしら？　お互いの担当漫画家に関しては不干渉がルールでしょ？」

「不干渉……それはどうでしょうね」

「なにが言いたいの？」

「最近、茶菓上先生の口から巡川さんのお名前をよく聞きます」

　それを聞いて、アタシは内心でバツの悪い思いをした。

　むつきのやつ、自分の担当と話しているときぺらぺらと他の作家の担当のことを話題に出すんじゃないわよ。

　担当編集というやつは、同じ職場で働いている同志であるとともに、よりよい漫画を世に送りだすのを競うライバルでもある。自分の担当する漫画家に他の担当がちょっかいをかけてきて、いい気分でいられる編集はいないだろう。

「さっきも言ったけど、アタシは仕事とプライベートはわけて考えるタイプなの。茶菓上先生とは……いや、敢あえてこう呼ばせてもらうけど……むつきとは、単なる友人よ」

「その旨むね、きちんと茶菓上先生に伝えてもらってもいいですか？　最近の彼女は、どうも一緒に仕事をしづらい作家になりました」

「……なにかあったの？」

「私の言葉を軽視している節が、たびたび見られるようになっています。自分のやりたい方向性以外は絶対に認めないと言わんばかりです。これでは、私がいる意味がありません」

「あ～……なるほど、それでアタシがあの子になにか吹き込んでるんじゃないかと思ったってことかしら？」

「そうです。実際に巡川さんがそうした編集間の不文律を破っていなかったとしても、巡川さんとつき合うことで、茶菓上先生の中にちょっとした甘えが出ている可能性もあると思うんです。『この人がダメでも、担当を変更してもらえばいいか』とか」

　淡々とした言葉の中には、やはりどのような感情も感じられなかった。しかしそう見えるだけで、彼女は怒っているのだと思う。逆の立場だったら、アタシは怒っているだろうからだ。自分の担当作家に手を出すな、と。

「ごめんなさい、不注意だったわ。むつきにはよく言っておくから」

「巡川さんは、茶菓上先生の漫画を面白いと思いますか？」

　楽山は、急にそんなことを訊たずねてきた。

「……正直に答えていいの？」

「もちろんです」

「思わないわ。雰囲気づくりは上手だと思うけれど」

「私は面白いと思っています。もっとも、面白いと感じない漫画を連載させるつもりはありませんが」

「まあ、期待感だけは認めるわ。いままでにないタイプよね？　萌もえ主体のコミックノアでＳＦバトルなんて」

「そうです。だからこそ、既存の読者の方々に面白さが伝わりにくいとも思います。人には面白さを理解する受容体のようなものがあって、萌もえ漫画の面白さと茶菓上先生の漫画の面白さでは、それぞれ理解する受容体が異なっているのでしょう」

　受容体って、何その言葉……。感覚的にはわかるけど、初めて聞いたんだけど。

「……ちょっと待って、あなたって理系？」

「はい。院にはいかず、就活しましたが」

　そんな経歴で、どうして漫画編集の道へ？　と訊ききそうになったけれども、そこは流石に自重した。別にアタシは、こいつに興味があるわけじゃないし。

「茶菓上先生の漫画を理解して、茶菓上先生を担当できるのは、コミックノアの編集部で私だけだと思います。あの人には、間違いなく天賦の才があります」

「そう。ちなみにあなたは、薬師寺先生の漫画は面白いと思う？」

　どうしてこんなことを訊きいたのか、すぐにはわからなかった。けれども多分、アタシは変な負けん気を起こしてしまったのだと思う。

　まあ、要するに漫画編集としてのプライドというやつだ。こっちだって、適当にやってるわけじゃないんだぞ、と。

「思いますよ。私には萌もえ受容体もありますので。ただ……」

「ただ？」

「茶菓上先生の漫画の方が絶対に面白いです」

「あの漫画って、いまアンケートでも下から数えた方が早いでしょ？　せいぜい打ち切られないようにがんばって」

「わかっています。面白さの濃度を変えずに、コミックノアの読者層に理解してもらえる漫画に変えること。それが私の使命です」

「今日は、それを邪魔するなって話よね？」

「巡川さんが、物事の理解が早い方で助かります」

　楽山は立ち上がり、会計のシートに手を伸ばした。

　──しかし、アタシはそれをひったくった。

「ここはお支払いしますよ。話を聞いていただく時間を作ってもらったわけですから」

「……これ以上、借りを作りたくないだけよ」

　アタシがそう言ったとき、楽山が不意に表情を緩めた気がした。

　ぎょっとしたものの、すぐに彼女はいつもの無表情に戻っていた。
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　三日後に迫った終業式が終われば、高校生活最後の夏休みがやってくる。

　連載を持っていた一年、二年のころとは違って、完全フリーで何をやってもいい夏休みである。受験もしないわけだし。

　この絶好の機会を逃すわけにはいかない。ここで彼女を作っておけば、夏の間、デート三昧の日々を送ることができる。そこで吸収したリアルな萌もえは、俺にかつてないラブコメ漫画のインスピレーションをもたらすだろう。

「……海に行くのは、終業式の翌日にします。ちょうど締め切り明けだし。いいですね？」

　と、茶菓上が物々しく口を開いた。

　場所は俺の仕事場。真夏の暑さがたまらず、クーラーでガンガンに部屋を冷やしている。

　その風が当たる一番いい場所で、もったいぶった様子の茶菓上が、椅子の上で足を組んでいた。なぜか俺は、そんな彼女の前で直立不動の姿勢を取っている。

「はい！　了解しました！」

「おい、こら！　目上の人間に『了解しました』と使ってはいかんと習わなかったのかね!?」

　クワッと目を見開く茶菓上。

　知らないよ。どうせまたこいつは、適当なことを言って晒さらされているマナー講師のネット記事でも読んだに違いない。

「私はただでさえ薬師くんの先生。そして、今日はナンパのロールプレイもしてあげるトレーナーなわけ。相応の敬意を払ってもらわないとね」

「ちっ」

「──ええ、舌打ちした!?　ねえ、いま舌打ちしたよね!?」

「うるせー！　ここは俺の仕事場だろうが！　俺がルールであり、俺が神だ！」

「うおわああ!?」

　ふん反り帰る茶菓上を懲らしめてやろうと、俺は彼女の後ろに回り、椅子をガタガタと揺らした。たまらず椅子から逃れた彼女は、近くにあるベッドにダイブする。

「この、乱暴者っ……！」

「ベ、ベッドの上で変なしなを作るな！　ほら、余計なことやってないでさ！」

「襲われるう！」

　本当に襲ってやろうか、こいつ……。キャッキャッと騒ぎながら毛布にくるまる茶菓上にうんざりした俺は、冷蔵庫からジュースを出し、ベッドに向かって放り投げた。

「ほら、茶菓上！　キャッチ！」

「わ、わ！」

　茶菓上はわたわたしながら起き上がり、かろうじてジュースをキャッチする。

「サンキュー、へへ～」

「……なあ、これって海で使えないかな？」

「何が？」

「名付けて、もので釣る大作戦！　何かそれっぽいものを投げてさ、それを取ってもらった人にお礼とともに言い寄って行くんだよ」

「……え、作戦会議ってもう始まってる？」

「俺の方はとっくにその気だって。早く切り替えてくれる？　すでに俺の心はナンパ師になってるから」

　俺がそう言うと、茶菓上は慌てて真剣な表情になった。こいつを乗せるのなんて、ちょろいもんだ。

　俺はできるだけキメ顔を作ると、茶菓上の近くに行って腰を下ろした。

　すでに想像力によって仕事場は消え去り、俺の視界には広々とした海辺が広がっていた。ザザーン、と波の打ちつける音さえ聞こえる……。

　ちなみにいまの茶菓上は、俺の想像力によって彼女がこないだ買ったであろうビキニの水着を着ていた。

「……すみません、お嬢さん。そしてありがとう。ちょっと手が滑ってしまって」

　言いながら、俺はジュースごと、そっと彼女の手を握った。

　決まったな！　これでイチコロだぜ！

「危ないじゃないですか！　中身の詰まったジュースなんて、凶器ですよ凶器！　手が滑ったで済みますか！　なにを吞のん気きな！　傷害罪で訴えます！」

　わりと非難囂ごう々ごうだった。

　途端に辺りが仕事場に戻る。しかし、俺はへこたれなかった。

　再び想像力を総動員して、海に戻る。ザザーン……。

「こ、これはジュースの缶ではありませんよ、お嬢さん。よく見てください、ビーチボールです」

「いや、どう見ても缶ジュースですよ。アタマ大丈夫ですか？」

「ビーチボールなの！　そういうことにして！」

　強引にロールプレイを続ける。

「……ほら、ビーチボールですね？」

「ああ、よく見るとビーチボールでした。すみません、私、夏の暑さでちょっとおかしくなっていたかも……」

「それはいけませんね！　医務室に行きましょう！　さあぼくの肩につかまって！」

「ひと泳ぎすれば大丈夫です！」

　茶菓上は俺の手を振り切り、海の中へ潜っていった。

　辺りが仕事場に戻ると、毛布にくるまれながらベッドの上でバタ足する茶菓上の姿が目に飛び込んできた。

　どうしよう、このナンパの練習台、まったく役に立たないんだけど……。

「おい、真面目にやれ！　さっきから非協力的だぞお！」

「私に当たるのは間違いというもの。薬師くんのやり方じゃ、女の子なんて絶対に引っ掛けられないってことだよ」

「な、何!?」

　茶菓上はこれ見よがしに、ハアとため息を吐いて見せる。

「優しいだけの男の子に、女の子はときめかないんだよ。乙女ゲーには必ず粗野な俺さまキャラがいて、だいたい人気があるもんだし。どうせキャラづけするなら、そういうキャラでいかなきゃ」

「というと、つまり……？」

「たとえば、ピンチに陥ってる女の子を、俺さまキャラで颯さつ爽そうと救いだすとか」

「な、なるほど！　でもそんなに都合よくピンチに陥った女の子がいるかな……？」

　首をひねり、茶菓上に意見を聞こうと彼女の方を向く。しかし、さっと目を逸そらされた。

「なあ、どうやって女の子をピンチにするわけ？」

「……人間誰しも、一日のうちにいくつか困りごとくらい抱えるでしょ」

　そこまで考えてなかったな、こいつ。しかし、すぐに俺はいいアイデアを思いついた。

「よし、じゃあこうしよう！　当日は、茶菓上が女の子に理不尽な難癖をつけるんだ！　俺はその子を颯さつ爽そうと助ける！　どう、このアイデア？」

「やだ、私は悪役なんてやりたくない」

「悪役だけど、みんなに好かれる悪役っていうかさ！　ほら、ダークヒーロー的な！」

「ナイトメアみたいな感じ？」

　ナイトメアというのは、茶菓上が描いている漫画『ＶＥＮＵＳ』に登場する敵役のこと。登場回数が増えるにつれ、いまその人気はメインヒロインのエメスを押しのけるほどだとか。

「そうそう、そんな感じ！　悪をやっつける悪みたいな！」

「むむむ」

　いいぞ、もう一押しだ！

「茶菓上ってあのキャラのコスプレ持ってたじゃん！　あれすごいよかったぜ！　もはや茶菓上はナイトメアそのものだと言ってもいい！　なあ、頼むよ！　当日は、ナイトメアになりきって、女の子にいちゃもんをつけてくれ！」

「ナイトメアはそんなちんけな悪事を働かない」

「じゃあ、もうちょっと悪事の規模を大きくしてもいいから」

「私はテロ行為には加担しない！」

　そこまでしろなんて言ってないっつうの！　そんなとこまで言ったら、一人の俺さまキャラでどうにかなるレベルじゃないだろ。機動隊を呼べ。

　くそっ、ダークヒーロー路線で茶菓上をその気にさせるのは難しかったか……。

　そこで、やり方を変えることにする。名づけて、懐柔路線。

「そうか！　よく考えたら、茶菓上に俺を手伝うメリットがなかったよなあ。もし当日手伝ってくれたら、将来的に茶菓上が困ったとき、労力を惜しまずに協力するよ。これでどうだ？」

　すると茶菓上は「ふーむ」と言いながら、値踏みするような顔であごをさすった。
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　薬師くんの提案を、私は熟考した。

　もしこの要求を吞のめば、私は薬師くんから「ピンチのときのお助け権」を手に入れることができる。とはいえ、私はすでに水着購入のときの賭けで、薬師くんから「なんでも言うこと聞く権」を手に入れているのだ。なぜなら、私はあのとき手にした三つのビキニ型の水着ではなく、薬師くんが選んだ一体型の水着を買ったから。

　薬師くんは勝ち目のなかった賭けを仕掛けられたことに不平を言いつつも、自分が選んだ水着が買われていることに気づいて照れくさくなる。こういう寸法だ。

　ちなみに当然のことながら、私は薬師くんのナンパを応援する気などさらさらない。

　だって、万が一にも彼女なんて作られたら困るわけだし。当日は爆死してもらって、私が慰めデートしてあげればいいのだ。

　……よし、熟考終わり。

　上記二つの理由から、ここは彼の提案を蹴散らしてしまおう。

「──断る！」

「な、なにい!?　考え直した方がいいぞ、茶菓上！　俺レベルの天才漫画家の助けなんて、そうそう得られるものではないんだ！」

「悪に加担はしない！　だいたい、私みたいないたいけ女子が悪ぶったとしても、海のギャル相手に脅威として認識されるか疑わしい！」

　すると、薬師くんはハッと我に返った様子になった。

「た、確かに言われてみればそうだな……所詮、茶菓上なんて、クラス内ヒエラルキー最底辺の陰キャなわけだし……海に来るような高レベル女子相手だと、鼻息で吹き飛ばされかねないか……」

「失礼な！　それにそれは薬師くんも！　振り上げたブーメランが頭に刺さってるよ！」

「言ってて気づいたよ！　くそっ、俺はブーメランを投げることすらできないのか……」

　がくりと落ち込み、床に両手をつく薬師くん。

　感情表現豊ゆたかなやつめ。いまどきそんなこと、漫画の中くらいでしか見たことないよ。

「まあまあ、薬師くん。ひとまずこの方法はやめて、別の方法を考えようよ。だいたい、俺さまキャラとか薬師くんには似合わないし」

「だったらなんでそんなキャラ推してきたんだよ！　俺ができる役を教えてくれないと役に立たないだろ！」

　そりゃ、こっちはナンパなんて成功させる気ないからね。

「私は、背伸びしないキャラでいくことの重要性を説きたかったのです。反面教師的な」

「な、なるほど……失敗例から学ぶことも重要ということか」

　ちょろいなー、ほんと。

「うーん、そしたら俺はどういうキャラでいけばいいんだ？　このままの俺にある売りって」

「漫画が描けること」

「俺もいまそう思った。よし、それしかないな」

　いや、他にもいっぱいあるよ。君が気づいてないだけで。

「じゃあさ、こういうのはどうだ？　名づけて、似顔絵屋大作戦！」

「似顔絵？」

「そう！　浜辺で似顔絵屋をやるんだ！　これなら、興味本位で食いついてくる人いるんじゃないかな。ＳＮＳ映えも狙えるし」

　……ちょっといい案だと思ってしまった。薬師くんのデフォルメの利きいた可か愛わいらしいイラストは、女の子にもウケがいいと思う。

「描いてる間、その人と話もできるし！　自然に交流ができるわけだ！　これはいいアイデアなんじゃないか!?」

「……ダメだね」

「な、なぜだ!?」

　ごめん、まだ考えてない。でもそのアイデアを採用するわけにはいかないのだ。

　私はやれやれと肩をすくめてから立ち上がった。

「わからない？　だったらロールプレイで教えてあげるよ。薬師くん、客引きして」

　これで時間を稼ぐしかない。このロールプレイが終わるまでに、考えをまとめよう。

　薬師くんは「わかった」とうなずくと、近くにあったスケッチブックを膝の上に置き、ひらひらと手を振り始めた。

「似顔絵屋やってま～す。夏の思い出に、似顔絵いかがですか～？」

「ちょっとお兄さん、困るね」

「え？」

「警察です。他の方から、ちゃんと届け出だしてない店が営業してるって通報があってね。ダメでしょ、無許可で店なんてやっちゃ」

「す、すみません……」

「ちょっと署まで来てもらおうかな」

　そうして、私は薬師くんを連行した。

「──いや、ちょっと待て！　こうはならないだろ！」

「なるよ！　いまはなんだって厳しい時代なんだから！　無許可は許されないの！　これは常識！」

「じゃあ営利目的だと思われなきゃいいわけだ。無料でやろう」

　内心、「ちっ」と舌打ちする。国家権力で潰されそうになったにもかかわらず、まだ諦めないのか。

「似顔絵屋やってま～す。無料で～す。営利目的じゃありませ～ん」

「あら、お兄さん、似顔絵やってるの？　じゃあちょっと描いてもらってもいいかしら？」

「いらっしゃいませ！　いやー嬉うれしいなあ、初めてのお客さんがお姉さんみたいなきれいな人で！」

「あら、お姉さんだなんて、わかってるじゃないの。お姉さん、あなたのこと気に入っちゃったわ。ウホッ」

「……ん？　ちょっと待ってください」

「あたしの性別？　もちろん男よ！」

「だああああ、ちっがあああああう！」

　膝の上のスケッチブックを、ちゃぶ台のようにひっくり返す薬師くん。

「なんでオネエが来るんだよ！　普通のやつ来いよ！」

「つまり、これが似顔屋大作戦とやらの欠点なんだよ」

　さも最初からわかってましたとばかりに、私は胸を張って言う。

「な、なに？　どういうことだ……？」

「誰が来るかわからない。ナンパっていうのは、自分のいいなって思った子に声をかけるものでしょ？　そのやり方じゃ、来る人を選べないよ」

「そうか、なるほど……」

　薬師くんは悄しよう然ぜんと肩を落とした。

　危ない、危ない。まったく、よさげなアイデアを潰さなきゃいけないこっちの身にもなってよ。

　上う手まいこと言いくるめてる風になってるけど、絶対、最初のお客さんをナンパしないといけないというルールはないはずだ。ソシャゲのリセマラの如ごとく辛抱強く粘れば、そのうちお近づきになりたいレベルの女の子がやってくるかもしれない。

　でも、そのことは教えてあげない。私は薬師くんのナンパには反対だから。

　もう普通に私に告白しなよ。そうすれば、薬師くんの目的は達成されるんだからさ。

　そんなことを考えながら何の気なしに携帯を見ると、担当の楽らく山やまさんからメールが届いていることに気がついた。

「……げっ」

「どうかした？」

「担当さんからメール。多分時期的に、次の話のプロットの件だと思うけど」

　私はメールを開いて、内容に目を通した。プロットとネーム……つまり、物語の方向性の確認する作業が一番のストレスポイントなので、自然と身構えてしまう。私と楽山さんは、ここでほとんど毎回と言っていいほど揉もめる。

　私が描きたいと思った話に、必ずと言っていいほど修正を加えてくるのだ。そんなところにこだわっても仕方がないと思うような微妙なところまで。

　多分、否定して修正させることで、仕事した気になっているのだと思う。

　こっちは修正作業の度に神経をすり減らしているというのに。

「なんて言ってる？」

「いつもどおりだよ。とにかく、あそこを直せここを直せって。こんなこと言うなら、自分で漫画描けばいいのにね」

「まあ、編集なんてそういうもんだからな」

　薬師くんはやっぱりよくわかってる。同じ漫画家なわけだし。

　漫画の連載を持ったことのないしおりちゃんや、編集者の立場から口を出すだけの萌絵ちゃんでは、同じ苦労を理解し合うことは到底できまい。

　私は今日、薬師くんがそばにいることで、いつもより気が大きくなっていた。だからかもしれない。気づいたときには、いつにもまして反抗的なメールを楽山さんに向かって返信してしまっていた。
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　夏休みが始まり、いよいよわたしの対リタさん迎撃作戦が幕を開けました。

　飛行機のつく時間に間に合うように空港に行き、出入国後手続きエリアの前でしばらく待っていると、事前にもらっていた写真どおりの少女が現れます。

　きれいな金髪に青い瞳。そして、日本人離れした抜群のプロポーション。

　……まさにわたしたちが危惧していたとおりの容姿をしています。

　彼女は携帯を手にして、きょろきょろと辺りを見回していました。

「──リタさん！」

　わたしが声をかけると、彼女はきょとんと目を瞬しばたたかせてから、満面の笑みになりました。

「Ｏｈ、しおり！」

　それから、さっと携帯の画面を見せてきます。そこには父と写るわたしの写真がありました。

「うーん、本物の方がカワイイ！　きれいな黒髪、エキゾチック！」

「に、日本にようこそ……日本にいる間、なんでもわたしに──」

「──お人形さんみたいデス！　カワイイ、カワイイ！」

　嬉き々きとしてカワイイを連呼しながら、リタさんはわたしをハグしました。

　そういえば、カワイイという言葉は、日本通の外国人の間では普通に使われているとか聞いたことがあります。キュートとかクールという単語とは、またちょっと違った独特なニュアンスを含んだ言葉なんだとか。

　それにしても、この積極性。やはり先生に会わせるべきではありません……。

　ハグから解放されてから、わたしはぎこちなく微ほほ笑えみました。

「ほ、本当に日本語、お上手なんですね……？」

「日本好きのサークルに入って、毎日、日本語の勉強してるデス！　いまはもう、アニメも字幕なしで見てるデス！」

　少しイントネーションや文法がおかしい気がしますが、それでも普通に通じる日本語です。海外の言葉を話したりできないわたしは、純粋に彼女をすごいと思いました。

「『増ます井いさん増殖中！』ももちろんアニメで見てるデスし、ＢＤも全巻揃そろえてるデス！　でもコミックスは翻訳版しか持ってないので、日本で原語版を買いたいデスね！」

「あ、あはは……熱狂的なんですね」

「しおりはすごいデス！　あの薬やく師し寺じセンセーのアシスタントをしているのがこんなカワイイ女の子だなんて、本当に驚きデスよ！」

　目を輝かせて、わたしの手をブンブンと上下に振るリタさん。それから彼女は、警戒すべき質問を繰りだしてきました。

「薬師寺センセーはどんな人デス？」

　ここは悩みどころです。素敵な人だと本当のことを教えてしまえば、彼女の興味を助長してしまうでしょう。しかし噓うそを吐いてその反対のことを教えてしまえば、先生の名誉を傷つけてしまうことでしょう。となれば……。

「……いまその話をするのはもったいないと思いませんか？　先生はリタさんとお会いすると言ってくれています。ご自身の目で判断された方がいいのでは」

「Ｏｈ、しおりの言うとおりデス！　カホーは寝て待てという言葉があるデス！」

「む、難しい日本語を知っているんですね……？」

「ハ〇ヒが言ってたデス」

　どうやら、リタさんがアニメ文化から日本語を学んだというのは本当のようです。

「ええっと……そんな台詞せりふありましたっけ？」

「クラブを作るときの有名なシーンデス！　彼女はそれを昔の人の教えにすぎないと言って、そのあと自分から事件を探しに行くデス！」

　リタさんはハイテンションなまま、その作品の話を延々と続けました。

　どういうかたちであれ、先生に興味の矛先が向かないのはいいことだと思って、わたしはずっと彼女の話に合わせていました。

　しかし、あるとき彼女はハッと我に返った顔になって、「いけないデス！」と叫びます。

「せっかく日本に来たのに、こっちがずっと話していても意味ないデス！　しおりの話が聞きたいデス！」

「あはは……そんなに肩ひじを張らなくても」

「漫画のアシスタントとは、どんなことをするデス？」

「あらゆることのサポートですよ。先生がしてほしいとおっしゃったことなら、なんだってします」

「Ｏｈ、つまりセンセーはマスター？　しおりはサーバント？」

「ちょっと違いますが、似たようなものですね。令呪なんてなくても、わたしは先生の言うことをすべて受け入れます」

「薬師寺センセーは優しいデス？」

　リタさんが訊たずねてきて、わたしはまたさっと警戒心を強めました。

　また先生にちょっかいをかけようとして！　どんな方法を使おうとも、あなたはわたしたちのヒロインレースに参加することはできないんです！

　……と、そこまで考えて、わたしは一つの妙案を思いつきました。

　先生とわたしがおつき合いしていることにすれば、彼女のちょっかいを牽けん制せいすることができるのではないでしょうか？

　いくら彼女の国の文化が社交的な人間をよしとする性質を備えていたとしても、人の恋人に手をだすことまで善と見なさないはずです。

　別にわたしは、先生とおつき合いしていることにしたいとか、それを関係のない人に言って悦にひたりたいとか、そういう私利私欲でこんなことを考えているわけではありません。

　そう、すべてはわたしたちのヒロインレースを守るため！　このまま先生の情報を絞る方向性で作戦を遂行し続けていれば、いつかボロがでてしまう恐れもあります。

「……とても優しい方ですよ」

　方針を変更したわたしは、リタさんに向かってにっこりとほほ笑みました。

「漫画のことだけでなく、私生活に渡って支えたいと思うほどには」

「Ｏｈ、まさかしおりは薬師寺センセーに恋をしてるデス!?」

「父には内緒にしてくださいね」

　わたしは意味深な（と見えるように装よそおった）態度で、人さし指を口に添えました。

「実のところ、わたしは先生とおつき合いさせてもらっています」

「Ｗｏｗ、アメイジング！　薬師寺センセーはしおりのパートナーデス？」

「パートナーデス」

　照れくさくなって、思わず言葉が棒読みになります。

　テルさんには、あとでこの方向転換についてお伝えしなければなりません。

　しかし巡めぐり川かわさんによれば、テルさんは女性に対する姿勢が奔放だとか。先生の演技をされる間、恋人であるわたしに変なことをされても困るので、釘くぎを刺しておいた方がいいでしょう。もちろん、リタさんにも。

「とはいっても、プラトニックな関係ですけどね。わたしがしっかり漫画を描けるようになるまで、恋人らしいことはしないでいようと約束しているんです」

「素敵な関係デス！　まるで漫画みたいデス！」

　リタさんはキラキラと目を輝かせています。どのような文化圏でも、恋バナは女子の心を浮き立たせるのかもしれません。

「そしたら、早く漫画を描けるようになってくださいデス！　二人の関係を進展させるためデス！」

「もちろんです。先生をお待たせするわけにはいきませんからね」

「しおりはいまどれくらい漫画を描けるデス？　見てみたいデス！」

　あまりにもリタさんにぐいぐいと来られて、わたしは思わずのけぞってしまいました。

「い、家に帰ったら見せますね。ちょうどいま描いている漫画があるんです……」

「ゲンコーというやつデス!?　Ｏｈ、ファンタスティック！　初めて見るデス！」

　彼女のテンションはますます上がっているらしく、頰を真っ赤に紅潮させていました。

「じゃあ早く帰るデス！　電車に乗るデス!?」

「え？　……ああ、はい」

「満員電車も初めてデス！　楽しみデス！」

　おそらくこの時間帯では満員電車になりませんが、いまの興奮しきったリタさんには何を言っても通じそうにありません。ひとまずわたしは、彼女を連れて駅の改札まで向かいました。
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　広い空。青い海。

　そして南国でしか見ないような特殊な植物が生い茂った大自然……。

　周囲にこの世の楽園かと見まがうほどの世界が広がっていると、ここにきた目的をつい忘れそうになる。

「──さいっこう！　ねえ、萌も絵え見て！　海ヤバ！　こんなきれいな海見たことある!?」

　同行者の和かず沙さもずいぶんはしゃいでいた。バーテンダーとかいうリア充っぽい仕事をしているくせに、彼女はいまだに恋人もおらず、こうしてちょっと旅行に誘ってやればホイホイついてくる。

　夏季休暇を利用した沖縄旅行。そしていまいる島は、錬れん太た郎ろうが『運命のあの子』と会ったという場所だ。

　下調べによると、人口は三百人ほど。この島のどこかの民宿の手伝いをしていたというその子がまだここにいるなら、十分探し当てられるとアタシは考えていた。

　アタシは自分の目的を思いだすと、浮かれる相方に向けて努めて冷静な言葉をかけた。

「あなたは旅行気分でいいわね。こっちは取材のために来ただけなのに」

「自分の担当作家のために記事を書かないといけないなんて、漫画編集も大変よねえ」

「宮仕えの悲しいところよ」

「ちなみに、どんなことを調べるわけ？　薬師寺先生の記事なんでしょ？」

「先生がラブコメを描くようになったルーツが、ここにあるらしいのよ。本人もろくに覚えてないらしいんだけど、なんとか紙面が埋まるくらいの情報は集めたいわね」

　……と、いうのはもちろん建前である。

　アタシは和沙も警戒対象に加えているので、彼女にプライベートの調べ物をしていると気づかれず、かつ島の住民にも相応の説得力を持って伝わる手段として、この取材という方便を選んだ。

「どうやって調べるの？」

「聞き込み」

「うへえ、新聞記者みたい」

「出版関係なんだから、似たようなものでしょ。アタシたちは、ニュースじゃなくて夢を売ってるだけ」

「でもさあ、こんな炎天下の中歩き回るのヤじゃない？　レンタカーでも借りない？」

「民宿で休んでれば？　なんなら、一人で海に行っててもいいわよ」

「冗談だってば。そんな怒らないでよ……」

　和沙は口を尖とがらせながら、しぶしぶとついてくる。

　ひとまずアタシたちは、この島の活動拠点となる民宿へ向かうことにした。滞在期間は二泊三日。あまり長くはいられないので、時間を無駄にできない。

　民宿では、年配の女性が出迎えてくれた。田舎暮らしでおおらかだからか、あるいは単にこの人の性格によるものかどうかは判断がつかないものの、ずっとにこにこ顔を崩さない愛あい想そのいい人だった。

「ちょっとお伺いしたいことがあるんですが、よろしいですか？」

　チェックインの手続きが終わってから、アタシはさっそくその女性に質問を投げかけた。

「うん、いいよお？」

「この辺りで、二十歳前後の女性ってどれくらいいます？」

「はあ、若い子はみんな島から出て行っちゃうからねえ。ほんとに困っちゃうよ」

　それから彼女は、質問の答えになっていない話を延々と続けた。

　我慢強い方ではないアタシは、期限があることも手伝って、要領を得ない話にイライラし始めていたけれども、和沙が楽しそうに話の相あい槌づちを打っているのを見て頭を冷やした。

　なるほど、こういう役割は和沙の方が適任かもしれない。毎日誰かを機嫌よく話させる仕事をしているわけだし。

「ねえ、おばあちゃんも誰かのお嫁さんでこの島に来たの？」

「そうだよお。あたしは本島出身」

「そしたら、いまの若い人も他所からお嫁さんをもらったりする？」

「いんや、ほとんど嫁には来てもらえんねえ。出て行くばっかりだよ」

「やっぱり仕事がないのかなあ」

「そうだろうねえ。辰たつ美みちゃんは学校の先生になれたからよかったけど」

「──辰美ちゃんとは？」

　アタシは、すかさず切り込んだ。この話の流れで出てくるなら、若い女性の名前に違いないと思ったからだ。

「この島の先生だよ。小学校と、中学校の」

「昔からこの島にいらっしゃる方ですか？」

「そうだよお」

「ありがとうございます。その方はどこにお住まいですか？」

　早速、情報を仕入れることができたアタシは、はやる気持ちを抑えて訊たずねた。昔からこの島で暮らしているなら、錬太郎の『運命のあの子』の情報を知っているかもしれない。なんなら、本人の可能性だって。

　女性から辰美という先生の住まいを教えてもらうと、アタシは和沙を連れて部屋に行き、荷物を下ろして身軽になった。

　これで島を動きやすくなる。そんなことを考えていると、和沙がおもむろに口を開いた。

「ねえ、萌絵。人を探してるわけ？」

「そうよ。年齢は大体アタシたちと同じくらい」

「その人が、薬師寺先生がラブコメを描くようになったきっかけ？」

「らしいわ」

「……ふーん」

　和沙は疑うたぐり深ぶかい目でアタシを見てくる。

　以前、アタシは錬太郎を連れて和沙の働く店に行ったことがある。そのとき、彼とつき合っているなどと見み栄えを張ったせいで、和沙はアタシと錬太郎の関係にナーバスになっているところがあった。とにかく和沙は、自分一人だけが取り残されるのを恐れているのだ。

　人探しということから、和沙が何を連想したのかはわからない。しかし、ひとまずフォローを入れておいた方がよさそうだ。

「ずっと言ってるでしょ？　アタシと薬師寺先生は何でもないわ。そのことで、あなたをからかったのは悪く思ってるし」

「萌絵って狡こう猾かつなとこあるからね」

「やめてよ。それはそれとして、さっきは助かったわ。おばあちゃんに上う手まいこと話を聞きだしてくれて」

「どういう意味？」

「どういう意味って、お礼を言ってるんじゃない」

「私、上う手まく利用されたのかなって。ほら、萌絵って狡こう猾かつだから」

「あなたが話し上手で助かったって意味ならそうだけど」

　すると、和沙は肩をすくめて苦笑した。それを見て、アタシもほっと胸をなでおろす。なんだかんだ言って、つき合いも長くなれば、お互いこういう小さな衝突は慣れっこになっている。

　アタシたちは部屋に鍵をかけてから、辰美という女性の住まいへと向かった。

　海から吹いてくる爽やかな風があるため、コンクリートジャングルに囲まれた東京のような閉鎖感からくる暑さはない。しかし、とにかく日差しが強い。

　歩いているだけで滝のような汗が噴きだしてくる。

　和沙の言うとおり、レンタカーを借りることも視野に入れた方がいいかも……と思ったとき、和沙がカバンをごそごそとまさぐっているのが目に入って、おやっと思った。

　彼女は何か小さな包みを剝むき、中身をぱくりと口に放り込む。

「なにそれ？」

「熱中症対策。さっき空港で買ったの」

「アタシにも一個ちょうだい」

「いいけど」

　和沙は、透明な包みに入っている飴あめ玉だまのようなものをくれた。

「あー、でもこれ余計喉渇くかもよ？　あっまいわ……」

「まあ、いいわ。黒飴あめみたいな感じ？　沖縄って黒砂糖が有名なんだっけ？」

　そんなことを言いながら、アタシは飴あめを口に放り込んだ。

　確かに甘い。喉も渇く──そして、体温がカッと上昇したように感じる。

「……あ、でもこれ萌絵には向いてなかったかも」

「……どういうこと？」

「泡盛入ってるって」

　バッグの中から包みのいっぱい入った大袋を取りだし、和沙は成分表をまじまじと見つめていた。

　自慢ではないけれど、アタシは酒にめっぽう弱い。

　和沙の前でべろべろに酔っぱらい、何度も迷惑をかけたことがある。だからこそ、基本的には和沙もアタシに酒を飲ませようとしないし、アタシも彼女といるとき率先して飲もうとは思わない……。

　そんなことを考えているうちに、アタシは自分の理性がとろけていくのを感じた。多幸感が押し寄せ、快楽の渦がアタシに向かって手招きしているのを感じる。

　ダメよ、時間がないんだから……こんなところで油を売っているわけには……。

「だ、大丈夫よね、萌絵？　入ってるって言っても、ほんのちょびっとらしいし。流石のあんたでも……」

「ヒック……」

「え？」

「かずさあ！　あっついよおおおお、もおおおおおお！」
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　そうしてアタシは、やすやすとアルコールに精神を明け渡した。
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　気づいたとき、アタシは民宿の部屋で横になっていた。

「……あれ？」

「あ、萌絵起きた？」

　身体からだを起こすと、部屋の向こうから、和沙がアタシの方に呆あきれ顔がおを向けているのがわかった。それで記憶がつながる。

「変な飴あめ、舐なめさせないでよ……」

「あんたが食べたいって言ったのよ。それで、気分はどう？」

「……サイアク」

「ちょっと風に当たりに行く？　夕方になると涼しいわ」

　そう言われて窓の外を見てみると、すでに日は暮れかかっていた。貴重な一日を無駄にしてしまったことに焦あせりを感じたものの、それよりも、せっかく旅行につき合ってくれた和沙に悪いことをしたと、アタシは少し罪悪感に襲われてしまった。

「ごめん、和沙。迷惑かけちゃったわね」

「慣れてるからいいわよ。それより、小こ波なみにもお礼を言っとかないと」

「小波？」

「この民宿をやってるあのおばあちゃんのお孫さん。あんたがぶっ倒れたって言ったら、介抱を手伝ってくれたのよ」

「……いくつくらいの人？」

「私たちと同じくらいよ。あ、でもあんたの探してる誰かさんとは違うと思うわよ。この島の人間じゃないらしいから」

　流石につき合いの長い和沙だ。すぐアタシの考えていることを見抜いたらしい。

「九州に住んでるんだって。いまは帰省中だとか言ってたわ」

　そのとき、コンコンとノックの音が聞こえた。

　和沙が「はーい」と対応すると、ドアの向こうから小柄な女性がひょこっと顔を出す。目がぱっちりした南国美人で、人ひと懐なつっこそうな容姿をしていた。

「あ、お連れさん目が覚めた？」
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「うん、いま小波の話をしてたとこ。ほら萌絵、この子が小波」

「ご迷惑をおかけしました、小波さん」

　そう言って頭を下げると、小波は笑いながら頭を振った。

「そんなにかしこまらんでええよ。小波って呼んで」

「あ、はい……」

「はい、やって」

　何が面白いのか、小波はアタシの返事を聞いてクスクス笑った。

　笑い上戸なのかもしれない。笑うと柔和な顔がますます柔らかくなり、人ひと懐なつっこさが増す。こういう見た目から人に好かれそうな容貌をしているのは得だと思った。和沙もわりとそういうタイプだから、この二人がすぐ打ち解けたのは必然だったのかもしれない。

「ねえ、お二人さん。今日の夕ご飯はどこで食べるか決めてる？」

　そのとき小波がそう訊たずねてきて、アタシと和沙は顔を見合わせた。

「決めてないわね」

「そしたらうちに食べに来てよ。この家の二軒隣で食堂やってるから」

「あら、そうなの？　そしたらせっかくだし、そうさせてもらおうかしら。萌絵も、それでいい？」

「いいわ」

「決まり！　えへへ、おばあちゃんに営業して来いって言われたんだよね」

　ちゃっかりしている。とはいえ、この人ひと懐なつっこい顔で言われると悪い感情も浮かんでこない。

「ほら、萌絵。そしたら夕ご飯までちょっと散歩行きましょ」

「うん」

「小波もどう？」

「ごめんね、いまからおばあちゃんのお手伝いしないといけないから」

　アタシは人見知りなところがあり、初対面の人とあまり長時間一緒にいたくないというのが本音だった。だから、小波が提案を断ってくれたのは正直ありがたい。

　それからアタシと和沙は、身支度を整えて散歩に出かけた。

「ねえ、どこ行く？　さっき言ってた辰美って先生のとこ行ってみる？」

「そうね。ちょっとだけでもいいから話を聞いてみたいわ。若い人たちのコミュニティとかも教えてもらえるかもしれないし」

　言いながら名刺入れを取りだして、中にきちんと名刺が入っていることを確認する。こういった身分は大事だ。素性のわからない者からの詮索ほど、警戒すべきものはない。

　──と、思っていたけれども、ここではほとんど身分など必要ないということを思い知った。

　辰美という女性は、アタシたちを警戒心の欠片かけらも感じさせない態度で家の中に招き入れ、嬉うれしそうに話し相手になってくれたからだ。ここはギスギスしながら隣人を疑って生活する都会とは、まったく違う感性で生きる場所なのだと改めて感じてしまう。

　ただ、女性の年齢は三十台の半ばほどで、残念ながら錬太郎の『運命のあの子』の条件とは合致しなかった。

「ロマンチックだねえ。その有名な漫画家さんの初恋の人ってのがこの島にいたってのかい」

　アタシの話を聞いた女性は、明らかに乗り気だった。ゴシップに飢えているのかもしれない。

「う～ん、二十台前半の女の子ってなると、何人かいるけどねえ。島にいる子は、ほとんどみんな結婚してるよ」

「その中で、ずっと島で暮らしている方はどれくらいいらっしゃいます？」

「三人……いや、四人かな」

　それくらいなら総当たりで何とかなるか、と思った瞬間、別にいま島にいる必要性はないのだと気づく。小波のおばあちゃんが言っていたように、島の外に仕事を求めて出て行った人もいるだろうから。だとしたら、その全てをこの女性が覚えているとは限らないだろう。せめて一覧のようなものがあれば、それを見て話せるのに……。

「辰美さんは学校の先生なんですよね？」

「そうだよ」

「学校に各年度の卒業アルバムとかないでしょうか？」

「あるある！　そしたら、明日学校を案内してあげようか。どうせ夏休みで暇だしね」

　これは大きな成果だ。出だしから大きく出遅れたものの、リカバリーはできたと思う。

　アタシたちは女性に翌日の約束を取りつけてから、民宿までの帰路についた。

「でも、二十台の前半とか、それだけの条件じゃ厳しいわよね。全員に『昔、こういう子と会いました？』って聞いて回るわけ？　そんなの忘れてたら終わりじゃない？」

　和沙がぽつりとつぶやいた。彼女の言い分はもっともだ。

「一応その子は、自分が薬師寺先生の初恋の人だっていう証拠を持ってるらしいんだけどね」

「証拠？　キスマークとか？」

「そんなわけないでしょ。小学校の低学年よ」

　だいたい、十年以上前のキスマークが身体からだに残ってるわけがない。

「冗談だってば」

「その子と薬師寺先生は、一緒にいるとき、特殊なリバーシで遊んだらしいわ。一つ一つの駒がシーサーのかたちをしてるやつらしいんだけど」

「シーサーのかたち……？」

「そうそう。で、別わかれ際ぎわ、薬師寺先生はその駒の一つを女の子からもらったんですって。それを二人の約束の証あかしにしようって」

「うーん……」

　和沙は複雑そうな顔で頰をかいていた。

「どうしたの？」

「いや、実はその話、さっきも聞いたんだけど」

「はあ？」

　わけもわからず、素っ頓狂な声を出してしまう。さっきも聞いたってどういうこと？

　これは極秘情報だ。当然、話した覚えがない……。

「あ、ひょっとして酔っぱらって話しちゃったかしら……？」

「そうじゃなくてさ、小波が同じ話を」

「……小波？」

　しばらく、アタシは和沙が何を言っているのかわからなかった。
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　夜、リタさんが入浴しているうちに、わたしはテルさんに作戦のちょっとした方向転換について知らせておこうと思いました。

　電話をして、話の流れで先生とわたしが恋仲にあるとリタさんに勘違いされてしまったので、話を合わせてほしいとお願いすると、テルさんは通話口の向こうで黙り込んでしまいました。

「別に恋人らしいことをする必要はありません。むしろ、されても困りますので。リタさんはわたしと先生の関係を、プラトニックなものだとお考えになっています」

『……なんでみんなそんな風に恋愛脳なのかね？　なんでもかんでも、恋愛に結びつけようとしやがる』

　テルさんは大きくため息とともにそう言いました。

『ま、オレもそうやって誤解されてきた口だからな。都と喜き村むらさんの気持ちはわかるよ』

「どういう意味です？」

『いや、こっちの話。とにかく、それらしく振舞えばいいんだろ？』

「え、あ、ありがとうございます」

　思っていたよりも簡単に引き受けてもらえたので、電話するまで肩ひじを張っていたことを滑稽に感じてしまいます。

『オッケーオッケー、任せといてよ。それじゃ当日は、その方向で』

「はい、よろしくお願いいたします。では、これで失礼しますね」

　用件だけ伝えると、電話を切ろうとしました。先生以外の男性と長時間話すのに抵抗があったからです。わたしには先生がいるのに、こんな些さ細さいなことで浮うわ気きを疑われるのも嫌ですから。……もっとも、わたしと先生はまだおつき合いをしていないのですが。

　しかしそのとき、テルさんが『……と、ちょっと待って』と、わたしを引き留めました。

「どうかされました？」

『恋愛脳ついでにちょっと訊ききたいんだけど、いいかな？』

「何をです？」

『うん、つまり、なんだ……』

　急に歯切れが悪くなるテルさん。恋愛脳ついで、ということは恋愛の話でしょうか？　それでわたしは、巡川さんが自分の弟であるテルさんのことを、女性癖の悪い人だと言っていたことを思いだしました。

　まさか、わたしにちょっかいを出そうとしているとか？　先生のことを本当はどう思っているか詮索しつつ、こちらの懐ふところに潜り込んでこようという魂胆なのかもしれません。

　あるいは巡川さんに、わたしを籠ろう絡らくせよという指示を受けているのかも……。巡川さんは目的のためには手段を選ばないところがあります。

　わたしがぐっと警戒心を強めたとき……。

『……姉ちゃんのことなんだけどさ』

　テルさんは意を決した様子でそう切りだしました。

「申し訳ありませんが……って、え？　姉ちゃん？」

『うん、姉ちゃんのことで訊ききたいことがあって』

　巡川さんのことで？　いったいなにを？

「な、なんでしょう？」

『姉ちゃんって、いま好きなやつとかいるのかな？　都喜村さん、何か聞いてない？』

「はあ？」

『いや、だから……最近、姉ちゃんがちょっとおかしい気がしてさ……ほら、最近オレって薬師寺先生トレーニングでよく姉ちゃんに会ってただろ？　そのとき、違和感を覚えて……』

「どんな違和感です？」

『はっきりと、これだっていう違和感があるわけじゃないんだよ。でも……ときどき、いままでの姉ちゃんじゃこうはならないだろ、って反応が返ってきて……男ができると女は変わるって聞いたこともあるし』

「はあ」

『都喜村さん、いま姉ちゃんが旅行に行ってるの知ってる？』

　巡川さんは沖縄への調査に出向いています。『運命のあの子』のことを調べ上げ、そのフラグをへし折ろうと息巻いて。

「はい、知っていますけど……」

『──じゃあ、誰と行ってるか知ってる!?　まさかそれが男なんじゃ!?』

　切羽詰まった声です。

　わけがわかりません。どうしてテルさんが巡川さんの男性関係のことをこんなに気にしているのか、さっぱりです。まあ確かなのは、その相手が意中の方ではないということくらいでしょうか。『運命のあの子』と遭遇したポイントへ、先生を連れて行くわけにはいきませんから。

「お友だちと行くとは聞きましたけど、誰と行くかまでは」

『そ、そうか……ひょっとしたら、都喜村さんには何か話してるかと思ったんだけど……オレには姉ちゃん、何にも話してくれないから……』

「どうしてそんなに巡川さんのことを気にされているんですか？」

『どうしてって……自分の姉貴だし、気になるだろ』

　そういうものなんでしょうか？　わたしは一人っ子なので、わからない感覚です。

『姉ちゃんは昔から男っ気がまったくなかったんだ。男手が必要ならオレが協力してやればよかったし。だから、ちゃんとした男を選べる目がないと思うんだよな。変なやつに騙だまされてるんじゃないかって』

　これを聞いて、思わずむっとしてしまいます。テルさんの言うとおり、巡川さんが誰かを好きになることで変化を迎えたとしたら、その変化を引き起こしたのは先生です。その先生に対して、「ちゃんとした男」とか、「変なやつ」とかいう表現を使うのは許せません。

「巡川さんからすれば、テルさんの心配はありがた迷惑なんじゃないでしょうか？　だいたい、テルさんはずっと自由に恋愛してきたんですよね？　ご自分は気ままに色々な方とおつき合いしておいて、巡川さんには自由な恋愛を許さないって、ちょっとおかしいと思いませんか？」

『オレは別に女の子とつき合ったことなんてないよ！　それ、姉ちゃんが言ってたやつだろ？』

　テルさんは慌てふためいた声を出しました。

「……つき合ったことがない？　女性経験が豊富だと聞きましたけど……」

『それ、姉ちゃんが言ってるだけだよ。女の子と芝居の練習をしてたら、たまたまそういうシーンを見られることがよくあったんだ。恋愛脳の弊害ってやつだよ、まったく』

「その都度、きちんと説明しなかったんですか？」

『姉ちゃんが、自分の考えとオレの話のどっちを信じると思う？　つまり、そういうこと』

　……なるほど。巡川さんは昔から、暴君の名を欲しいままにしてきたようです。

　しかし、そうなるとまた別の疑問が湧き起こってきます。そんなに昔から巡川さんに横暴な態度を取られてきたというのに、テルさんはどうしていま彼女のことを我が身のように心配するのでしょう？

『とにかくさ、もし姉ちゃんから意中の男の話を聞くようなことがあったら、オレにこっそり教えてほしいんだ。オレの単なるおせっかいならいいんだけど、そいつに姉ちゃんが泣かされるようなことがあるのだけは我慢ならなくってさ』

「もし巡川さんが好きだというその人が、テルさんの眼鏡に適かなわなかったときは、どうするおつもりですか？」

『当然、どんな手を使ってでも別れさせる。姉ちゃんには怒られるかもしれないけど、そんなことオレは慣れっこだし』

「……お姉さんのことを大切に思っているんですね」

『まあね。ただ、それだけじゃない。オレが女の子とつき合えないのって、つまりは姉ちゃんのせいなんだよ。なのに、姉ちゃんはあっさり他の男とくっつくって？　そんなの許せるかってんだ』

「ど、どういう意味です？」

　話が不穏な方向に進んでいる気がします。まさか、彼らの姉弟喧げん嘩かに巻き込まれてしまうのでは……。しかし、

『──ほら、姉ちゃんって、美人だろ？』

　突然、テルさんが変なことを言いだし、わたしはぽかんと口を開けて固まりました。

「……は？」

『いや、別に同意を求めてるわけじゃないよ。客観的に見ても、姉ちゃんが美人なのはわかり切ったことだから。ここまで話せばわかるだろ？　そんな完璧な存在が身内にいたことが、オレの生まれの不幸だった。どうしても、いい雰囲気になった女の子と姉ちゃんを比べちゃって……その都度、ご破算になるってわけ』

　それからも、テルさんは巡川さんについて、聞いてもいないことをぺらぺらと話し続けました。

　な、なるほど……。

　テルさんは、どうやら常軌を逸するほどのシスター・コンプレックスのようです。こんな人が現実に存在するのか、と一瞬啞あ然ぜんとしてしまいましたが、それは兄弟がいないわたしの穿うがった見方なのかもしれません。先日、テルさんが巡川さんから直々に「薬師寺先生トレーニング」を受けると聞いたとき嬉うれしそうにしていたのは、彼の中にあるお姉さんへの異常な愛情がそうさせていたのでしょう。

　わたしは、テルさんのことを誤解していたことを申し訳なく思うと同時に、若干引いてしまいました。

　とはいえ、いまの状況を冷静になって考えてみると……。

　巡川さんの恋路を邪魔しようとする人の出現は、わたしにとって追い風と言えなくもないわけです。

　黒船をしのぎ切る共同戦線のために派遣された存在。

　テルさんは、事と次第によっては、もっとそれ以上に重要な役割を担になってくれる方かもしれません。

　お風ふ呂ろからリタさんが上がってくる気配を感じて、テルさんとの通話はそこまでになってしまいました。しかし、わたしの頭の中は良いいアイデアを求めて回転し続けていました。
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　思えば、しおりからまた聞きした錬太郎の『運命のあの子』は、この島にある民宿の手伝いをしていたというだけで、当時この島で暮らしていた必要はないのだった。アタシは勝手な思い込みを恥じ入るのと同時に、自分の思わぬ幸運に感謝した。

　まさか、『運命のあの子』が帰省しているときに、たまたまこの島を訪れることができるなんてついている。最悪、ここでその正体をつきとめたあと、彼女が日ごろ暮らしている九州の某所まで出向くことになる羽目だったわけだから。

「へー、レンちゃんって、そんな有名な漫画家さんになっとったの？」

　小波は嬉うれしそうにニコニコ笑いながらアタシの話を聞き終えると、あっけらかんとした様子でそう言った。

「漫画とか、あなたはあまり読まないかしら？」

「うーん、あんまりやねえ」

「そしたら、『増井さん増殖中！』のことも知らなかった？　アニメにもなったくらいだから、知名度はかなりあると思うけれど」

「ごめん、知らなかったわ」

　申し訳なさそうに手を合わせる小波。

　謝る必要はない。そっちの方が、アタシにとって都合はいいわけで。

「逆に言えば、それくらい有名だからこそ、アタシがこうしてここに出向いてきてるわけなんだけどね。錬太郎の記事は、ファンにとってそれだけ需要があるってことだから」

「えー、そしたらウチとレンちゃんの昔の約束のこと、記事にされちゃうわけ？」

「嫌？」

「ううん、嫌じゃないよ。でも、恥ずかしいなあ」

　そう言う小波は、小麦色の頰をほんのりと朱に染めている。

「実はさ、ウチもあの約束のことはずっと気になっとったんよ。子どものころの話やし、ウチもレンちゃんもちっちゃかったし、流石に無効やろとは思っとったけど」

「毎年、里帰りはしてるのよね？」

「そうそう。高校くらいまでは、結構そのために帰ってきてたところもあってね。おばあちゃんに、『ウチがいないとき、こういう人来てなかった？』って訊きいてみたりね。これ、この島での、ウチの持ちネタだったりするんよ。ちょっとロマンチックやろ？」

　いたずらっぽく笑う小波は、やはり誰からも好かれそうな雰囲気のある女性だった。この笑顔に、幼いころの錬太郎はやられたのかしら……？

　それにしても、持ちネタか。

　さっきアタシが倒れているとき、小波が和沙にこの話をしたのはそういうわけらしい。

　それから小波がポケットから取りだしたモノを見て、アタシは思わず前かがみになった。

　シーサーのかたちをした平べったい小物──上部にアクセサリー用のヒートンがつけられ、穴に紐ひもが通っている。そのまま、ちょっとしたネックレスとしても使えそうだ。

「……それが錬太郎と一緒に遊んだっていうリバーシの駒かしら？」

「そう、このシーサー可か愛わいいやろ？　でも、都会ではリバーシっていうんやねえ。ウチらはオセロって言ってるわ」

　いや、まあ呼び方はオセロの方が一般的かもしれないけれど。

「これ自体は珍しいもの？　あ、ちょっと写真を撮らせてもらってもいいかしら？」

「ええよ、どうぞ」

　小波に許可をもらってから、アタシはその駒の写真をデジカメに収めた。白の面と黒の面、一枚ずつ撮ろうと思ったものの、両面が黒色でおやっと思う。片方は、明らかにあとから塗料で黒く塗られている。その理由を訊きく前に、小波が口を開いた。

「……うーん、これって珍しいんかね？　確か、沖縄の空港で買ったと思うんよ。ウチがもっと子どものとき、おばあちゃん家にくる途中で買ってもらったはず」

「それを、ずっとここに置いてたってこと？」

「うん。まあ、そのとき忘れて帰って、そのままになってたってことなんやろうと思う。ごめんね、ちょっとよく覚えてないわ」

　アタシは、改めてその駒をしげしげと見つめた。

「錬太郎と一緒にいるとき、なんでこれをやろうって話になったの？」

「実は、レンちゃんが怪け我がしたんよね」

「……怪け我が？」

　これは初耳だ。しおりから聞いたときには、そんな話は出てこなかった。

「海で一緒にカニ獲とりしてたとき、レンちゃん、転んで足をくじいちゃったんよ。レンちゃんのお父さんお母さんはそのあとスキューバ・ダイビングの予約してたんやけど、レンちゃんがそんな状態やったらできないやろ？　だからキャンセルしようかって話になったんよ。でも、レンちゃんが気を使わなくてええって言って」

　そうして、錬太郎は民宿の部屋で一人留守番になった、と小波は説明した。

「ウチもレンちゃんを引っ張り回しちゃった自覚があったし、怪け我がの責任を感じとったから、『任せて、面倒見とくよ』って言って。そのあと、家の中でできる遊びがないかなって探したら、ちょうどこのオセロが出てきたわけ」

「なるほど」

「でもレンちゃん、めっちゃ負けず嫌いでさ。カニ獲とりでもかけっこでも、何でも勝たないと気が済まないわけ。でも子どものころなんて、だいたいのことは年上の方が有利やろ？　それまでウチに負けてばっかりやったのに、オセロでは最初の一回目で勝てたもんやから、のめりこんじゃったんよ。そっからは、ずっとオセロばっかり」

　話を聞く限り、小波は気のいいお姉さんという感じだった。遊びにつき合ってもらってるうちに、旅行中という感情の高ぶりも手伝って、相手にときめいてしまったというのが真相というところだろうか。そこに怪け我がというアクシデントがついていれば、なおさら。

　つまりは、よくある話……。

　別に、この経験が錬太郎の特別な才能に繫つながっているというわけではなさそうね、とアタシは自分を強引に納得させる。

「レンちゃんの一家って離島めぐりでプランを組んでたから、その次の日にはこの島から出て行く予定だったんやけどね。自分は怪け我がしてるからここにいるって、レンちゃんが意地張っちゃったんよ。流石に島に一人で置いとけんって、そこはもうご両親が折れちゃって。それから、一週間くらい一緒におったねえ」

「迷惑じゃなかった？」

「ぜーんぜん！　可か愛わいい弟ができたみたいやったよ。……うん、でもまあ、そう考えてたからこそ、レンちゃんがウチのこと『好き』って言いだしてびっくりしちゃったんやけど」

　照れくさそうに頰をかく小波。

「流石にもうレンちゃんたちも帰らないといけないってときに、レンちゃんにオセロで最後の勝負を挑まれてね。『勝ったら、ぼくと将来結婚して』って。びっくりしたけど、ウチもノリで『ええよ』って返して」

「それで、錬太郎が勝ったの？」

「うん、ほら、見て。これが、ウチが負けた証あかし」

　小波はリバーシの駒をテーブルに置き、塗料で黒く塗りつぶされた面を表にした。

　……なるほど、この黒塗りにはそういう意味があったのか。

「駒の白い面を黒く塗って、真っ黒にしたんよ。逆に、レンちゃんは黒い面を白く塗ってね。お互いにそれぞれの駒を持って、約束を忘れないようにしようって誓ったんよね」

「……ロマンチックね」

　にもかかわらず、漫画にのめりこんでその情熱を忘れてしまうとは。

　とはいえ、小学校の低学年のころなんて、みなそんなものだろう。興味の対象なんてころころ変わるし、記憶力だってまだまだ曖昧なはずだ。小波も当時、錬太郎と同じくらいの年齢だったら、ここまで詳細に物事を覚えていなかったのではないか。

　ともかく、これでだいたい錬太郎と『運命のあの子』の間にあったことを把握できた。

　出鼻をくじかれたときはどうなることかと思ったけれども、全体的に見れば大きな幸運に恵まれた一日だったと思う。

　情報収集はオーケー。あとは、どうやってアタシだけのあの計画を遂行できるか……。

　それからもアタシは小波と話を続け、錬太郎と彼女の思い出を詳細に聞きだした。

「……和沙ってすごいんやねえ」

　話がひと段落したところで、小波がぽつりとそんなことを言いだし、ようやくアタシはこの旅に同行者がいることを思いだした。

　和沙はこの島の住民と思われる老人たちに囲まれ、和気あいあいと場を盛り上げていた。かなりお酒も入っているようだ。

「ほんと、あの子はどこでも生きていける性格をしてるわ」

　この旅の一番の目的だった『運命のあの子』を見つけだせたことで、アタシはすっかりと心のつかえが下りていた。明日からは、普通に和沙と旅行を楽しんでもいいかもしれない。

「レンちゃんはどう？」

「ん？」

「東京で上う手まくやれてる？」

　相変わらず柔和な笑みを浮かべながら、訊たずねてくる小波。

「そうね。ま、手はかかるけど、昔より世渡りの仕方は覚えたんじゃないかしら」

「そっか、よかった。ウチもまた今度レンちゃんの漫画読んでみるね。ファンレターとか出していい？」

「構わないわ」

　どうせ内容は一度、担当編集が確認するわけだし。そのタイミングで検閲じみたことだって可能なわけだ。

　純粋そうな小波と自分を比較して、少し自己嫌けん悪おの念を抱いたけれど、これもすべて錬太郎を手に入れるため。

　すぐに気持ちを切り替えると、それからアタシはお店が閉まるまで、ここにある陽気な雰囲気に身を任せた。
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　青い海。照りつける太陽。

　そして熱を帯びた浜辺で、キャーキャーとにぎわうリア充たち。

「……心が折れた。やっぱり俺にナンパなんてできるわけがなかったんだ……」

　俺はビーチパラソルの作る影の下、膝を抱えたまま絶望的な気分を味わっていた。

　今日のためにやってきた修行の成果を見せるべく、浜辺のギャルたちに声をかけてみたものの、返ってきたのは「なんだこいつ……」と言わんばかりの白い目だった。

　思えば、俺がこの日のためにやってきた練習など、所詮ナンパをされたことのない茶さ菓か上がみとのロールプレイングに過ぎなかった。

　自分の名誉のために言うが、俺は結構練習どおりにやったつもりだ。つまりは、どうもその練習自体が間違っていたようなのである。間違った設計図で何かを組み立てようとしても、正しく組みあがらないのと同じこと。結果、どんなに誘っても跳ね返されるのは当たり前というもの。

「せ、せめて誘い文句だけでも、もう少しレベルを下げるべきだったんじゃないか？　そこを分相応にしていれば、もっと食いつきがよかったものを！　ああ、完全に失敗した！」

　俺とて馬鹿ではない。闇雲に行くのではなく、きちんとした成功例を調べようとした。

　その段階で茶菓上が教えてくれたのは、誰もが知っているくらい有名な野球選手が、のちに彼の奥さんになる女性をナンパしたときの誘い文句だった。

　最初に聞いたときは信じがたい内容だったものの、ネットで調べると本当らしい。

　そうやって、その成功例をきちんとファクトチェックしたところまではよかった。

　だが、それは自分が有名な野球選手だった場合など、相手にとってこちらの能力や魅力が明らかになっているときにのみ有効なのでは、と疑うまでには至らなかった。俺はほとんど盲目状態になって、水着ギャルたちにこう話しかけたのである。

　──ドドンパはお好きですか──

　……結果は前述。白い目の雨あられ。

　いや、いまから思うと、逆によくその人のナンパは成功したな。明らかに変人だろ、そんなの。

「元気出しなよ、薬やく師しくん」

　隣に座る茶菓上が、のほほんと俺を慰めてくる。

　被害妄想かもしれないけれども、能天気そうにジュースをストローでチューチュー吸う彼女の目が、心なしか俺を嘲っているように見えた。

「まさか茶菓上……俺を騙だまそうとしたんじゃあるまいな……？」

「え？」

「変なことを教えて、わざとナンパを失敗させようとしたんだろ」

「な、なにを根拠に……」

　さっと目を逸そらす茶菓上。

　やっぱりこいつ、怪しいぞ！

「だっておかしいじゃん！　なんでドドンパなんだよ！」

「薬師くんも乗り気だったくせに！　ドラゴ〇ボールの技名みたいでかっこいいって！」

　それを言われるとつらいんだよな。確かにあのときは、ちょっといいなって思ったし。しかし、この際そんなことはなかったことにしよう。

「……同類である俺が青春をエンジョイしそうだったから、邪魔しようと思ったんだろ。きっとそうだ」

「ひどいぜ、私はずっと薬師くんの味方だというのに」

　どの口が言うんだよ。

　だいたい、今日の始まりからしておかしかったんだ。

「はー、茶菓上を信用した俺が馬鹿だった……」

　ここぞとばかりに、俺はいじけてみせた。

「茶菓上には裏切られてばかりだ。水着の勝負でも卑ひ怯きような手を使うし。俺はこの日のために絵まで描いてきたんだぞ。それを……」

「でも薬師くんは、私にはこの水着が一番似合うって思ったんでしょ？」

　まったく悪びれた様子もなく、茶菓上は胸を張る。

　いま彼女は、俺があの日の百貨店で最初に目をつけたワンピースタイプの水着を着ていた。

　似合ってる。そりゃあ、もちろん似合ってるけどさ……。

　勝ちを確信しながら更衣室の前で待っていたとき、この水着を身に着けて出てきた茶菓上を見て、俺はしてやられた気になった。

　まさか茶菓上のやつが賭けに勝つために、あれほど渇かつ望ぼうしていたビキニ型の水着を諦めるとは！　当然、抗議をしたものの、なし崩し的に賭けは俺の負けになり、茶菓上はまんまと俺から『なんでも言うこと聞く権』をせしめてしまったのである。

「……権利を何に行使する気だ？」

「さあね～。ま、私が困ったときに何か手伝ってもらおうかな～」

「無給で働けとか？」

「いまも無給みたいなもんじゃん」

　確かに、俺はいま茶菓上のアシスタントをしていて、己の天才的な漫画の才能にふさわしい報酬を得ているとはいいがたい。まあそもそも暇だし、少しでも漫画作業にかかわってないと感覚が鈍るから、現状に不満があるわけではないけれども。

「……ひょっとしたら、漫画以外のことで頼むことになるかもね？」

　そのとき、茶菓上がぼそっと言った。

「漫画以外ったって、俺も茶菓上も漫画以外の趣味なくない？」

「ほら、たとえば今回みたいなときとかさ」

「どういうこと？」

「ナンパの練習をさせて、とか」

　言いながら、こちらをちらっとうかがう茶菓上。

「……薬師くんみたいに、私も彼氏が欲しくなるときがくるかもしれないじゃん。そういうとき、手伝ってもらおうかなって」

「漫画の連載が終わらない限り無理だろ」

「どうして？」

「だって忙しいじゃん。俺が連載始めたてのころなんて、死ぬんじゃないかって思うほどしんどかったぞ。そんなとき、恋人なんて作ってる暇ないだろ」

「私は別に忙しくないけどね？　ほら、自称天才漫画家の有能アシスタントがいるし」

　茶菓上はクスクス笑って言った。

　まあ、確かに忙しかったら海になんて来てないよな。都喜村さんがアシスタントをしてくれるようになるまで、すべての作業を一人でやっていた俺のときとは違って、茶菓上は余裕があるように見える。連載作品自体も、ある程度きちんと世界観を固めてから走らせているがゆえに、ラブコメのような短話完結ものと違い、毎回毎回ネタに詰まるということもないのだろう。

　──と、そこまで考えて、俺はおやっと思った。

　……あれ、ひょっとして、いま俺たちって結構いい雰囲気なんじゃない？

　俺は隣に座る彼女を、まじまじと見つめた。

　最初、騙だまされたと思って憎らしく映っていたその水着姿。しかしいまそんな偏見を捨てて見てみると、めちゃくちゃ似合っているではないか。うーん、流石は俺。あの三つのビキニよりも、茶菓上の魅力を引きだしている。

　まあ、つまり一言で言うと。

　隣に座っている女の子はとても可か愛わいかった。

「どうしたの、薬師くん？」

「え？　あ、いや……」

　君を意識していましたなんてもちろん言えるわけがなく、俺はあたふたと慌てふためいた。

「ひょっとして、私の水着姿に見とれちゃった？」

「だ、誰があ！　今日一日ずっと見てたんだぞ！　いまさらなんでそんなこと……」

「えー、だって目つきがいやらしかったし」

　こういうときだけするどいな、この天然娘！

　てか、なんかラブコメみたいなことになってんな、俺たち！

　しかし、俺とてプロのラブコマーのはしくれ。ここで誤魔化そうとすれば、そうしようとした者が墓穴を掘ると相場が決まっている。少なくとも、俺が作者ならそうする。

　ゆえに、ここは誤魔化してはいけないのだ！

「ならば正直に言おう！　確かに、俺は茶菓上の水着に見とれていた！」

「……ふえ？」

「だったらなんだというのだ！」

　居直ってみせる。これが、このシチュエーションでの最適解に違いない。

　これで形勢は逆転し、茶菓上は照れ散らかすだろう。

　そんな彼女を前にして、俺が「流石は俺の選んだ水着、最高だぜ！」とでも続ければ、茶菓上は「水着の話だったのか、薬師くんの馬鹿！」と、こうくるはずだ。

　そして、茶菓上不利のままこの場はうやむやになる。俺の勝ちだ。

　一瞬、どうして自分がマウントを取ろうとしているのかわからなくなったものの、気にしないようにした。こういうのは深く考えるものではない。

「……そうだよ。薬師くんのためにこの水着にしたんだよ。へへ、嬉うれしいな……」

　しかし茶菓上の反応は、俺が想定していたものと違った。

「ほら、さっき私、『彼氏が欲しくなるときがくるかもしれない』って言ったじゃん？」

　言ったな。でも、それが一体……。

　辺りには、妙な雰囲気が充満している気がした。ザザーン、と波の音が聞こえる……。




「もし……もしだよ？　もし、私が薬師くんに……」
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　──そのとき、聞いたことのあるアニソンが鳴り響き、俺と茶菓上は一緒になってビクリと身体からだを震わせた。

　慌てて音のする方を見ると、防水ケースに入っている茶菓上の携帯が音源のようだった。

「さ、茶菓上！　で、電話みたいだけど!?」

「わ、わー、ほんとだ！　いったい誰だろ!?」

　茶菓上が電話に出るのを横目に見ながら、俺は必死になって自分を落ち着かせようとした。

　いま、いったい茶菓上は何を言おうとしたんだろうか？

　ひょっとしたら、俺に告白しようとか……？

　──いや、それはない！　それは流石に妄想が過ぎるだろ！　きっと『私が薬師くんに……ナンパの手伝いをしてほしいって言ったらやってくれる？』とでも言おうとしたんだ！　きっとそうだ、うん。

　期待してはいけない。期待すればするほど、違ったときの苦しみが大きくなるからな。

　そんなことを思いながらも、俺はそわそわしながら茶菓上の電話が終わるのを待った。

　彼女はしばらくして、無言で携帯を置いた。

　さあ、マイハニー！　いったいさっき何を言おうとしたんだい!?

「薬師くん……」

　茶菓上の声は沈んでいた。

「……え？　どうかした？」

「……私の連載、次で打ち切りだって」

　茶菓上は、真っ白に燃え尽きた様子で笑っていた。
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「あの茂も歩ふ奈なと増ま澄すみの中身が入れ替わってしまう話は、とても面白かったデス！」

　今日のリタさんは、ずっと目を輝かせっぱなしでした。

　それもそのはずで、今日は彼女が大ファンである先生をわたしの家にお招きして、会う約束をしていた日なのですから。リタさんは、わたしたちが用意した替え玉のテルさんを、すっかり本物の先生と思いこんでいるようでした。

「二人の生体の違いについての描写が生々しくて、海外ファンの間では二人の中間キャラをちょっとグロテスク化したファンアートが流は行やっていたデス！」

「あの話はかなり挑戦的な話だったと思うよ。描くために、ケモナー属性に理解のある他の漫画家先生に色々話を聞いたんだ。おかげで勉強になったな」

　テルさんはリタさんの話に、すらすらと言葉を返しています。巡川さんが彼にどのような特訓を施したのかは知りませんが、思っていた以上に先生役が上う手まく務まっています。

　この調子なら、心配するような事態にはならなさそうです。

「茂歩奈は海外人気がありますよね」

　わたしは二人に調子を合わせようと、そう言いました。

「イエス、彼女のキャラクター性はすばらしいの一言デス！」

「まあ、俺が初めてやったキャラじゃないんだけどね。やっぱり昔ながらのテンプレートっていうのはありがたいよ。ほら、いきなり獣人とか出したら読者が引いちゃうからさ。受け入れ準備ができないわけだから、当然なんだけど。そこを『満月で変身する狼おおかみ人間』って要素を付け加えるだけで、『ああ、なるほどアレね』って考えてくれる」

　テルさんの言葉のとおり、茂歩奈は満月で変身する狼おおかみ人間のヒロインです。

　本名は増井茂歩奈。

　ふとしたきっかけで主人公の増澄と中身が入れ替わったときは、増澄の身体からだの中にいる茂歩奈が変身するのか、それとも増澄がいま入っている茂歩奈の身体からだが変身するのか判断がつかず、ひと悶もん着ちやくが起きました。重要なのは、中身なのか肉体なのかというテーマを含んだ面白い話だったと思います。

「キャラを好きになってもらうためには、当然だけどそのキャラのことをよく知ってもらわないといけないからね。彼女は他のヒロインとはちょっと違う生い立ちだったから、主人公との入れ替わりによって、読者に彼女の生活を疑似的に体験してもらったんだ」

「Ｏｈ、それが作者の気持ちというやつデスね!?　国語のテストに出るデス！」

　今日まで一緒に生活してみて、リタさんがやはり偏った日本の知識をお持ちの方だというのはわかっていました。

「それにしても、薬師寺センセーはどうして、ヒロインレースの早い段階で茂歩奈を脱落させたデス？」

「……え？」

「いい機会だから、作者の気持ちを聞いてみたいデス！」

「あー、なるほどね……。うん、まあ、せっかくの機会だからね……」

　いままで順調だったテルさんの受け答えが、突然怪しくなります。これは巡川さんとのトレーニングでも、カバーしていない質問だったのでしょう。

　わたしは、慌てて助け船を出しました。

「茂歩奈は一いつ匹ぴき狼おおかみだからこそ映えるキャラだって、以前に先生はおっしゃってましたよね？」

「そ、そうだね」

「つまり彼女の精神的な独立を早めようという意図があったんです。いつまでも主人公に固執していては、それが望めませんからね」

「学術的デース！　ラブコメは奥が深いのデスね！」

「まあ、オレはプロのラブコメ描きだからな。う、うは、うはは……」

　先生はそんなに自信なさそうに笑いません。ちょっと想定外のことで揺さぶられて、ボロが出始めているようです。

「ヒロインレースの勝者は一人です。ならば最後まで争って深い傷を負うよりも、早期脱落した方がキャラにとっていい場合もあるでしょう。先生はどのキャラへも思いやりを持って描かれていますから」

「だったら、どうしてセンセーは勝者を姫ひめ乃のにしたデス？」

「……どうして、とは？」

「しおりから、先生の一番好きなヒロインは詞し砂ずなと聞いたデス！　キャラのことを思いやるなら、詞砂を勝たせるべきだったのではないデス？」

　言いながら、わたしの方を嬉うれしそうに見つめるリタさん。

「詞砂はしおりにそっくりデス！　そして、センセーと恋人関係にあるしおりとそっくりな詞砂が一番のお気に入りになるのは当たり前デス！　どうして自分の一番を、ヒロインレースで勝たせなかったデス？」

「詞砂が一番……？」

　今度はテルさんが、訝いぶかしげな目でわたしの方を見つめます。

　これには困りました。どうやら、彼は混乱しているようです。巡川さんのことですから、先生のお気に入りは、ご自身によく似た海み凪なぎだと彼に吹き込んでいたのでしょう。

「嫉妬ですよ、それは」

　テルさんに代わって、すかさずわたしは答えました。

「嫉妬デス？」

「つまり、先生は詞砂を増澄に渡したくなかったのです。いくら自作の主人公とはいえ、その辺の線引きはしっかりしておかないといけませんからね」

「Ｏｈ、ドロドロの三角関係デース！」

　キャーとハイテンションに叫んで、リタさんはわたしたちを羨ましそうに見つめます。

「センセーとしおりは理想的なカップルデス！　お互いのことを理解し合っていて、趣味も同じデス」

「それはそうかもしれませんね」

　理想的なカップル。素敵な響きです。

　ただ、ここにいるテルさんは先生の演技をされているだけですが。

「海外にいると、なかなか趣味が同じボーイフレンドと出会えないデス……だから、しおりたちが羨ましいデス」

「趣味を理解してくれる方はいるんじゃないですか？」

「理解はしてくれても、それはちょっと違うデス。同じことを話し合ったり、同じものを見て笑ったりできないと、やっぱり楽しくないデス」

　それからリタさんは、いつか先生のような素敵なボーイフレンドを作ってみせると息巻きました。

　危ないところでした。やはりわたしと先生がおつき合いしている設定にしておいてよかったです。そうやって牽けん制せいしていなければ、リタさんは先生にちょっかいを出していたかもしれませんから。

　ともあれ、これでわたしたちの大きな懸け念ねんの一つだった黒船の脅威は、なんとかしのげそうでした。

　リタさんが途中でお手洗いに行ったタイミングで、わたしはテルさんにねぎらいの言葉をかけました。

「もう少しです。最後までわたしがサポートしますから、がんばってくださいね」

「……ヒヤヒヤするよ。正直、舞台より緊張する」

「すごく上う手まくできていますよ」

「そりゃ、ありがたい」

　テルさんは苦笑して肩をすくめ、

「──なあ、都喜村さんって、薬師寺先生のこと好きだろ？」

　と、いきなりそんなことを訊きいてきました。

「な、え、どうして……？」

「どうしてって、丸わかりじゃん。ああ、姉ちゃんの好きなやつも、これくらいわかりやすかったらいいのに……」

　こんなときにまで巡川さんの名前を出すとは、テルさんはやはり重度のシスコンなようです。

　だいたい、わたしの態度を見ていて先生への好意に気づくなら、巡川さんからトレーニングを受けている間に、彼女の先生への好意にも気づきそうなものですが。

「それにしたってなあ。やっぱりオレは、都喜村さんが姉ちゃんのことで何か知ってるって確信したね」

「ど、どういうことです？」

「一つずつ物事を追っていった結果さ。なんでこんな方法を依頼されたのかって、ずっと考えてたんだ。君が薬師寺先生のことが好きだっていうのなら筋が通る。どんな女であれ、大好きな先生には会わせたくないんだろ？　違う？」

　図星を突かれ、わたしはまた大きく戸惑いました。

　そんなわたしの反応を見て、テルさんは自分の考えに自信を深めたようです。

「やっぱそうだろ。となると次の問題は、なんで姉ちゃんがそんな都喜村さんの計画にわざわざ加担してるのかってことだ。あの姉ちゃんが、だぞ？　それで、姉ちゃんは何か君に弱みか何かを握られてるんじゃないかって思ったんだ。この推理、どう？」

　当たらずとも遠からず、というところではないでしょうか。

　テルさんに本当のことを話してしまうのもいいかもしれません。

　巡川さんの恋愛について否定的な態度でいるようですし。

「ごめんなさい。巡川さんには、口止めされていたものですから」

「ってことは、やっぱり何か知ってるんだな!?」

　わたしが匂わすような態度を取ると、テルさんはすかさず食いついてきました。

　これでいいんです。

　──ヒロインレースの勝者は一人──

　さきほど自分で言った言葉が、頭の中で何度もリピートされています。

　他の方たちに遠慮していて負けるくらいなら、少しでも大胆な方法を取って勝利の可能性にかけるべきです。

「……テルさんがいま演じている人こそ、巡川さんが好意を寄せている人です」

　わたしは、決意とともにそう告げました。
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　茶菓上の言い方には語弊があった。

　次で打ち切り。

　俺はてっきり、いま描いている話の次でもう最終回なのかと思ったのだが、そうではなくて、次に打ち切られるとしたら自分の作品になる、という意味のようだった。

　どうやら今日編集会議があって、人気の低迷していた作品が一つ打ち切られたらしい。

　人気で考えると、その作品と茶菓上の作品とはそこまで差がなかったらしく、彼女の担当編集はいよいよ打ち切りラインが迫ってきたと考えているようだ。

「……いや、絶対にこれは陰謀だよ。楽山さんが私の作品を打ち切ろうとしてるに違いない」

　茶菓上は不平っぽく唇を尖とがらせる。

「そんなわけないだろ。担当作品を自分から打ち切ろうとする編集がいたら、そんな人は転職した方がいい」

「でも、心当たりがあるんだよ」

　あったらマズいだろ、と突っ込みそうになったけれども、ひとまず彼女の言い分を聞くことにする。

「……どんな？」

「最近の私、全然楽山さんの言うこと聞いてない。多分あの人、めっちゃ腹立ててると思う」

「いや、なんで聞かないんだよ」

「だって、ほんとにどうでもいいところを直せって言ってくるんだもん。そんなところ直したところで、作品がよくなるわけないって思うのにさ。多分、そういうことを通して従順さのチェックをしてるんだよ」

「それがほんとに、どうでもいいところかどうかはわからないじゃん。描き手にとっては些さ細さいなところでも、読み手の受け取り方が違ってくるとか」

「薬師くんだって、萌絵ちゃんの不満言ってたじゃん！　萌もえ暴君とかニックネームつけてたくせに！」

「不満を言うのと、指摘を全部突っぱねるのとは違うだろ」

　すると、茶菓上はしょんぼりとうつむいてしまった。

「……薬師くんは、私が悪いっていうの？」

　こういう顔をされるのは困る。特に、いつも能天気そうな茶菓上がやるとギャップがすごい。

「い、いや、こういう考え方もあるってだけでさ……俺は楽山さんのことよく知らないし、ほんとに茶菓上が言うような人なのかもしれないし……」

「私が正しい。楽山さんには赤い血が流れてない」

「とにかく、まだ打ち切られたわけじゃないんだから、これからどうするかを考えようぜ。俺にできることがあったらもちろん手伝うし」

「じゃあ、もう一生養って！　私には漫画の才能なんてなかったんだあ！」

　突然発狂し、髪をぐしゃぐしゃとかき乱す茶菓上。

「う、後ろ向きになるな！　らしくないぞ！」

「うるせー！　所詮、私なんてこのままニートまっしぐらで、職業欄に『家事手伝い』とか書くようなタイプの人間になるんだあ！」

　こいつは重症だ！　なんとか立ち直らせる方法はないものか……と首をひねっていたとき、俺は頭の中で悪魔のささやき声が聞こえた。

『……茶菓上はいま弱ってる。これはお前にとってチャンスだぜ』

『な、なに!?』

『いま彼女は「養って」って言っただろ。もちろん冗談だろうが、それを本気にした体で話をすすめるんだ。大丈夫、いまなら勢いで何とかなる。茶菓上を恋人にすれば、お前は恋人ノルマを達成し、晴れて新しい連載を始められる。こいつが弱っているいまがチャンスだぜ』

『ば、馬鹿な!?　そんな人の弱みにつけこむ方法など言語道断！』

『お前みたいな陰キャが、正攻法でやって恋人なんて作れると思うか？　悪いことは言わない。俺の言うとおりにしておけ』

『……ううっ!?』

　悪魔の言葉は、俺を大いに迷わせた。

『た、確かに、俺は漫画しか取り柄がないダメ人間だ……』

『そのとおり。漫画の才能がずば抜けている天才漫画家というだけで、能力を平均化すればおよそカスに等しい人間のクズだろう』

『……ちょっと言い過ぎでは？』

　俺は自問自答を繰り返しながら、ついに一つの覚悟を決めた。

「──茶菓上！」

「うう、薬師くん……」

　茶菓上は涙目だった。

　やっぱり、誰かの弱みにつけこむ方法なんて俺には取れない！　こんな俺にだって、プライドってやつがあるのだ。

「俺が何とかしてやる！　だってお前、言ってたじゃないか！　俺と一緒にコミックノアで連載するんだって！　俺だって気持ちは同じだ！　いずれ一緒に連載するために、お前の作品をいま打ち切らせるわけにはいかない！」

「でも……」

「ほら、これ見ろよ」

　俺は防水ケースから携帯を取りだし、画面に今日のために描いてきた茶菓上の水着イラストを表示した。

「俺には知名度と、俺にしか描けないイラストがある。こいつを利用するわけだ。名づけて、ファンアート大作戦！」

「ファンアート……？」

「新しいＳＮＳアカウントを作って、そこに『ＶＥＮＵＳ』の二次創作キャラをアップしていく。俺の絵は特徴的だから、そのアカウントが本物の俺名義のものだってすぐわかるだろ」

　漫画がヒット作になるには、運に恵まれることも重要だ。ほんの些さ細さいなきっかけで、一気に作品の人気が上がったりする。業界でメディアミックスが重要視されるのは、その「きっかけ」作りをしようとしている面も多分にある。

「俺が茶菓上の漫画のインフルエンサーをやってやる。なーに、何の心配もいらない。俺に任せていれば、一、二週間もすれば、みんなが『ＶＥＮＵＳ』に夢中になっているだろうぜ！」

「でも、薬師くんってＳＮＳやめたんじゃ……」

　茶菓上の言うとおり、俺は以前ＳＮＳのアカウントを持っていたのだが、いまは消去してしまっている。『増井さん増殖中！』が炎上した際、誹ひ謗ぼう中傷ともとれるメッセージが多く来すぎたためだ。中には俺に殺意を向けるようなものもあって、アカウントを放置しているのはマズいと感じた。

　あのときには、あのときなりの恐怖感があったのだと思う。しかし喉元を過ぎれば、熱さを忘れるものである。いまはいまの危機に立ち向かわなければならない。

「まあ、きっと大丈夫だろ！　完結してから結構、時間も経たってるしな！　きっとみんな、快く俺の帰還を祝ってくれるはずだ！」

「そうかなあ」

「だから、心配するなって。……あ、でもな茶菓上、俺が手を貸すのには条件がある」

　言いながら俺が詰め寄ると、茶菓上はまた小さくなった。

「……何？」

「漫画家として、ちゃんと自分の担当と向き合うんだ。意見をぶつけ合うのが嫌で相手の意見を無視するとか、それってつまり描いてる漫画から逃げてるのと同じことだからな。そんな漫画家を手伝ってやるほど、俺はお人よしじゃない」

「わ、わかった……」

「声が小さい！」

「──わかった！」

　無理やり大声をださせてやると、茶菓上はすっかり吹っ切れた様子だった。

「……ありがとね、薬師くん」
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「俺のライバルなんだろ？　だったら、ライバルらしくしろよ」

「ごめんね」

　言いながら、茶菓上はニシシといたずらっぽく笑った。

　ようやくらしさを取り戻したな、と安心しながらも、俺は気弱げな茶菓上も結構可か愛わいかったなあと思った。
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●萌も絵え






　沖縄での滞在期間を終え、アタシは帰りの飛行機に乗っていた。

　もっともアタシたちの同盟が警戒すべきだった、錬れん太た郎ろうの『運命の子』。

　その正体を突き止め、二人の間にあったストーリーを掌握した。問題は、それをむつきとしおりにどう共有するかだ。いまアタシは、もっとも強い情報を握っていることになる。

　どちらも駆け引きで負ける相手ではないと思うけれど、唯一の懸け念ねんがあるとすれば、アタシがいない間、錬太郎と一緒に海へ行ったというむつきだ。彼女は天然なところがある分、行動が読みにくい。

　一方のしおりは、黒船への対応で手いっぱいのはず。それに真面目な彼女のことだから、アタシがみんなのために動いているというこの期間は、遠慮して錬太郎にちょっかいをかけることはないだろう。テルという鈴もつけておいたことだし。

　まあ、これからのことは東京に戻ってから考えることにしよう。

　全体的に見て、実りのある旅行だった。あらゆることについて噓うそを吐いて回った旅行だったけれど。

「どう、いい記事書けそう？」

　隣の席の和かず沙さが訊きいてくる。

　これも吐いた噓うその一つ。アタシは別に、上から記事を書けなんて言われてないのよ。

「そうね。ま、ボツをくらうかもしれないけれど」

「ここまでしてボツなんてあるわけ？」

「しょっちゅうよ。編集なんて、ボツを出したり、出されたりするのが仕事なんだから」

　そうやって予防線を張りながら、アタシは窓の外に目をやった。





●しおり






「しおりの漫画、完成したら見せてほしいデス！」

「はい。こちらこそ、是非リタさんに見てもらいたいです。またメールで送りますね」

「Ｏｈ、楽しみが増えたデス！　向こうで、しおりのパパさんと一緒に見るデス！」

　そう言って、リタさんはわたしにぎゅっとハグをしました。

　こうして彼女の滞在期間を終えてみると、リタさんはわたしたちが警戒しなければならないような方ではなかったような気がします。気さくで、明るくて、人を思いやる心を持った方でした。

　そんな素敵な人に噓うそを吐いてしまったことだけが心残りだったので、罪滅ぼしというわけではありませんが、わたしはこれからもリタさんと連絡を取り合い、日本のグッズで欲しいものがあれば何でもご用立てする、と彼女に約束しました。

「漫画が描けるようになれば、しおりは薬やく師し寺じセンセーともっと仲良くなれるデスね？」

「そ、そうですね……」

　わたしの気まずさを照れくささと勘違いしたのか、リタさんはクスクスと笑います。

「あなたの恋を応援してるデス、しおり！」

「ありがとうございます。リタさんも、お元気で」

　飛行機の搭乗口に向かっていくリタさんの姿が見えなくなるまで、わたしはその場から彼女の後姿を見送っていました。





●むつき






『最近、薬師寺先生が新しいＳＮＳアカウントを作られたことはご存知ですか？』

　打ち合わせの最中、楽らく山やまさんがそんなことを言って、私はおやっと思った。というのも、この人は用件以外の世間話をするような人ではないからだ。

　私は警戒しながら答えた。

「……知ってますけど」

『そこで「ＶＥＮＵＳ」のファンアートを大量に投稿されていることは？』

「知ってます」

『まさか、茶さ菓か上がみ先生が指示されたんですか？』

「違います。彼が、自発的にそうしてくれるって」

　なるほど、楽山さんは薬やく師しくんの活動を快く思っていないのだ。だってこの人は、私の作品を打ち切りたいから。

　最近、ネットやＳＮＳでは『ＶＥＮＵＳ』の話題が目に見えて増えている。正確な集計はまだだけれども、次のアンケートでの数字はかなり期待できる雰囲気があるらしい。

　ザマーミロ。私はそう簡単にやっつけられないんだぜ。他力本願この上ないけど……。

　そんなことを考えていると、

『……では、私の方から薬師寺先生にお礼を言っておきます。あの活動は、この上ない援護になりました。このまま読者が定着してくれれば、何とか打ち切りラインを越えられるかもしれません』

「え？」

『どうかされましたか？』

　どうもこうもない。打ち切りたかったんじゃないの？

「えっと、その……楽山さんはあの作品を終わらせようとしてたんじゃないんですか？」

『あのままなら、そうなっていたでしょう。しかし少しでも希望があるなら、最後まであがくべきです。「ＶＥＮＵＳ」は間違いなく面白い作品です。萌もえ系ではないからという理由だけで食わず嫌いしている読者さえ取り込めれば、おのずと火がつくと思っています』

　楽山さんの口から「面白い」などという言葉を聞いて、びっくりしてしまう。そういう風にあの作品が評価されているなんて、まったく知らなかったから。

『とはいえ、私も悔しいです。本来ならこちらがマーケティングすべきところを、薬師寺先生の善意に頼ってしまいました』

「楽山さんにも悔しいっていう感情があるんですか」

『ありますよ、もちろん。人間ですから』

　淡々とした口調でそう言われても、あまり説得力はなかった。

　とはいえ……。

　私は、ひょっとしたらこの人のことを誤解していたかもしれない、と思った。勝手に敵だと思い込んで、拒絶してしまっていた。きちんと話し合えば、いま楽山さんが言っていたマーケティングの方向性も一緒に定められていたかもしれないのに。

　担当と向き合え、と言っていた薬師くんの言葉を思いだす。やっぱり、薬師くんが正しかったのかな。

『ひとまず、薬師寺先生の連絡先を教えていただけませんか。直接お礼を言いたいので』

　しかし楽山さんに人間味を感じ取った瞬間、私は彼女を警戒の対象に加えていた。

　そうとも、私たちはいま新ヒロイン排除同盟を結んでいるのである。

　無表情系クールお姉さんとなれば、属性もバッチリ。危険な相手ではないか。

「い、いや～、私から言っとくからいいですよ～……あはは」

『そういうわけにはいきません。それとも、連絡先はうちの巡めぐり川かわから聞いた方がよろしいでしょうか』

　多分、萌絵ちゃんも教えないと思うんだよね。私と志を同じくしている同盟者だから。

　まあ、でもそっちに丸投げした方がいいか。私は知らない。萌絵ちゃんにパス。

「はい、巡川さんに聞いてください」

　私は、ペロっと舌を出してそう言った。





※






　東京から来たという漫画編集と別れたあと、伊い良ら波なみ小こ波なみはかつて将来を約束し合った少年、錬太郎のことを思いだしていた。

　インターネットで彼のペンネームを検索してみると、確かにあらゆる情報が彼を有名な漫画家だと示している。

　そんな中、小波は一つのネット記事を見つけておやっと思った。

　ネット掲示板のまとめニュースのようだ。タイトルは、かなり挑発的である。

『炎上漫画家さん、懲りずにＳＮＳでステマを行う』

　記事の中には、彼に罵ば詈り雑ぞう言ごんを投げつける人たちの意見がたくさんあって、小波は胸を痛めた。

　誹ひ謗ぼう中傷で芸能人が自殺したことがあってから、こうしたネットいじめに対する世間一般の意識が変わったものだと思っていたが、いまだに一部のネット利用者はこうした活動を行っているらしい。

　小波は、少しでもいま彼の味方がいるということを伝えようと思って、すぐにファンレターを書こうと思った。しかし、すぐにもっと簡単に気持ちを伝えられる方法があると気づいてハッとなる。

　そうして、小波は最近作り直されたという錬太郎のＳＮＳアカウントにたどり着いた。







[image: 第四章　絶対的勝ちフラグ]
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「ダメね。どれもグッとくるものがないわ」

　場所はいつもの喫茶店。

　俺が提出したネームを見て、萌も絵えさんはやっぱりそんなことを言った。

　新連載のための条件として、俺は恋人を作るように言われている。とはいえ、本当に面白そうな作品があれば、そんな条件など無視して連載を始められるはずだ。萌絵さんは理不尽なところがあるとはいえ、漫画に対する姿勢はとても真摯だし、その点に関しては俺も彼女を信用している。だから、こうしてダメもとでネームを出すことはよくある。

「逆に訊ききたいんだけど、錬れん太た郎ろうはこのいくつかのネームの中で、手応えのあるやつがあったかしら？」

「そ、そりゃあもちろん……」

「正直に言いなさい」

「……ありません」

　萌絵さんにすごまれて、思わず身を小さくする。本音だった。ヒロインレースを排除した一強ヒロインもののネームばかり提出したけれども、どれもパッとしない出来だ。

　すると、彼女はやれやれと言わんばかりに肩をすくめた。

「アタシだって、嫌がらせであんな条件を出したわけじゃないのよ。あなたは感受性が豊かだから、色々なことを体験すれば、漫画家としてもっと成長できると思ってるの」

「俺を随分と高く買ってくれてるんですね」

「当たり前でしょ。コミックノアで、あなたより面白い漫画を描ける漫画家なんていないわ」

　何かあったのだろうか？　萌絵さんがちょっとムキになっているような気がして、俺はおやっと思った。

「……ところで、錬太郎。またＳＮＳのアカウントを作り直すなんて、どういう心境の変化かしら？」

　萌絵さんは不機嫌そうな顔で頰ほお杖づえをつきながら、突然そんなことを言いだす。

　それで納得する。どうやら、俺が茶さ菓か上がみのサポートをしていることが気に入らないらしい。茶菓上は、萌絵さんとのプライベートでの関係はどうあれ、仕事上、他担当が受け持っている漫画家なのだから。

　誤魔化そうと思って、俺は話題を変えた。

「あれ、萌絵さんちょっと日焼けしました？」

「誤魔化さないで」

　ダメでした。

「まあ、その……ちょっと気分を変えようかなって。自分の連載も始められないし」

　暗に皮肉を言う。

「あなた、前にファンから叩たたかれすぎて病みそうになっていたじゃない。だからアカウントを削除したんでしょ？」

「そうですけど。いまはもう連載が終わってから、ある程度時間も空きましたし」

「今度はステマとか言われてるみたいだけど？」

「ちゃんと明言してるからステマじゃないですよ。いま茶菓上のアシスタントをしていて、応援している作品だからこそ、こうやって絵を描いてるって」

「そのことで、むつきの担当からお礼を言われたわ。気味悪いったらありゃしない」

　そう言ってから、萌絵さんはため息を吐いた。

「ひょっとして、他の人が担当してる漫画を援護射撃したから怒ってるんですか？」

「別に怒ってないわよ」

　噓うそだあ。その顔は怒ってる顔だもん。

「アタシは、あなたのことが心配なの」

「心配？　萌絵さんが？」

「当たり前でしょ？　一緒に作品を作ってきたけど、矢面に立つのはいつも作者のあなたなのよ。アタシが叩たたかれるべきところを、あなたが代わりに叩たたかれているときだってあったわ。そうでしょ？」

「いや、でも、最終的に描いてるのは俺なんで。萌絵さんが出してくれたアイデアに納得して描いてる以上、俺の責任でしょ」

「それが背負いこみすぎだって気がするのよ。で、今度はむつきのために叩たたかれるわけ？」

「大丈夫ですよ。俺、アカウントに来たリプライとか見ないようにしてるんで」

「それじゃ、ファンからの純粋な応援も無視することになっちゃうじゃない。アタシがアカウントを管理してあげるわ」

「ええ……」

　露骨に嫌そうな顔をしすぎたかもしれない。

「何よ、その顔？　ファンレターだってそうでしょ？　アタシのところで、ヤバそうなのは止めてあげてるんだから」

「え、そうだったんですか？」

　初耳だった。

「そうよ。同じように、リプライも選別してあげるから」

「でも萌絵さんにアカウント渡すと、茶菓上の応援ができなくなりそうで……」

「そんなにむつきのことが大事？」

　なんだその言い方。

　まるで「むつきとアタシ、どっちが大事なの？」みたいな感じじゃん。俺ってば、ヒロインから焼きもち妬やかれてるモテモテラブコメ主人公みたいじゃん。

　俺がどう言葉を返せばいいか悩んでいると、萌絵さんはまたため息を吐いて立ち上がった。

「？　どうしたんですか？」

「ちょっとトイレ行ってくるわ」

　萌絵さんはカバンをごそごそとまさぐって携帯を取りだすと、それを持ってトイレの方に歩いていく。

　ぽつんと一人テーブルに取り残された俺は、届いたデザートをもそもそと食べながら、今日の萌絵さんの調子がいつもと違うような気がするなあ、と考えていた。

　俺のことを心配するなんて、何か変なものでも食べたんじゃないか？

　そのとき、俺は萌絵さんのカバンから、長い紐ひも状のものが飛びだしていることに気がついた。

　何の気なしに引っ張ってみると、その先に繫つながった小石サイズの何かがコロンとテーブルの上に転がる。

「……なんだこれ？」

　ペンダントか何かだろうか。色は真っ黒。手に取ってまじまじ見てみると、それはデフォルメされた犬のような生き物のかたちをしていた。




　──瞬間、頭の中で光が弾はじけた。




　俺はこの物体をよく知っていたからだ。このデザインは犬ではない。シーサーだ。シーサーのかたちをしたリバーシの駒……。

「な、なんで萌絵さんがこれを持ってるんだ……？」

　慌てて裏返してみると、そっちの面も真っ黒だった。塗料で黒く塗りつぶされている。

　しばらくの間、俺はその駒を持ったまま動けなかった。頭が混乱していて、目の前の物事に対する理解が追いつかない。

　……え、どういうこと？

　俺は昔、この駒とまったく同じものを、とある女の子とペアで持つことになった。将来を約束し合った証あかしとして。

　リバーシの勝負をして、俺が勝ったから駒を白く、彼女は負けたから駒を黒く塗ったのだ。

　顔も名前も覚えていない少女。年が俺よりも上だったことくらいしか記憶にない……。

　年が俺よりも上……？

　確かに、あの子が成長していたとするなら、萌絵さんくらいの年齢のはず。

　ええ、でもそんな偶然ってある？

　いや、むしろ必然なのか？

　俺が彼女と交わしたあの約束は、ラブコメ漫画に登場する『運命のあの子』との約束に酷似している。漫画では、やたら都合がよくキャラが登場するよなあと思うこともしばしばだが、それらの背景にはすべて一つの力強い説得力があるのだ。

　だって、『運命のあの子』だから。

　再びめぐり合うからこそ、『運命』なわけだ。

　それから俺は、萌絵さんと出会ってからこれまでのことを、走馬灯のように思いだした。

　最初から、やたらと面倒見がよかったこと。

　連載し始めのとき、ファミレスで一緒に完徹して、ネタに詰まった『増ます井いさん』のシナリオを考えたことはよく覚えている。

　すぐに仲良くなり、名前で呼び合うようになったこと。

　あまつさえ彼女は俺の仕事場に入り浸り、そこで仕事をサボるようにすらなってしまった。他の漫画家にも同じようなことをしているのか、と訊きくと「あなた以外の漫画家にこんなことしたら、会社にチクられるに決まってるでしょ」と返ってきた。

　そして『増井さん増殖中！』に『運命のあの子』型のヒロインを登場させようとしたら、にべもなく反対されたこと。

　あれはひょっとして、俺に対する抗議だったんじゃないか……？

　俺はずっと萌絵さんと一緒にいたのに。

　彼女に気づかず、彼女と昔にした約束のことも忘れ、そのくせ漫画には『運命のあの子』を登場させようとしたのだ。

　最後に俺は、萌絵さんが新連載の条件として、俺に恋人を作るように要求したことを思いだした。あれはひょっとして、自分のことに気づいてほしいという彼女なりの精いっぱいのアピールだったのではないか。

　──いや、そうに違いない！

　だって萌絵さんは、俺の『運命のあの子』だから。

　この黒塗りのシーサーが、動かぬその証拠だ！

「さ、最低だ……最低だ、俺……」

　気がつくと、俺はガクガクと震えていた。

　こんなに近くに、昔、俺の思いを受け止めてくれた人がいたというのに。

　いまから思うと、萌絵さんの普段のきつい態度にも納得がいくような気がした。

　あれは要するに、ツンデレのツンの部分だろう。

　気づいてほしいのに、気づいてくれない。本当は甘えたいのに、甘えられない。その結果、ツンツンしてしまう。

　すべての言葉が、そういう背景から繰りだされていたとしたら。

　──あなたのことが心配なの。

　──そんなにむつきのことが大事？

　……か、可か愛わいいじゃないかあ！　萌絵さん、めっちゃ可か愛わいいじゃないか！

　俺がかつてない萌もえの波動を感じて苦しんでいると、背後からマイスイートハニーの声が聞こえた。

「……れ、錬太郎……？　あなた……」

「──萌絵さん！」

　ハッとなって振り向く。

　そこにいる立ちすくむ女性が、俺の目には天使の如ごとく美しく見えた。

　萌絵さんはシーサーの駒を握りしめる俺を見て、戸惑いを隠せない様子だった。





２






　仕掛けた罠わなに錬太郎がまんまとかかり、アタシは内心でニヤリと笑みを漏らした。

　これこそが、アタシが沖縄くんだりまで足を運んだ理由。

　アイデア自体は、しおりが提供してくれた。替え玉作戦。錬太郎の替え玉をテルがやったように、小こ波なみの替え玉をアタシがやろうという寸法である。

　絶対的勝ちフラグである『運命のあの子』に成り代わってしまえば、このヒロインレースでの勝利は確実なものとなる。

　前もってむつきとしおりの二人には、アタシが沖縄で調べてきた人物について、錬太郎の前では決して言及するなと釘くぎを刺しておいた。錬太郎に初恋を思いだしてほしくない二人は、迷わずアタシの言葉にうなずいた。こうしてアタシは誰にも邪魔されることなく、自分の『運命のあの子』乗っ取り作戦を遂行できるというわけだ。

「萌絵さん、これ……」

　錬太郎は真剣な表情で、リバーシの駒を見せてくる。

　これはもちろん小波が持っていた本物ではなく、彼女の祖母の家にあった他の駒だ。参考資料として一つ借りたいと頼んだら、小波が都合よく「返さなくていい」と言ってくれた代物である。当然、白い面を黒く塗る偽装工作もバッチリ。

「……見ちゃったのね」

　アタシは肩をすくめて言った。

「錬太郎……それ、覚えてる？」

「もちろん覚えてます。その口調だと、萌絵さんはあのとき約束したガキが、俺だってわかってたってことですよね？」

「東京であなたを見たとき、すぐあの子だってわかったわ」

「……どうしてすぐ言ってくれなかったんです？」

　錬太郎は、すっかり雰囲気に吞のまれている様子。いい感じね。

「だって恥ずかしいし、くやしいじゃない。こっちだけ気づいてるのに、相手は気づいてくれてないなんて」

「すみません……俺……」

「あーあ、まさかこんなところでボロを出しちゃうなんてね」

　アタシは錬太郎の手の上に載っているリバーシの駒をつまみ上げた。

　もちろん、カバンから紐ひもの部分がわざと飛びだすように細工してトイレに行ったわけだけど。ボロを出すどころか、すべて計画どおりである。

　その前にアカウント云うん々ぬんで心配していると話したのも、すべては錬太郎に『運命のあの子』を想起させるための作戦だ。小波はずいぶんと面倒見のいいお姉さんだったようだから。

「思いだすわ。レンちゃん」

　小波の呼び方を真ま似ねると、錬太郎はビクリと身体からだを震わせた。
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「あれから、怪け我がはすぐよくなったの？」

「……怪け我が？　俺、怪け我がなんてしましたっけ？」

「カニ獲とりをしに行ったとき、海で足をくじいたじゃない。だからスキューバ・ダイビングができなくなって、アタシと部屋でリバーシをやってたんでしょ？」

「──あ、ああ！　そ、そうでした！」

　錬太郎の目がキラキラと輝く。どうやらそのことは忘れていて、いま思いだしたらしい。

「俺、何をやっても萌絵さんに勝てなくて！　でも、リバーシをやったときはたまたま勝てて……すごく嬉うれしくて……」

「のめり込んじゃったのよね」

「あのとき、萌絵さん手加減してくれてたんですか？」

「さあね、どうだったかしら？」

　アタシは錬太郎から向けられる熱っぽい視線を感じて、高揚していた。

　そうそう、あなたはそうやってアタシに夢中になっていればいいの。やればできるじゃない。

「でも、楽しかったわ。それに嬉うれしかった。あなたが、アタシのことを『好きだ』って言ってくれたとき……」

「……俺はあのとき、ほんとに子どもでしたから」

「そうね。でも、いまも子どもでしょ？」

「そんなことありませんよ！」

　ムキになって前のめりになるのも計算済み。いまこの場は、完全にアタシが支配している。悪いわね、むつき、しおり。このレース、アタシの勝ちよ。

「萌絵さんって、いまつき合ってる人とかいるんですか……？」

「いないわ。いるわけないでしょ？」

「そ、そうですか……」

　ついにこの瞬間がきた。目の前でもじもじする錬太郎を見て、アタシはそうと思った。告白させたら勝ち。錬太郎はついに、アタシのものになる。




「……それ以上は言わせねえぞ」




　そのとき、アタシと錬太郎の会話に割り込んでくる声があった。

「……は？」

　驚いて声のした方を見ると、見知った顔が渋面を浮かべて立っている。

　え、テル？

　そこにいたのは、間違いなくアタシの弟のテルだった。

「──オレは納得してねえ！　あんたと姉ちゃんの間に、なにがあったのかは知らねえ。でも、絶対に認めねえからな！」

「ちょっと、テル！　あなた、なんでここにいるのよ!?」

「とある筋から、今日姉ちゃんがここでこの人と会うって情報をもらった」

「とある筋……？　いったい誰が……？」

「悪いが、正体を明かすなって言われてるんでね」

　しかし、アタシはすぐにその協力者をしおりだと悟った。

　しおりに鈴をつけておいたつもりだったのに、まさか逆にその鈴を利用してくるなんて。手段を選ばずに勝ちの目を拾いにいこうとするのは、アタシだけじゃなかったってことね。

「錬太郎、今日ここでアタシと会うことをしおりにしゃべったでしょ？」

「え？　い、いけませんでした？　昨日、電話で世間話をしているとき、萌絵さんと打ち合わせがあるって言っただけですけど……」

　やっぱりそうだ。

　錬太郎は、突然の闖ちん入にゆう者に戸惑っている様子だった。

「えっと、萌絵さん……この人誰です？」

「オレは巡めぐり川かわ萌絵の弟だよ、薬やく師し寺じ先生。いつも姉がお世話になっておりますってな」

　テルは見るからに喧けん嘩か腰ごしだ。

「あ、こちらこそお世話になってます……」

「自分の担当編集に手をだすなんて、漫画家ってのはずいぶんと品のない連中らしいな。そういうの、職権乱用って言うんじゃねえのか？」

「て、手を出すって……」

「いまあんたがしようとしてたことだよ！　とぼけんな！」

「ちょっとテル、いい加減にしなさい！」

　腹が立って、アタシはテルを𠮟りつけた。せっかくあと一歩で錬太郎がアタシのモノになっていたのに。テルの分際でアタシの邪魔をするなんて、身の程をわきまえなさい！

「姉ちゃんは黙ってろ。男のことなんて、何にもわかってないだろ？　同じ男の俺にはわかるんだ、こいつの中にあるドス黒い欲望がな！」

「あなたと錬太郎は違うわよ！」

「姉ちゃんは美人だから！　え、言ってみろよこのメンクイのクソ野郎！　どうせ内面なんて見ずに、外っ面の綺き麗れいなところしか見てねえんだろ！」

　いよいよテルは錬太郎に摑つかみかかった。

　一方の錬太郎は、卑屈そうに目を背けている。テルはいわゆるリア充っぽい見た目をしているので、錬太郎にとっては苦手なタイプだろう。

「いや、あの、なんかすみません……」

「なんであなたが謝るのよ！　ことなかれ主義はやめなさい！」

「ほら見ろ、やっぱりこんなやつは姉ちゃんにふさわしくないね！　だから言っただろ！」

「──テル！　いつからあなたはアタシにそんな口を利きけるようになったのよ！」

「姉ちゃんのためだ！　オレを責めて気が済むなら責めりゃいいさ！　でも、この場だけは絶対に引かねえぞ！」

　こんなに必死なテルの姿を見るのは初めてだった。

　もしかしたら、錬太郎のことについて、しおりから何か変なことを吹き込まれているのかもしれない。

　あの女、大人しそうな顔をしてやってくれるじゃない！

　誤解を解かなければテルは収まりそうもなく、アタシは苦渋の決断でこの場から撤退することにした。あと少し……本当に、あともう少しだったのに……。

「錬太郎、話の続きはまた今度よ。テル、ちょっと来なさい！」

「二度と姉ちゃんに近づくな！　わかったな！」

　錬太郎はバツの悪そうな顔をしたまま、ずっと目を逸そらしていた。
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　萌絵さんたちがいなくなってから、俺は周りから向けられる好奇の目に耐え切れなくなり、ファミレスからそそくさと退散した。

　まず俺はパリピっぽい人が苦手だ。ウェーイとか言いながら、夜クラブで踊ってそうな人。ついでに、イケメンもよくない。

　青春経験値の蓄積の違いからくる、青春レベルの差が俺をここまで卑屈にさせるのだと思っている。

「……弱ったな、まさか萌絵さんにあんな狂犬みたいな弟がいたなんて……」

　俺は路傍の石を蹴りつけながら、ぽつりと呟つぶやいた。

　さっきの萌絵さんの反応を見る限り、多分彼女には俺と昔にした約束を反ほ故ごにする気はないと思う。それを嬉うれしく思うのと同時に、俺は自分の情けなさを痛感してしまった。こっちはずっと、そんな約束などほとんどなかったものとして日々を過ごしてきたのだから。しかも、本人の目の前で。

　ただ、萌絵さんがこんな俺にもまだチャンスをくれるというのなら、更生してみせる。彼女の手を取って、バラ色の人生を歩むのだ。

　萌絵さんはちょっとキツいところがあるけれど……なーに、愛さえあればなんとかなる。

　問題は、さっきのテルさんとかいう弟だけ。

　萌絵さんは誤解があるとか何とか言っていたけど、それをきちんと解いてくれるだろうか？

　正直、面と向かってやり合いたい相手ではない。

　……いや、しかし考えようによっては、これはラブコメの神様が俺に与えた試練なのでは？

　ロミオとジュリエットの如ごとく、周りは俺たちの愛を邪魔しようとする。しかし、それを乗り越えてこそ二人の愛はより強固に結びつくのだ。

　いまの俺には、ポジティブシンキングで物事を捉える余裕があった。

　何せ、『運命のあの子』が俺の目の前に姿を現したのだから。

「幸運の青い鳥は身近にいるってのは本当だったんだな！　俺のそばには、ずっと萌絵さんがいてくれたんだ！」

　漫画家と編集。ともに漫画を作るパートナーとしてだけでなく、彼女は俺のストレス管理までしてくれていたらしい。

　ファンレターも選別して、俺が見ても大丈夫なものだけを渡してくれていたというのも初耳だった。

　そのことに胸を熱くしながら、自分の携帯を取りだす。いまの俺には、痛みが必要だった。それは贖しよく罪ざいのためであり、同時に彼女の愛を確かめるためでもあった。

「いいか、俺！　本当なら、これが俺の負うべきダメージだったんだぞ！」

　作成したＳＮＳアカウントにログインし、一つ前に投稿したファンアートに来ているリプライに目を通す。

『相変わらず、キモい絵ですねｗｗｗ』

『「ＶＥＮＵＳ」に風評被害が広がるので、いますぐこういうことやめてくれませんか？　一ファンとして迷惑です』

『他人のフンドシで相撲とってんじゃねえよ、カス』

『死ねゴミ』

『二度と漫画描くな』

　一瞬で心がしおれそうになる。ええ、ここまで言わなくてよくない……？

　しかしこうした罵ば詈り雑ぞう言ごんを、淡々と萌絵さんが片づけてくれていたのだ！

　そう、愛ゆえに！　愛というのは、なんとすばらしいのか！

　そうやって痛みと歓喜にもだえているとき、俺はリプライ欄のもう少し下の方に、写真つきのリプライが届いていることに気づいた。

『他の人がどう言おうと、レンちゃんのこと応援してます！　がんばって！』

　……レンちゃん？

　その呼び名におやっと思ったものの、写真を開いていてすぐ納得できた。

　そこには、先ほど萌絵さんが持っていたあのリバーシの駒の写真が写っていたからだ。

「……萌絵さんってば、可か愛わいいことしちゃってえ」

　俺はニヤニヤと笑いながら、そのリプライをお気に入り登録した。

　つまりは、萌絵さんが第三者のふりをして俺にリプライを送ってくれたというわけだ。

　応援している人がいるというだけで、他の罵ば詈り雑ぞう言ごんを投げつけてくる人への牽けん制せいにもなるだろうし。やっぱり、あの人は俺へのケアを欠かさない。なんてすばらしい女性なんだろう。

　早速、俺は彼女のアカウントをフォローした。

　向こうもすでにフォローしてくれていたので、これで相互フォロー状態になり、秘密裏にダイレクトメッセージを送り合うことができる。

　俺はすかさずメッセージを送ることにした。

「フォローありがとうございます。愛を込めて。あなたの錬太郎より」

　ちょっとキザすぎただろうか？　……いや、これくらいどうということはない！

　多分、萌絵さんはさっきの狂犬と戯たわむれているところだろうから、返事はもう少し経たってからだろう。

　そう思ってＳＮＳアプリを閉じようとしたとき、

『久しぶり～。その反応は、編集さんからウチの話聞いたね～？（笑）』

　萌絵さんは、よくわからないメッセージを送ってきた。

　……どういうことだ？　久しぶり？　編集さん？

　考えろ、俺！　これはきっと、萌絵さんが俺の愛を試そうとしているに違いない！

　向こうの意図が読めるまで、ここはひとまず話を合わせるしかない。

「お久しぶりです」

『そんなに堅苦しくしなくてええよ！　昔はそんなしゃべり方じゃなかったやろ？（笑）』

　昔、ときたか……萌絵さんは、昔の感じで話をしたいのか？　確かに、いまの俺は彼女に敬語を使っている。それを窮屈に思っているのかもしれない。

　ならばここは、敬語なんてやめだ。

「弟さんとは、あれからどうなったの？」

『弟？　弟なんておらんけど？』

　いや、突然乱入されて場を乱されたからって、存在そのものを否定するのはよくないんじゃないか。将来的に、俺の義弟になるかもしれないわけだし。

　いや、待て。ひょっとして、さっきのやつは弟じゃないんじゃないか？

　単なる男友達で、何かのきっかけで弟を名乗ってるとか……まさか、男友達が身近にいると俺が嫉妬すると思ったのか？　だから弟を捏ねつ造ぞうした……アイドルが恋人とのデートを「弟と遊びに行った」とか都合よく変換するやつと同じか。

「そうか、弟じゃないんだな」

『そうよ。弟なんておったら、レンちゃんとも会ってるはずやろ？』

　確かに。俺はあの島で、萌絵さんとしか会っていない。だったら、さっきのやつは何なんだよ！

　嫉妬の感情が心の中でメラっと燃え上がるのを感じる。

『それにしても、レンちゃんってすごい漫画家さんになっとったんやね。びっくりやわ』

　しかも、ここにきて皮肉とは。

　このアカウントのリプライで、俺が罵ば詈り雑ぞう言ごんを投げつけられていることは萌絵さんも知っているはず。

「ええ、それはもう、優秀な編集のおかげで」

　俺も皮肉で返す。とはいえ、俺と萌絵さんの間柄は、これくらいの方がいいのかもしれない。恋人同士になったとしても、あんまりラブラブでっていうのは無理な気がする。

『妬やけちゃうね～。でもまあ、仕事のできそうな人やったしね』

　萌絵さんは、またわけのわからないメッセージを送ってきた。

　……いや、待てよ。

　これは本当に萌絵さんなのか。もしかしたらさっきの男が萌絵さんの携帯を奪って、俺をからかっているんじゃあるまいな？　あるいは監視されているから、暗号めいた文章しか送ることができないとか。

「また連絡するよ」

　とりあえず俺はそうメッセージを入れて、彼女とのやりとりを一段落させた。

　何があったのか、どういう意図のメッセージなのか、今度直接聞いてみればいい。

　謎の男に連れていかれた萌絵さんの身が心配だったものの、以前に都と喜き村むらさんの一件でことを大きくしすぎて失敗した経験から、俺はひとまず事態を静観することにした。
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　家で漫画を描いていると、巡川さんから電話があって、わたしは来るべきときが来たと思いました。

　おそらく、今日わたしの仕掛けた作戦が彼女に炸さく裂れつしたのでしょう。

「もしもし？」

『……やってくれたわね、しおり』

　巡川さんは脅すような声でそう言いました。

「え、どうしました？」

『いいから、ここを開けなさい』

「開ける？」

『家の前に来てるから』

　巡川さんは呪いのメリーさん人形のようなことを言います。一瞬恐怖を感じましたが、わたしはもうおどおどしないと決めたのです。

　玄関を開くと、半眼でこちらを睨にらむ巡川さんの不機嫌そうな顔と対面しました。

「……テルをけしかけたのはあなたね？」

「ひとまず入ってください。ここで騒ぐのも近所迷惑になりますし」

　彼女を居間に案内してから、わたしは改めてこう切りだしました。

「……お姉さん思いのいい弟さんですね」

「しおり、あなたいったい、あいつに何を吹き込んだわけ？」

「別に何も？　ただ、テルさんが巡川さんのことを心配していらしたので、その心配を解消してさしあげただけです」

「あなたも錬太郎のことが好きなんでしょ？　なのに、よくもあいつの欠点をあげつらえたものね」

　その物言いに、わたしはおやっと思いました。

「欠点？　先生に欠点なんてありませんよ」

「とぼけないでくれるかしら？　テルのやつときたら、錬太郎がまるで女の敵と言わんばかりの嚙かみつきようだったわよ。あなたが錬太郎の人となりについて、あることないこと吹き込んだんでしょ」

「わたしは、巡川さんの好きな方が先生だとお教えしただけです」

「だったら、なんでテルがあそこまで必死になるのよ」

　なんだか、話がかみ合わない気がします。わたしは怪け訝げんに思って訊たずねました。

「必死って、テルさんはどんなことを言ったんです？」

　すると、巡川さんは苦虫をかみつぶしたような顔で、ファミレスでテルさんが口にした内容を話してくれました。

　品がないとか、どす黒い欲望とか、メンクイとか。

　先生に向けられたというそれらの言葉の数々を聞くうちに、わたしは怒りで頭が沸騰しそうになりました。

　とはいえ、そういった役割を彼に期待したのは確かです。巡川さんと先生が一緒にいるところに送り込めば、きっと二人の仲を邪魔しようとするに違いないと思いました。

「……なるほど、話はわかりました。でもテルさんって、重度のシスコンですからね。大好きなお姉さんを他の男性に取られそうになったら、そういう態度を取ってもおかしくないんじゃありませんか？」

　わたしが言うと、巡川さんはきょとんとして目を瞬しばたたかせます。

「あいつが？　シスコン？」

「え、ひょっとして気づいてないんですか……？　一般的に、ああいう人はシスコンっていうと思いますけど……」

「いや、それはないでしょ……」

「最近、巡川さんの様子がおかしいって相談されたんですよ。恋人でもできたんじゃないかって。ちょうど巡川さんは旅行に行ってましたから、同行者がその恋人なんじゃないかってすごく心配してましたよ」

「……マジ？」

「マジです」

「キモいわね、我が弟ながら」

　二の腕をさすりながら、ぽつりとつぶやく巡川さん。

「そうですか？　わたしは素敵だと思いますよ。巡川さんはテルさんの心配の種を増やさないように、一生、男性と無縁の生活を送るべきです。わたしには兄弟がいないので、そういう家族愛は羨ましいです」

「なんだったら、あいつを弟として引き取ってもいいわよ？」

「いえ、結構です」

　すると巡川さんはこちらをジトッとした目で睨にらみながら、黙り込んでしまいました。

「今日は先生と、どのような打ち合わせをされたんです？」

　これ幸いにと、わたしは話を変えて探りを入れます。

　新連載を始める条件を先生につきつけたのは巡川さんなのですから、先生に恋人ができるまで次回作について話し合うことなどないはず。なのに打ち合わせの機会を設けたということは、何かよからぬ企たくらみがあったのでしょう。

　わたしは巡川さんが一瞬、さっと目を伏せたのを見逃しませんでした。答えを探しているような仕草。何があったか正直に話すのなら、答えを探す必要などないはずなのに。

「……『増井さん』のスピンオフについてね、ちょっと」

「以前やった海み凪なぎみたいな感じですか？」

「そうそう」

「次はどのヒロインにするんです？　先生は何かおっしゃってましたか？」

「いや、まあ、今日はそこまで深い話はしてないんだけどね……」

　この受け答えで、わたしはやはり巡川さんが何かを隠していると確信しました。

　とはいえ、ここでわたしが疑念を持っていることを巡川さんに悟られるのも得策ではありません。そうなれば、彼女はあとで先生と口裏を合わせたりして、隠ぺいを図ろうとするに違いないからです。茶菓上先輩のような先の行動が読めない方と違って、巡川さんの行動には理屈がある分、予想が立てやすいところがあります。

　わたしはこれ以上の追及をやめ、彼女の意識を別のものへと向けようと思いました。

「そういえば、先生は茶菓上先輩と海に行ったことについて、何かおっしゃっていましたか？」

「え？　いや……」

　急に話題が変わって、巡川さんは戸惑うというよりもほっとした表情でした。

　共通の敵である茶菓上先輩の話なら、先ほどまでよりも懐ふところに入り込めるはずです。

「あのあと、先生は茶菓上先輩の作品をアシストするような活動を開始したじゃないですか。何かあったと思うんですが」

「ああ、あれは海で何かあったっていうか、外部要因らしいけどね」

「どういうことです？」

「むつきの担当が、打ち切るぞってハッパかけたらしいわ。そのタイミングが、たまたまあの子たちが海に行ってるときだったって話」

「なるほど」

「むつきは、海で特に効果的な一手を打てなかったんじゃないかしら？　錬太郎の性格上、恋人ができそうなら連載の話を始めそうでしょ？　そんな感じでもなかったし」

　巡川さんの態度には、不自然な余裕があります。

　もちろん、わたしもいまの彼女の考え方には賛成です。あれから何度か先生と電話をしてみたりしましたが、先生にそれらしい素振りはありませんでした。

　ただ、わたしと同じ考え方で自分を納得させているにしては、いまの巡川さんの態度には余裕が溢あふれすぎています。まるで、すでにレースを走り終えた勝者にしか出せない貫かん禄ろくのようなものが……。

　ぞわぞわとした危機感を覚えたわたしは、こう提案してみました。

「……今日も夕ご飯を食べていきますか？　いまから作ろうと思うんですけど」

　もう少し時間をかけて話せば、巡川さんがボロを出すかもしれません。逆に、すぐに帰られるなら、わたしは彼女の不自然さについてすぐ調査に乗りだすことができます。

「いいえ、遠慮しておくわ。毎回、毎回、悪いもの」

　どうやら巡川さんは撤退を選択したようです。

「わたしは別に構いませんけど」

「大丈夫よ、今日は突然押しかけて悪かったわね」

　そそくさと逃げるように玄関に向かう彼女の態度には、やはりどこか勝ち誇った雰囲気が漂っていました。

　バタン、と扉が閉まったのと同じタイミングで、わたしは携帯を取りだします。

　巡川さんに、証拠の隠ぺいをさせてはいけません。

　彼女よりも早く電話をかけ、何があったのかを聞きださなければならないのです。
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　玄関から出るとすぐに、アタシは携帯を取りだした。

　しおりの態度からして、絶対に何かを感づいているはず。

　わたしが『運命のあの子』に成り代わったことを知られないよう、先に錬太郎に口裏を合わせておかなければならない。

　プルルル……という送信中のコールが、アタシには永遠にも長い時間に感じた。

　きっと、いましおりも錬太郎に電話をかけている。

「……早く出なさいよ、バカ！」

　ひょっとしたら、すでにしおりの電話を先に受けて──

『もしもし？』

「あ、錬太郎！」

　通話口の向こうに錬太郎が現れ、アタシは自分の勝利を確信した。

「よかったわ。すぐにでもあなたの声が聞きたくて……」

『さっきのアレ、何だったんです？』

　錬太郎は、怪け訝げんそうにそんなことを訊きいてくる。

「アレ？　何のことかしら？」

『ＳＮＳのアカウントで変なこと言ってたじゃないですか』

　ＳＮＳのアカウント？

「ああ、アタシが管理してあげるって話？　そうね、錬太郎に余計なストレスをかけたくないもの」

　すると、錬太郎は怪け訝げんそうな声を発した。

『……萌絵さん、いま一人ですか？　あ、誰かがいて答えづらかったら、イエスかノーでいいです』

「え、一人よ？　どうして？」

『あのさっきの男に、見張られたりしてるんじゃないですか？』

「テルのこと？」

　言いながら、アタシは辺りを見回した。二、三、通行人がいるだけで、テルの姿はない。あいつはどやしつけて帰らせたから、当然といえば当然だけれど。

「いないわよ、もちろん。さっきから、どうしたっていうの？」

『いえ、大丈夫ならいいんです。俺は萌絵さんが無事でいてくれたら、それだけで……』

　思わず、きゅんとしてしまう。

　テルはさっき熱くなっていたわけだし、錬太郎はアタシがあいつに何か危害を加えられたかもしれないと思ったのだろう。

「ねえ、錬太郎。その話なんだけど、ちょっといいかしら？」

『なんです？』

「テルが来たことを含めて、さっきのファミレスであったことは誰にも言わないでほしいの。特に、アタシが昔錬太郎と会ったことがあるとか、そういうことは」

『……そりゃ、誰にも言いませんよ。俺にとって恥ずべき話ですから』

　ちょっともごつきながら、気まずそうに言う錬太郎。

「気にしないで、あれは大昔の話なんだし。思いだしてくれただけで、アタシは嬉うれしいわ」

『すみません……本当に』

「あなたの担当になれて嬉うれしいわ。本当にアタシたち、運命だと思う」

『も、萌絵さん！　あの！』

　錬太郎は、通話口の向こうで気色ばんだ。さっきテルに邪魔された瞬間が、いま訪れようとしている──

『で、電話じゃちょっとアレなんですけど！　今度会ったとき、ちゃんと伝えたいことがあって！』

　拍子抜けしたけれども、これも錬太郎のよさかもしれない。アタシは胸が熱くなるのを感じて、深く息を吐いた。

「……楽しみにしてるわ。それじゃ」

『はい！』

　通話を切って、アタシは勝利を確信した。これで口裏合わせは済んだ。しおりが錬太郎から何か情報を得ようとしても、もう無駄というものだ。





※






『もしもし、都喜村さん？』

「あ、突然すみません。ちょっとよろしいでしょうか？」

　わたしはテルさんに電話がつながって、ほっと胸を撫なでおろしました。

　いまごろ、巡川さんは先生に電話をかけているはずです。証拠の隠滅を図るために。

　しかし、彼女が「打ち合わせ」と銘打ったその場にいたのは、先生と巡川さんだけではないのです。

『ん？　いいよ。ああ、そういえば、情報のお礼をまだ言ってなかったな。都喜村さんが教えてくれなかったら、姉ちゃんはあいつの告白に押し切られてたかもしれないからな』

　告白!?

　その言葉に、わたしは心臓が止まるかというほど驚きました。

「ど、どういうことです？　告白って……」

「あいつが姉ちゃんに告白しようとしたんだよ。慌てて割って入ったけどな」

　そ、そんな馬鹿な！

「あ、あいつというのは、先生のことですか……？」

『そうだよ。オレが演じた薬師寺先生だ』

　目の前が真っ暗になる感覚。動どう悸きがして、わたしは玄関によろよろと座り込んでしまいました。

『それで、都喜村さんはオレに何の用？』

「い、いえ……そのとき、お二人がどのような会話をしていたか聞いていましたか……？」

『ああ、後ろの席で聞いてたよ。空で演じることだってできる。やってみせようか？』

　もうその話を聞いても無駄かもしれません。むしろ、聞きたくないとすら思いました。

　気づいたとき、わたしは目から涙をこぼしていました。





　……見ちゃったのね。錬太郎……それ、覚えてる？

　もちろん覚えてます。その口調だと、萌絵さんはあのとき約束したガキが、俺だってわかってたってことですよね？

　東京であなたを見たとき、すぐあの子だってわかったわ……






　テルさんの独演を聞きながら、わたしは涙をぬぐいました。……あれ？





　思いだすわ。レンちゃん。あれから、怪け我がはすぐよくなったの？

　……怪け我が？　俺、怪け我がなんてしましたっけ？

　カニ獲とりをしに行ったとき、海で足をくじいたじゃない。だからスキューバ・ダイビングができなくなって、アタシと部屋でリバーシをやってたんでしょ？

　──あ、ああ！　そ、そうでした！






　リバーシ？　どこかで聞いたことがある話です。





　でも、楽しかったわ。それに嬉うれしかった。あなたが、アタシのことを好きだって言ってくれたとき……

　……俺はあのとき、ほんとに子どもでしたから。

　そうね。でも、いまも子どもでしょ？

　そんなことありませんよ！






「……」





　萌絵さんって、いまつき合ってる人とかいるんですか……？

　いないわ。いるわけないでしょ？

　そ、そうですか……。






『──と、ここでオレが割って入ったわけだ』

「……なるほど、よくわかりました」

　すでに涙は完全に乾いていました。心の奥に燃え盛った怒りの炎が、悲しみを蒸発させてしまったのかもしれません。

　やってくれましたね、巡川さん！

『話を聞く限り、二人はどうも昔に会ったことがあるっぽいんだよな。いつか、まではわからないんだけど』

「ちなみにですけど、テルさんたちって昔ご家族で沖縄旅行とか行ったことはありますか？」

『……沖縄？　家族で行ったことはないよ』

「……そうですか、ありがとうございます」

　お礼を言ってから、わたしは電話を切りました。

　そしてやるべきことを遂行すべく、ゆっくりと立ち上がりました。
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　夕刻すぎ。もうすぐ完全に日が落ちるというころ、家のインターフォンが鳴った。廊下を玄関に向かってパタパタ歩く音がしてから、またパタパタが返ってきて、部屋の扉がノックされる。

「……錬太郎、ちょっといい？」

「なに？」

　部屋を出ると、母さんが怪け訝げんそうな顔で立っていた。

「あんた、学校で何か問題でも起こしたの？　女の子があんたに用事って」

「女の子？」

「トキムラさんって子。黒くて長い髪の。知ってる？」

「ああ、都喜村さんか。何の用事なんだろ？」

「……あんた、女の子の友だちなんていたの？」

　そう言う母さんは、犯罪者でも見るかのような目つきをしていた。ひどくないか。確かに俺は漫画しか描いてこなかった陰キャだが、ここまで言われるようなことをした覚えはない。

「……都喜村さんには、漫画のアシスタントをしてもらってて」

「ああ、なるほど！　よかったわ、変なことに手を染めたわけじゃないのね！」

　パッと表情を輝かせる母さん。

　あんた、もっと自分の子どもを信用しなさいよ。

　ともあれ、俺は玄関へと急いだ。夏休みに入ってから、電話で何回かやり取りをしたことはあったものの、直接顔を合わす機会はなかったので、ずいぶん久しぶりな気がした。

「やあ、都喜村さん。どうしたの？」

「突然すみません、先生」

　都喜村さんはにっこりと笑って言う。

　この感じ、何だろう。悪い話ではなさそうだ。

　まさか、以前に描くと言っていたラブコメが完成したのだろうか。俺に見てほしくて、電話もかけずにすっ飛んできたとか。

「巡川さんに伝言を頼まれてきたんです。直接顔を合わせてお伝えするのは、ちょっと気まずいとおっしゃられて」

「萌絵さんに？　なんだろ？」

　言いながら、俺は先ほど彼女から電話で頼まれたことを思いだした。

　あのファミレスであったことは内密にする。そう約束した。

「先に言っておきますが、巡川さんに悪気はなかったんです。ただ、先生の今後の創作活動を思っての行動だったらしくて」

「うん？」

「巡川さんが、先生の『運命のあの子』を演じたことです。どうでしょう？　先生も、結構ドキドキされたんじゃありませんか？」

　……演じた？　『運命のあの子』を？

　俺は都喜村さんが何を言っているのかわからず、ぽかんと口を開けたまま固まった。

「……はい？」

「どうでした、巡川さんの演技？　グッと来ましたか？」

「ちょ、ちょっと待ってくれ」

　理解が追いつく前に話を進めようとする都喜村さんに、慌てて待ったをかける。

「……演技って？」

「ですから巡川さんは先生にとって、本当の『運命のあの子』ではありません。本物の方にお話を聞きに行って、その方の代わりに先生をドキドキさせようとしたんです。なかなか恋人を作れずにいる先生に、担当編集として疑似的な恋愛感情を体験させてあげたいとおっしゃっていました」

「……」

「もちろん、わたしはお止めしました。ですが巡川さんはほら、ああいう方ですから……」

「う、噓うそだ……」

　俺は目の前が真っ暗になるのを感じ、よろよろとよろめいた。

「大丈夫ですか、先生……」

　そんな俺を、献身的な態度でそっと支えてくれる都喜村さん。

「……流石に、いくらあの方が先生から『萌もえ暴君』と呼ばれる傍若無人で唯我独尊で邪知暴虐な方とはいえ、今回のことはやりすぎだと思います。先生の気持ちを弄ぶようなことをするなんて……」

「う、噓うそだあ！　そんな馬鹿な話があるかあ！」

「本当です。最近、巡川さんが沖縄へ旅行に行ったのはご存じですか？」

　知らないよ、そんなの。……でも、待てよ？　確かに、萌絵さんはちょっと日焼けしてた気がする。

「彼女はその際に、先生の『運命の子』を探し当てたんです。その方を東京にお招きすることはできないので、自分でやろうと決断されたようですね。先生に現実の対象に萌もえるということがどういった感覚なのか、知ってほしいとおっしゃっていましたよ？」

「そ、そんな……」

「もちろん、わたしにも責任がないわけではありません。巡川さんがそんなことを思いついたのは、わたしが以前に先生から聞いた『運命のあの子』の話を、彼女にしてしまったからですから。ほら、沖縄とかリバーシの駒とか、先生はわたしに話してくださいましたよね？」

　言われてみると、確かにタイミングが良すぎる気がする。あのとき都喜村さんにあの話をしたのだって、ふと昔の話を思いだしたからにすぎない。それまでほとんど忘れていたような昔話に関係する出来事が、いまになっていきなり周りで起こり始めるなんて都合がよすぎるというものだ。

　でも……。そう、でも、だ……。

「でも、萌絵さんはシーサーのリバーシを持ってたんだ！　あれは昔、俺との約束で片面を黒く塗ったやつじゃないか！　あんなの、この世に二つとないはず……」

「リバーシの駒なんて、ゲームの性質上いくつでもあるんじゃないですか？　会った際にその一つを譲ってもらったとか。本物を見せてもらっていたのなら、もらった駒をいくらでも本物らしく偽装できると思いますけど」

　確かに。

　ということは、やっぱり萌絵さんは偽にせ物もの……？

　信じたくはない。せっかく俺の運命の人が目の前に現れたと思ったのに。

　足元が、音を立てて崩れていくような気がした。

　……と、そのとき、俺はＳＮＳで萌絵さんと思っていた相手が、同じリバーシの駒の写真を送ってきていたことを思いだした。

　萌絵さんにしては、まったく話がかみ合わなかったあの相手……。




　──久しぶり～。その反応は、編集さんからウチの話聞いたね～？（笑）

　──そんなに堅苦しくしなくてええよ！　昔はそんなしゃべり方じゃなかったやろ？（笑）




「ま、まさか、さっきやりとりしたのが本物だったとか……？」

「え？」

「都喜村さん！　萌絵さんは沖縄に行って、本物の『運命のあの子』に会ってきたんだよな!?」

　俺は都喜村さんにすがりつくようにして言い募った。

「は、はい」

「だったら、そうだ！　萌絵さんが俺の話をして、彼女は俺に興味を持って連絡してくれた……こう考えれば、全部つじつまが合う！」

　ＳＮＳのアカウントを開き、改めて先ほどのダイレクトメッセージのやりとりを確認する。

　そうするうちに、絶望的になっていた気持ちが、ほのかに明るくなるのを感じた。

「そうだ、『運命のあの子』は実在するんだ……替え玉で驚かされたってだけで……」

「先生、先ほどから何をおっしゃっているんです……？」

「萌絵さんのおかげだ！　萌絵さんが、わざわざ俺と『運命のあの子』の約束を、過去から掘り起こしてきてくれたんだ！」

　裏切られたことに対する怒りなど感じる間もなく、俺は彼女に感謝の意を伝えたい気でいっぱいになった。

「都喜村さんもありがとう！　俺には、確かに『運命のあの子』がいるんだよ！」

　都喜村さんの手を握り、ブンブンと上下に振る。

「え、あの……」

「都喜村さんは、萌絵さんから俺の『運命のあの子』の名前は聞いた!?」

「た、確か……い、伊い良ら波なみ小波さんだとか……」

　その名前を聞いた瞬間、俺の頭の中で古い記憶が弾はじける感覚があった。




　──僕のことちゃんづけで呼ばないでよ。だったら僕も君のことコナちゃんって呼ぶぞ。

　──いいよ？　ウチたち、レンちゃんコナちゃんでいこうよ。




「そうだ、コナちゃんだ……」

　それが、俺の『運命のあの子』の名前。

　そのとき、霧がかっていた目の前が、すっと晴れた気になった。
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「……何か弁明はある、萌絵ちゃん？」

　もはや定期開催になりつつある三人会議で、私はしおりちゃんと一緒に、『運命のあの子』なりすまし事件の裁判にあたっていた。

　場所はやはり、しおりちゃんの家。最近、この家のソファにお尻がなじんでしまっている。

　被告人の萌絵ちゃんは、気まずそうな顔で私たちから目を逸そらしていた。

「だんまりはよくないよ？　反省の意が見受けられないということで、重い判決が下される恐れがあるから」

　しおりちゃんから、先ほど今回の事件について報告を受けたときは、流石の私も驚いてしまった。

　まさか萌絵ちゃんが、そんな企たくらみを抱いて沖縄に行っていたなんて。私たちはみなで協力しようと固く誓った『新ヒロイン排除同盟』を、まんまと利用されたかたちになる。

　私はずっと黙りこくった萌絵ちゃんに聞こえるよう、大きなため息を吐いた。

「はあ……被告人には、お母さんがいますか？」

「……そんなの、いまは関係ないでしょ」

「きっといまごろ泣いていますよ。こんな娘に育てた覚えはない。恥を知りなさい、と。他人になりすまして得た愛に意味がありますか？」

　すると、萌絵ちゃんはふんっと鼻を鳴らして言った。

「愛の話をするなら、あなたたちの方がおかしいわ。アタシはどんな手を使ってでも、錬太郎の心を手に入れたいからやっただけ。競争をしてるのに、手を抜けって言うの？」

「居直るなあ！　判決、ギルティ！」

「アタシだって、ずっと替え玉として生きていくつもりなんてなかったわ。どこかのタイミングで、ちゃんと偽にせ物ものだって明かすつもりだったに決まってるじゃない」

「そっちの方が、より質たちが悪いでしょ！　既成事実を得て、後戻りできなくなってから真実を語っても遅いんだよ！」

「言ったはずよ？　アタシたちの条約は、錬太郎にこっちから好きって伝えるのを禁止してるだけ。それ以外のいかなる方法も、禁じ手にはしていないって」

「私はルールではなく、モラルを説いているのであって」

「解釈の違いね。アタシは仲良しごっこをするつもりはないわ。アタシと一緒になった方が、錬太郎は絶対に幸せになれるから」

「何を！　薬やく師しくんは私が幸せにするの！」

　私は萌絵ちゃんと睨にらみ合あった。

　このままではらちが明かないと思って、一人話に入ってこないしおりちゃんの方をちらりと一いち瞥べつする。どういうわけか、彼女は表情を暗くしてうつむいていた。

「しおりちゃんも、このわからず屋に何か言ってやってよ！　しおりちゃんのファインプレーがなかったら、薬師くんが萌絵ちゃんにその気になってたかもしれないんだよ！」

「……ラグが……」

　そのとき、しおりちゃんがぼそりと何かをつぶやいた。

「？　なんて？」

「絶対的勝ちフラグが……」

　言いながら、しおりちゃんが、すっと顔を上げる。顔色はすこぶる悪く、唇が紫色になっていた。

「先生の心は、いまや『運命のあの子』に向けられてしまっています。先生のＳＮＳアカウントに、小波さんが連絡を取ってきたようなんです……」

「まったく、なんで錬太郎は新しいアカウントなんて作ったのかしら？　あーあ、余計なことをさせたやつがいるものね」

「私が悪いって言いたいの？」

　当てつけのように言ってくる萌絵ちゃんに、私はむっとなって嚙かみついた。

「別に？　でも、あなたが責任を感じるのは自由よ」

「嫌味！　陰湿！　やっぱりギルティ！」

「──いまは、そんなことで言い争っている場合ではありません！」

　しおりちゃんが感情的な声を出し、私と萌絵ちゃんはぎょっとして固まった。

「いまは、どうすれば先生と小波さんが今後、会わないようにできるかを考えるべきです！　絶対的勝ちフラグを持つ小波さんの前では、わたしたちは塵ちり芥あくたに等しい存在なんですから！」

「ちょっと言い過ぎなんじゃ……」

「言い過ぎではありません！　巡川さん、そうですよね!?　『増井さん増殖中！』で『運命のあの子』が登場する案を却下したのは、その後のヒロインレースがワンサイドゲームになるからだとお考えになったからでしょう！」

「そ、そうね」

　萌絵ちゃんも引き気味だった。

　普段大人しい分だけ、発狂したしおりちゃんには妙なすごみがある。

「……この際、わたしは巡川さんのやった陰湿で卑劣な手段については不問にしてもいいです。いまは足の引っ張り合いをするのではなく、共通の巨大な敵に立ち向かうべきときです」

「陰湿で卑劣……」

　そんな表現をしている時点で、不問にはしていない気がする。ただ、いま突っ込みを入れるのもなんか怖かった。

「先生が小波さんと連絡を取れる唯一の手段は、ＳＮＳアカウントです。手遅れになる前に、それを何とか遮断しなければなりません。何かいいアイデアはありませんか？」

「むつきの連載が打ち切られればいいんじゃない？　そしたら、錬太郎があのアカウントを持ち続ける必要はないわけでしょ？」

「そ、それは困る！」

「茶菓上先輩、わがままを言わないでください。多少の犠牲は払わなければならないんです」

「私だけが犠牲を払うのは不公平じゃん！　だいたい、私の一存で決められるような話じゃないし！」

　むう、と唇を尖とがらせるしおりちゃん。

　なんかちょっと暴走してる気がするな……。いつものしおりちゃんなら、こんなことを言いださないと思うんだけど。

「先生のアカウントをハッキングするとかはどうです？」

「技術的に無理じゃない？」

「では、運営に通報して凍結してもらうとか」

　よくそんなことすらすらと思いつくな。やっぱり、しおりちゃんってちょっと腹黒いところあるよね？　とはいえ、

「それも結局、私たちでどうにかできる問題じゃないじゃん。通報を受けたＳＮＳの運営が、どういう判断を下すかわからないわけだし」

「だいたい、錬太郎と小波はダイレクトメッセージのやり取りの中で、もうメールアドレスとか交換しているかもしれないわよ？　だったら、ＳＮＳアカウントだけを封鎖しても無意味じゃないかしら？」

「それではやっぱり先生に、小波さんと会う必要がないと思っていただくしか……」

「小波さんってどんな人だったの？」

　私は萌絵ちゃんに訊たずねた。

「誰にでも好かれるような子。終始にこにこしてて、性格も人ひと懐なつっこいわ」

「悪いように見れば、人たらしの才能があるということではありませんか？」

　長所は短所ってやつだろうか。

「う～ん、でもちょっとそれは無理やりっぽいなあ……」

　私としおりちゃんが頭を悩ませていると、萌絵ちゃんが突然立ち上がった。

「……アタシ、帰るわ」

「え？」

「こういう相談はしたくないもの。人の評価を下げるための作戦なんて、それこそモラルに反してると思うし」

「え、萌絵ちゃんからしたら得意分野じゃん」

「失礼ね。とにかく、こういうことならアタシは協力しないって言ってるの」

　萌絵ちゃんの突然の態度を受けて、私としおりちゃんは顔を見合わせてしまった。

「あなたたち、ちょっとズレてるわよ」

「ズレてる？」

「錬太郎に好きになってもらいたいんでしょ？　だったら他を下げるより、自分を上げる努力をしたら？　アタシはそうしてるつもりだけど」

　一瞬どの口が言うんだと思ったけれど、確かに萌絵ちゃんの方法は強引ではあるものの、薬師くんを振り向かせるために必死になっていた結果と見ることもできる。

　先ほど、自分なら薬師くんを幸せにできる、と言い切った先ほどの萌絵ちゃんの言葉を思いだし、私は少し彼女に引け目を感じてしまった。

　弁解の機会を与えられないまま、玄関のドアがバタンと閉まる音が響く。

「……怪しいですね」

　しかししおりちゃんは、萌絵ちゃんの態度から私と違う感想を持ったようだった。

「え？」

「巡川さんは、また何かよからぬことを企たくらんでいるのかもしれません。少なくとも、あの方はいま小波さんの情報を独占しているわけですから。それをわたしたちと共有するのを避けたかったのかも」

「萌絵ちゃんが欠点を探したくなくなるくらい、小波さんがいい人だったってことじゃないの？」

「だといいんですけどね……いえ、やっぱりよくないです」

　しおりちゃんは、それからずっと難しい顔をしていた。
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　翌日、コナちゃんに改めてメッセージを送るとき、俺の手は震えていた。

　沖縄の旅行中に出会って、もう十年ほどになるのか。あまりにも長い期間が空いてしまったので、もう昔のように気安く接することはできない……。そう思っていたけれど、コナちゃんが返してくれたメッセージは、まるで最近会った友人に宛てるかのように気さくだったので、それからしばらくやりとりしているうちに、俺の緊張はすっかりと解けてしまった。

　思えば、初めて会ったときもそうだった。

　いまから思うと俺は生意気で気難しいガキで、どんな物事でも自分中心にしか見ることができなかった。しかし彼女の優しくて大らかな態度が、俺の利己的な価値観をすっかりと変えてしまったのだと思う。何しろ、他の人をあんなに大事に思ったのは初めてだったから。

「会いたいな、コナちゃんに」

　気づいたとき、俺はそんなメッセージを送信していた。

　都合さえ合えば、いますぐ沖縄に行って成長した彼女を見てみたい。

　幸い、いまは夏休み。基本的に俺の予定はオールフリーだ。

　彼女はいま大学生の四回生らしく、同じく夏休みの真っただ中。就活も終わっているそうなので、卒業までに色々な場所に行って思い出作りをしたいという話だった。

『そうだね。じゃあ東京遊びに行ってもいい？』

　彼女から返ってきたメッセージを見て、心臓が飛び跳ねるのを感じた。

　コナちゃんに──俺の『運命のあの子』に──会える！

　漫画脳の弊害というやつか、俺はこうなることがわかっていた気がした。運命というやつは、またどこかで結びつくからこそ運命なのだ。

「今度は俺が、コナちゃんを案内するよ」

　そう返信して、大きく息を吐く。

　彼女とのやりとりが一段落してから、俺は萌絵さんに連絡を取った。

　前ファミレスで別れてから、お互い状況が変わったわけだし、フォローをいれておきたい。それに萌絵さんは最近コナちゃんに会ってきたわけで、実際に彼女と東京で会う前に、どんな情報でもいいから聞いて心の準備を整えておきたいと思った。

　萌絵さんは、会社に行こうかと言うこちらの提案を取り下げ、俺の仕事場までやってくるという。

　前は話の最中に第三者の乱入を受けたので、邪魔の入らない場所を選んだのは正解だろう。

「……錬太郎、ごめんね」

　やってきた萌絵さんが開口一番にそんなしおらしいことを口にしたので、俺はおやっと思った。

「なんで謝るんです？　萌絵さんは、あくまでも漫画編集として俺を成長させようとしてやってくれたんじゃないですか。それに、おかげでコナちゃんを思いだすこともできましたし」

「私を軽蔑したんじゃない？」

「そんなことありませんよ。むしろ、萌絵さんらしいなっていうか」

　萌絵さんは、それを聞いても肩をすくめるだけだった。どことなく元気がない気がする。

「でも、正直ちょっと萌もえましたよ」

「は、はあ!?」

「ああ、リアルな萌もえを体験するって、こういうことなんだなって思いました。俺はまんまと萌絵さんにしてやられた格好になったわけですね」

「……どういうところに萌もえた？」

「いや、萌絵さんって普段厳しいじゃないですか」

　同意されなかった。ここはせめて「うん」とかなんとか言ってほしかったんだけどな。

「続けて」

「でも、その厳しさの奥にある本意が見えた気がしたんです。萌絵さんのバックボーンがわかって、こういう理由で厳しい態度を取ってるんだなってわかったら、急に可か愛わいく感じちゃいました。もちろん、そのバックボーンが今回は他人のものだったわけなんですけど」

「そう」

「……あれ、萌絵さんちょっと照れてます？」

　彼女の耳が赤くなっている。

「照れてるとしたら、どう？　萌もえるかしら？」

「その言い方だと、また演技ですか？　萌絵さんには敵かないませんよ……」

　正直、今回の一件で、俺は萌絵さんを底知れない人だと思った。それに、なんて漫画家思いなんだ、とも。

　普通、ここまでやってくれる担当なんていないぞ。まあ、俺が大ヒット作を飛ばした漫画家だから、ちょっと贔ひい屓きされてるってのはあると思うけど。

「……俺、すぐ次の連載始めます。萌絵さんの期待に応えてみせますから」

　決意を込めて、俺はそう言った。

「アタシの期待、ね」

「コナちゃんに、告白しようと思うんです」

「……っ！」

「さっき会おうってメッセージを送ったんですよ。そしたら彼女が、東京に来るって」

「……自分で現金だな、とは思わない？」

「いまのいままで忘れていたのにってことですか？」

「そうよ。恋人が欲しくなったとき、たまたま昔の約束を思いだした。そしてちょうど都合よく、その約束の彼女が会ってくれることになった。だから告白する……それでいいの？」

　それを言われるとつらい。

「萌絵さんの言うことはもっともだと思いますけど……」

「いま小波がどんな女性になっているか、あなたはまだ知らないのよ？　漫画のために恋人が欲しいだけって聞こえるわ。そういう態度は、小波にも失礼よ」

　コナちゃんに失礼、と言われてショックを受けた。

　そうか、俺はまた自分中心に物事を見てる……。

「ま、あなたはまだ子どもだしね。視野が狭いのは仕方ないことだと思うわ。最初から完璧な人間なんていないんだから」

「……すみません」

　すると、萌絵さんは大げさに肩をすくめた。

「ま、アタシが言えた義理じゃないんだけどね。会ってみて、それでも好きなら告白でもなんでもすればいいわ。最初から告白ありきで会うなっていうだけ。年長者からのアドバイスよ」

「ありがとうございます」

「あなた、漫画の主人公ならきっと読者に叩たたかれるでしょうね。昨今だと、主人公が理想的な動きをしないとすぐ叩たたかれるし」

　それを聞いて俺は苦笑した。

「勘弁してくださいよ」

「冗談よ。あなたが生きているのは現実なんだから」

　言いながら、萌絵さんもニヤリと笑った。

　それを見て、俺はようやく彼女が「らしく」なってきたな、と思った。トーンダウンしている萌絵さんなど、萌もえ暴君の名にふさわしくない。

「でもアタシがこの世界の作者なら、あなたにはきっと盛大なオチを用意するでしょうね」

「どうしてですか？」

「馬鹿でむかつくから」

　ただの悪口だった。ひどすぎる。

「どう、萌もえたかしら？」

「デレが一切ないのはちょっと……」

　俺がそう言うのを聞いて、萌絵さんはまた笑った。
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『……薬師くんが、小波さんと会う約束したって。聞いた、しおりちゃん？』

　茶菓上先輩が電話でそう言うのを聞いて、わたしは目の前が真っ暗になるのを感じました。

　よろよろとベッドに腰を下ろし、やっとの思いで返します。

「せ、先生がそうおっしゃったんですか……？」

『うん。自信満々に、次のアシスタントを用意しろよって言うもんだから、理由を聞いたらそのことを教えてくれたんだよ』

「いつです……？」

『来週の水曜日だって。その日、アシスタント作業は外してくれって頼まれたよ』

　やはり絶対的勝ちフラグを折ることは無理なのでしょうか……？　しかし、あまりにも早すぎます。対策を立てようにも、ここまでどんどんと物事が進んでしまっては間に合いません。

『当然、何もしない気ではいないよね？』

「……え？」

『萌絵ちゃんは役に立たない。だったら、私たちだけで何とかしなきゃ。でしょ？』

　茶菓上先輩は、『運命のあの子』による運命ムーブを見せつけられても、まだ諦めていないようです。

　そんな彼女を前に、わたしは自信喪失していた自分を恥ずかしく思いました。

　そうです。たとえ相手がどれほどの強敵であったとしても、諦めたらそこで試合終了なのですから。

「も、もちろんです！　……でも、どうするつもりですか？」

『わかんない……けど、なんとか当日のデートを邪魔するんだよ』

「先生はどこに行くとおっしゃっていました？」

　場所がわからないことには始まりません。以前、わたしがテルさんをけしかけることができたのも、密会の場所が判明していたことが大きな要因なのです。

『……聞いてない』

「どうして聞かないんですか！」

『朝から薬師くんのマンションに張り込もうよ。で、尾行すればいいじゃん』

　興信所みたいなことを言いだす茶菓上先輩。しかし、それしか方法がないのなら仕方がありません。

「……わかりました。では、それで行きましょう」

『私たちは仲間だからね、しおりちゃん。あわよくば相手を出し抜いてやろうとか、そういう足の引っ張り合いはなし』

「わかっています」

『よろしい。ところで、当日の邪魔担当はしおりちゃんだからね』

　その言葉に耳を疑いました。

「……え？　いま何て？」

『だから、当日薬師くんと小波さんのデートを邪魔する実行役は、しおりちゃんだって言ってるんだよ』

「いや、どうしてわたしなんですか！　ヘイト役を押しつけないでください！」

『だって、私は薬師くんから当日デートするって話を聞いてるし、その場にいたらなんか狙ってやりました感が出ちゃうじゃん。その点、しおりちゃんなら偶然を装よそおうことも可能！』

「おかしいですよ！　いま足の引っ張り合いはなしにしようと言ったじゃないですか！」

『わがまま言わないでよ、もう』

　駄々っ子をあやすかのような茶菓上先輩の態度に、イラっとしました。

「どっちがわがままですか！」

『うーん、このきかんぼう』

「二人でやりましょう、二人で！　わたしたちは仲間です！」

　渋る茶菓上先輩を、何とか説得しようとします。というか、ここで説得が必要なこと自体おかしい気がしますが。

「一緒に遊びに出かけていたことにして、現場でたまたま先生たちと遭遇した体を装よそおいましょう。その後、すかさずお二人に合流するんです。これなら、茶菓上先輩がいても不自然じゃありません。デートも邪魔できます」

『しょうがないなあ。そういうことなら』

　まるで一つ貸しね、とでも言わんばかりの茶菓上先輩。

　くっ……しかし、ここで怒ってはいけません。わたしたちは仲間なのですから……。

『それじゃあ来週の水曜日、薬師くんのマンション前に集合ね。ちゃんと変装してきてよ』

「茶菓上先輩こそ、ちゃんとお願いします」

　というか、ちゃんと来てくださいね……？
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　そして翌週の水曜日、わたしはひとまず茶菓上先輩が待ち合わせ場所に現れたのを見て、ほっと胸を撫なでおろしました。

「お待たせ、しおりちゃん。どう、動きは？」

「まだありません」

　わたしたちは二人ともサングラスに帽子という熱中症＆紫外線対策ファッションでした。夏なので、不自然な恰かつ好こうではないでしょう。

　先生のマンションの前には小さな公園があり、その周りを生垣が覆っています。わたしたちはそこに身を隠しながら、マンションのエントランスを見張ることにしました。

　いまは五時を少し回ったころ。すでに辺りは明るくなっていて、もう少しすると木々で蟬せみが鳴きだすはずです。

　先生が何時ごろ姿を現すのかわかりませんが、長丁場になりそうでした。

「……何やってるんだろうね、私たち」

　そのとき、ぽつりと茶菓上先輩が呟つぶやきました。




「何って」

「だって私たちが、こっちからの告白を禁止する条約を結んだのって、薬師くんの好きになった人が彼とつき合うべきだからっていう前提があったわけでしょ」

「そうですね」

「多分、薬師くんって小波さんのこと好きだよ。でも、私たちはそれを認めたくなくて、二人の仲をこうやって邪魔しようとしてる」

　茶菓上先輩の言い分はもっともです。最近、わたしもずっとそのことを考えていたので、彼女の気持ちが痛いほどわかりました。

「じゃあ、やめますか？」

「やめられないから、何やってるんだろうって言ってるんじゃん。はあ、なんで薬師くんを好きになっちゃったのかな」

「もし好きになれる人を選べるとしたら、茶菓上先輩は先生のことを好きになっていたと思いますか？」

「いや、なってないと思う」

「わたしは、なっていたと思います。それくらい先生のことが好きです」

「そうなんだ、しおりちゃんって意外と強いよね」

　茶菓上先輩は、寂しそうに笑いました。

「私はこんな苦しい気持ちになるなら、誰も好きにならない方がよかったなあ」

　何ですかそれ。

　ずるい、と思いました。まるで、わたしの愛よりも自分の愛の方が重いと言わんばかりではないですか。

　むっとしてわたしは言い返し、茶菓上先輩もそれに応戦してきます。暑さでイライラして、しばらくすると蟬せみが鳴き始めてますますイライラして、わたしと茶菓上先輩は先日仲間だと約束し合ったにもかかわらず、それからずっとお互いにちくちくと口撃を続けていました。

　でも、あとから冷静になってみると、これはお互いに不安のはけ口を探していたのだと思います。黙っていると不安に押しつぶされそうだったので、小言を言い合うことでそれを解消していたのだろう、と。

　先生が姿を現したのは、午前八時ごろでした。

　歩いて駅の方向に向かっていく先生を、わたしと茶菓上先輩は慌てて追いかけます。

　尾行というものを始めてやりましたが、これは相当な技術が必要だと思います。ただ尾行対象の先生の足取りがひたすらに軽く、辺りをまったく警戒していない様子だったので助けられました。

　先生は最寄り駅から東京駅へ電車で向かいました。

　新幹線の中央口につくと、電光掲示板をじっと見上げて立ち止まったので、どうやらそこが待ち合わせ場所のようです。

「……小波さんは新幹線で来るの？　九州からだったら、流石に飛行機の方がよくない？」

「……空港からここまで来るだけかもしれませんよ」

　近くの柱の一本に隠れてひそひそと囁ささやき合いながら、先生の動向をうかがいます。

　改めて先生の恰かつ好こうを見てみると、髪型も服装も、いつもよりも気合が入っている様子だったので、少しむっとしてしまいました。

　それからしばらく、わたしたちは先生の『運命のあの子』──伊良波小波さんが現れるのを待ちました。
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　薬師くんが携帯の画面をのぞき込んだあと、キョロキョロと辺りを見回し始めた。

　一瞬こっちに視線を向けた瞬間、私としおりちゃんはさっと柱の陰に隠れた。

「こ、これはまさか……」

「はい、小波さんが到着したんでしょうね」

　しばらくしてからそっとまた顔を出すと、薬師くんが一人の女性と話しているのがわかった。

　健康的な小麦色の肌をした南国美人。その特徴は、まさに萌絵ちゃんの言っていた小波さんそのものだった。

「……よし、行こうかしおりちゃん」

「え？　もう行くんですか？　ま、まだちょっと心の準備が……」

　しおりちゃんは、おろおろと狼狽うろたえる。

「こういうのはすぐ行った方がいいんだよ！　あとでやろうはバカヤローって言うでしょ！」

「明日やろうはバカヤローでは？」

「いいから、ほら！」

　しおりちゃんの手を握り、私は柱の陰から意気揚々と飛びだした。いざ、二人のデートを邪魔しに行く──





※






「──背、伸びたねえレンちゃん」

　コナちゃんは屈託のない笑顔を浮かべ、わざとらしく俺を見上げてみせる。

　成長期も迎えていなかった昔のあの時点では、もちろん俺の方が小さかった。

「それに、なかなかの男前さんやんか」

「こ、コナちゃんも可か愛わいくなったね……？」

　声がかすれる。緊張で、心臓が飛び跳ねている。

　記憶の中にしかなかった彼女への想おもいが、再びくっきりとした輪郭を伴って現れるのを感じた。そうだ、確かに俺はこの人のことが好きだった。

　いま、こうして目の前に成長した姿で現れても、やっぱりその気持ちは変わらない。

　──会ってみて、それでも好きなら告白でもなんでもすればいいわ。

　俺は萌絵さんの言葉を思いだした。

　でも、告白なんてできるのか!?

　この人を目の前にしただけでこんなに緊張しているのに、それ以上高いハードルを飛び越えることなんて可能だろうか……？

　……いや、落ち着け俺！

　別に、いまこのタイミングで告白しなきゃいけない道理なんてないわけだし。今日一日一緒にいて、緊張が解けてから告白すればいいんだ。

　あとでやろうはバカヤロー。そんなことを言うやつの方がバカヤロー。

「それじゃ、行こうかコナちゃん」

　俺はできるだけキメ顔で言った。

　女性をエスコートできる余裕のある男を演じようという狙いである。

「あ、ちょっと待ってくれる？　もうちょっとでトイレから出て来ると思うから」

「トイレ……？　誰が？」

「──おお、君がレンちゃんかいな！」

　そのとき背後から低い声が響き、俺は本能的に縮み上がった。

　振り返ると、屈強な体格の男性がこちらを見てニコニコ笑っているではないか。もちろん面識はない。誰だこの人……？




「紹介するね、ウチの旦那さん」




　コナちゃんが言った。

　ダンナサン？　なんだそれ？

　わけがわからぬまま、俺はその言葉を心の中で何度も理解しようと努めた。沖縄の方言か何かだろうか。シマンチュ的な。

「いやあ、小波が昔お世話になったみたいで！」

　男性はガハハと豪快に笑い飛ばし、コナちゃんの肩に腕を回した。

　ダンナ、ダンナ…………旦那……？　え、それって、そういう意味……？

「……へあ？」

　自分の喉から出てきた言葉は、信じられないほどの間抜け声だった。





※






「あれー、薬師くんじゃん！　こんなところで偶然だねえ！」

「あ、先生じゃないですかあ！　いまわたしたち、今日一緒に遊びに行く予定でここにいたんです！　すごい偶然ですねえ！」

　この際、わざとらしさが出てしまうのは仕方がない。こういうのは、勢いで押し切った方がいいのである。

　私としおりちゃんの同盟部隊は、『運命のあの子』とのデートを邪魔せんと、一いつ気き呵か成せいに戦場へと躍りでた！

　薬師くんが振り向く。




　──その顔は死んでいた。




「ひいっ、ゾ、ゾンビ！」

「せ、先生どうされたんですか!?」

[image: ]

「あ、あれれ、茶菓上さんと、都喜村さんじゃ、ないっすか。こ、こんなところで、奇遇の極みだね、なはは……」

「何や、レンちゃんもお友だちと一緒やったの？　しかも二人とも可か愛わいいなあ。レンちゃんってば、隅に置けないねえ、もう」

「流石は売れっ子漫画先生だ！　モテモテやんか！」

　あれ、なんか人が増えてる。このデカい熊みたいな人は誰？

　状況が吞のみ込めず、私は説明を求めて薬師くんの方を見た。

「……この人はどなた？」

「……コナちゃんの旦那さんだって」

「だ、旦那さん？」

　そう言ったのはしおりちゃんだった。なんだか、声が嬉うれしそうな気がする。頭の周りが早いと、こういうとき得だ。私はそれから数秒経たってから、その嬉うれしさを共有することになった。

「えっと、その……薬師くん？」

「……何だよ」

「それじゃあ、小波さんを思う存分、東京観光に連れて行ってあげてね。私たち、邪魔すると悪いから帰るよ」

　もはや私たちは必要ない。

「先生、それではまた。今日はこれで失礼しますね」

　しおりちゃんもそう言った。

「い、いや、二人とも、ちょっと待って……せっかく会ったんだし、一緒に……」

　薬師くんが悲痛な声で何か言っていたが、私たちは気にせずその場から立ち去った。

「いま巡川さんの考えがわかりました」

　帰り道、これほど嬉うれしいことはないと言わんばかりのニコニコ顔で、しおりちゃんが言った。

「あの人、小波さんが既婚者だって知っていたんですね」

「はあ？」

「だから、先生の前に『運命のあの子』が現れる事態になっても、私たちほど焦あせらなかったんです。彼女が、あんなに諦めのいい人なわけがありませんから」

「そういえば、しおりちゃんは萌絵ちゃんのこと疑ってたね」

「はい。きっと巡川さんは、小波さんの詳細な情報を明らかにしなければ、わたしたちが焦あせって先生に余計なちょっかいをかけると思ったんです。それでわたしたちの減点に繫つながればよしって」

「うわ、性格わる……」

「本当にそうですよ。現に、もう少しでわたしたちは暴走しちゃうところでしたからね」

　五時に集まって、こそこそストーカーして、デートに乱入しようとしたことが暴走でないなら、確かに私たちは暴走していないだろう。

　ただ、そんな萌絵ちゃんの悪だくみも、いまはすっかりと許せる気がした。

「でも意外ですね？　茶菓上先輩が、既婚者っていう理由だけで小波さんをセーフ認定するなんて」

「なんで？　結婚してたら、もうそれ以上の関係はあり得ないじゃん」

「わたしもそう思いますよ。ただ、茶菓上先輩はご自身のお母さんがヒロイン候補になるとか言っていたので……」

　言われてみるとそうである。あれ、私って矛盾してる？

「……いや、でも薬師くんがさっきの熊みたいな人の目を盗んでそのお嫁さんに手を出せるとも思えないしさ」

「そうですね」

　しおりちゃんはどこまでもご機嫌だった。私も深く物事を考える必要はないと思って、すぐ彼女に調子を合わせた。

　薬師くんの気持ちを考えると、私たちは薄情かなとも思ったけれど、こればかりはしょうがいない。だって、これでまた私たちにもチャンスが出てきたってことなんだから。







[image: エピローグ]

　──『運命のあの子』フラグ、盛大に散る。

　小こ波なみが旦那さんと知り合ったのは、高校生のころだったらしい。同じクラスで一緒に学級委員を務めたことがきっかけで仲良くなり、告白は旦那さんから。

　小波の意識には錬れん太た郎ろうとの約束があったので、最初は断ったという話だった。

　しかしその後も、何度も諦めずに告白してくる旦那さんの勢いに押され、ついにつき合うことになったようだ。

　そうして二人はその後、進学してからすぐに学生結婚を果たす。

　当然だが、アタシはそんな彼女のことを責めるつもりはないし、錬太郎だってそうだろう。

　何せ彼はそのころ小波との約束なんて、ほとんど覚えていないも同然だったのだから。

　大事な約束を忘れていた吞のん気き者が、巡り巡って自分の行為の報いを受けた。

　まさに因果応報。だからこれは、端的に言えばそれだけの話だったのかもしれない。




　小波夫婦が東京旅行を終え、九州へと帰ったあと──。

　もはや定例のものとなりつつある三人会合の席で、アタシはなぜかむつきから、何か弁解することがあるのではないか、と問いつめられた。

「……弁解？　どういうことかしら？」

「いや、萌も絵えちゃんって知ってたよね？　小波さんが結婚してるってこと」

「そりゃあね、もちろん」

「なんで薬やく師しくんに教えてあげなかったのさ？」

　アタシが黙っていると、今度はしおりが口を開いた。

「あのあとわたし、先生と電話でお話ししたんです。そこで、先生は言ってましたよ？　小波さんは、先生が巡めぐり川かわさんから自身の結婚のことについて話を聞かされているものだとばかり思ってたって」

「そうじゃないと、あてつけがましいしね。約束の相手にいきなり結婚相手を見せつけてくることになるわけだし」

　もちろんのこと小波の方に、そんな意図はなかった。

　既婚者であることを了解済みで、錬太郎が「会いたい」と言った……そう解釈したからこそ、彼女は東京旅行に旦那さんに連れてきたわけで。

「失恋もいい経験でしょ？」

　アタシは、何でもないとばかりにそう言った。

「失恋の仕方に問題があるんじゃないかなあ。萌絵ちゃんが前もってしゃべってたら、薬師くんは変な期待をしなくてよかったのに」

「それだと、生の絶望感を味わえないじゃない。アタシは錬太郎に漫画家として成長してほしいのよ。これを糧かてにして、きっともっと面白い漫画が描けるようになるはずだわ」

「あんたは鬼か！」

　そう言うむつきの顔も、言葉ほど非難めいていない。

　どうせライバルの減点探しのためにこうして問題をあげつらおうとしているだけで、本心のところは、そこまでアタシのやり方にケチをつける気はないはずだ。

　何せ、恋人候補の最大手である「運命のあの子」がいなくなった。何事にも代えがたいこの事実の前には、あらゆる事象が些さ細さいなものに成り下がる。

「錬太郎のことなら何の心配もないわ。どうせ少ししたら、ケロッとしてまた別の方法を考えているはずだし」

「むむ、わかったようなことを……」

「しおり、電話で話したっていう錬太郎の様子はどうだった？」

「わりともう気持ちを切り替えているご様子でした」

「ほら、見なさい」

　アタシが言うと、むつきはまた「……むむ」と言って黙りこくった。

「アタシは、あいつの調子がいいときも悪いときもずっと一緒にやってきたのよ。操縦のコツを完璧に理解しているの」

「ふんだ。編集が漫画家のことを完璧に理解するなんて絶対にあり得ないから……」

　むつきの言葉の背景には、楽らく山やまと自分の関係があるだろうことがすぐわかった。話を変えるいい機会だと思ったアタシは、すぐに別の話題を切りだす。

「そういえばむつき、あなたの担当からお礼を言われたんだけど」

「へ？」

「『ＶＥＮＵＳ』の支援イラストのことでね。錬太郎の活動のおかげで、あなたたちの連載続きそうなのよね？」

「ま、まあね……うん」

「おんぶにだっこで情けないと思わない？　あなたは錬太郎から助けてもらってばかりで、あいつのプラスになることを一つもやってないわ。その辺り、どう思っているのかしら？」

「や、やってないことなんてないし！　こないだ、ナンパの手伝いもしてあげたよ！」

「それはあなたの私利私欲でしょ。海デートだっけ？」

「私はボッチな薬師くんにとって、唯一対等に話せる友だちなわけ！　そういう存在がいるだけで、何よりも救われるんだよ！」

　ボッチなむつきが言うと、妙に説得力がある。しかし、

「ふっ……要は友だちってことでしょ」

「かあ、鼻で笑ったな！」

　睨にらみ合あうアタシたちを、しおりが「まあまあ」と諫いさめた。

　それは、ことをこれ以上荒げまいとする彼女なりの善意だったのだと思う。ただ、火がついたアタシたちにとっては逆効果だった。

「……なに、しおりちゃん？　さっきから余裕っぽい態度でいるけどどうしたの？」

「そうよ。言っとくけど、一番太いフラグが折れただけで、あなたの立場がよくなったわけじゃないのよ？」

「そ、そうですよね……お二人の言うとおりですね」

　アタシたちにすごまれ、しおりは身を小さくする。しかしそんな彼女の態度の中に、やはりどこか余裕めいたものを感じ取ったアタシは、おやっと思った。錬太郎のことに関する限り、しおりは挑発を受ければ、こんなに物分かりのいい反応を示さないはず。

「……ちょっと待ちなさい、しおり。あなた錬太郎と話したとき、何かあったでしょ？」

　すると、わかりやすくしおりは目を逸そらす。

「……いいえ、別に何も？」

「何なら、錬太郎に直接聞いてもいいのよ？　いまきちんと話しておいた方がいいと思うけど」

　言いながら、ちらりとむつきの方をうかがうと、いまのいままで敵対していたはずの彼女は、アタシに全幅の信頼を置いたまなざしを向けていた。状況が変われば、立場も変わる。アタシたちの三すくみは、しばらくの間、ずっとこんな感じだろう。

「もしかして、しおりちゃん……薬師くんが失意に沈んでいることをいいことに、言葉巧みに薬師くんを誘惑してやろうとしてるんじゃ」

「そ、そんなことはしていません！　気分転換に、ちょっとお出かけしませんかと──」

　語るに落ちるとはまさにこのこと。

　しおりはその先の言葉を吞のみ込んでから、また気まずそうに、さっと目を逸そらした。

「聞いた、萌絵ちゃん？　しおりちゃんってば、またこそこそと抜け駆けしようとしてるんだって」

「ええ。まったく、『気持ちを切り替えているご様子でした』ですって？　よくもそんなことを。小波の後釜に、体よく自分が収まってやろうってわけ」

「わ、わたしは与えられた条件の中で最善を尽くしているだけです！　お二人にあれこれ言われる覚えはありません！」

　しおりは叫んだ。

　しかしアタシとむつきはそれからしばらくの間、当のしおり本人の前で、どうやって彼女の計画を邪魔するかで盛り上がった。








あとがき






　お世話になっております、旭あさひです。

　ヒロインレースをやめようとか言いながらヒロインレースをやっているラブコメ、第二巻です！　今回は、ラブコメのヒロインレースものによくあるネタを題材にした話になりました。前々からラブコメを読んでいて、既存ヒロインたちが結託して新ヒロインの参入を阻止しようとする話があれば面白いだろうなあと思っていたので、書いていてとても楽しかったです！




　さて本作が書籍と相成るまで、たくさんの方のお世話になりました。

　一巻から引き続き、本作を担当していただきました編集部の阿あ南なん様、清きよ瀬せ様、大おお澤さわ様。魅力的なイラストで作品を彩いろどっていただきましたＩｘｙいくしー様。タイトルロゴや装丁を美しく仕上げていただきましたデザイン担当様。内容や誤字脱字に目を光らせていただきました校閲様。

　そしてKADOKAWA文芸局をはじめとする、この本の出版、宣伝、営業、販売に関わっていただきました全ての方々。本当に、ありがとうございました。

　そして何より、この本を手に取っていただきました読者の皆様に最大級の感謝を。
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